
構井 。阿弥陀堂遺跡
―一茅野有料道路内埋蔵文化財発掘調査報告――

1983

茅野市教育委員会



構井 。阿弥陀堂遺跡

―一茅野有料道路内埋蔵文化財発掘調査報告一―

1983

茅野市教育委員会



構
井

・
阿

弥
陀

堂
追

跡
周

辺
の

空
撮

(1
98
2年

8月
4日

撮
影

)



遺跡空撮写真 1

遺跡空撮写真



遺跡空撮写真 3



八稜鋭出上状態

1導糠報革ギ
八稜鏡



構井・阿弥陀堂の 2遺跡の発掘調査は、中央高速道路 と蓼科有料道路を結ぶ茅野

有料道路の建設にともない、長野県道路公社・長野県諏訪建設事務所の委託をうけ

て市教育委員会が実施したものである。

遺跡は永明寺山裾から上川沖積地にかけての低位段丘面の水田地帯に立地 し、遺

跡の多い茅野市においても、このような立地環境をもつ遺跡の大がか りの発掘はは

じめてであり、その成果は大いに期待されるところであった。前年度の予備調査に

より遺構の埋蔵は予測されるところであったが、発掘区全面から縄文時代中期・弥

生時代・平安時代の住居址、土羨、濤状遺構等が発見され、この遺跡の重要性が改

めて立証された。発掘は道路敷のみであったため、水田下に眠る遺構の全体像 を把

握することが不可能で、今後の解明にまつものもあったが、出土例の珍 らしいとさ

れる八稜鏡が 4点 も出土したことは、この地が古代史の上に重要な位置を占める証

左 として注目されるところである。古墳や牧、諏訪大社 との関 りの深いちの 。宮川

地区の調査は、従来工事等による偶然の発見にともなうものが多かったが、今回の

発掘の成果は、茅野の古代史の空白をうめるものとして貴重な資料を提供 したもの

といえよう。そして、この報告書が多くの方々に活用されて、今後の遺跡調査や文

化財保護に役立つことを心から希 うものである。

発掘にあたり工事主体者である県道路公社、諏訪建設事務所及び関係の皆様の深

いご理解 とご助力により、予定期間内に無事終了できたことを心からお礼申し上げ

たい。また、梅雨時から炎天下にかけての困難な発掘作業に従事 していただいた調

査団の皆様、そして遺物整理、出土品復元、報告書の作製にあたられた方々のご努

力に対 し深 く感謝申し上げる。

日召不日58年 3月

茅野市教育委員会

教育長 小 島 与四男



例   言

1 本書は茅野有料道路及び都市計画街路建設に伴なう構井・阿弥陀堂遺跡の発

掘調査報告書である。

2 発掘調査は茅野市教育委員会が長野県道路公社、諏訪建設事務所より委託を

受け行ったものである。

3 発掘調査は昭和57年 5月 24日 から9月 28日 まで行い、出土品の整理及び報告

書作成は昭和57年 10月 から昭和58年 4月 まで茅野市尖石考古館において行っ

た。

4 発掘から報告書作成にいたる過程で、沢田正昭 。宮坂光昭の諸氏に御教示を

賜わつた。また、遺物整理にあたっては宮坂篤夫・柳平嘉彦両氏の協力を得

た。ここに記して深 く感謝の意を表 したい。

5 本書は宮坂虎次・守矢昌文で分担執筆 し山田真子・樋回公男が補助した。

執筆 と項目の関係は以下のとお りである。

宮坂虎次……第 I章 。第H章・第Ⅲ章・第Ⅵ章。

守矢昌文……第Ⅳ章 。第 V tt。

6 集石等の測量は中央航業株式会社に依頼 し航空測量で行った。

7 出土品・諸記録は茅野市尖石考古館で保管 している。
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第 I章 調査経緯

中央 自動車道西宮線は、茅野市域においては遺跡の無い宮川・上川の氾濫による沖積地を横切

り、八ヶ岳西南麓台地末端からのびる微高地形に立地する御射宮司遺跡 を過 ぎると、遺跡の多い

山麓台地へ入る。これら諸遺跡の調査は中央道遺跡調査会により昭和53年に終了し、その後中央

道工事は急ピッチで進捗 して、昭和56年度 3月 に供用開始 となった。

この中央道から蓼科・白樺湖方面に通ずる道路の開設は関係者の強い要望であったが、蓼科有

料道路に接続する茅野有料道路 (通称山の手バイパス)が計画され、57年 9月 には着工 されること

になった。

路線は宮川新井地籍から分岐 して上川沖積地を東に進み、上原の段丘崖 を断ち切 り、国道20号

線・国鉄中央線を横断 して、永明寺山麓にひろがる沖積段丘面を蓼科有科道路へ と達するもので

ある。

遺跡分布図でみると、この路線は埋蔵文化財のないところであるが、これは、この一帯の開発

が極めて早 く、古 くからの水田地帯で、地表からの観察では発見され難かったためである。近時

諸開発により遺構 。遺物が発見されて (永 明中学校々庭・帝国通信工業阻敷地・国鉄官合敷地)遺跡

の埋蔵される可能性の極めて大きいことが判って来た。

昭和54年 8月 、県文化課丸山敵一郎指導主事が入ヶ岳西南麓遺跡分布調査のため未市の際にこ

のことについて話 し合い、調査の必要が確認されていた。そして昭和55年 に入 り、県文化課・県

道路公社・茅野市教育委員会の二者立合いにより現地調査 を行 うことが文化課より連絡された。

8月 27日 、県文化課臼田武正指導主事、茅野有料道路工事事務所長由井氏、宮沢所長補佐、茅

野市教育委員会矢島社会教育課長、長田文化財係長、尖石考古館宮坂、茅野市建設課担当者によ

り現地調査が行われた。当日も用地内の畑に遺物が散見されて発掘調査すべ きことが再確認され

た。

試掘調査は昭和55年 11月 19日 より12月 5日 まで県道路公社の委託 を受けて茅野市教育委員会が

行ない構井遺跡、阿弥陀堂遺跡の確認ができた。

この試掘調査の結果に基づ き、調査 を要する面積は約 3,000m2を 対象 とし昭和57年 5月 24日 よ

り本調査を実施 した。
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第II章 調査経過

本調査に先立ち昭和55年11月 19日 から12月 5日 に渡 り試掘調査を実施した。調査は道路予定地

全ての地域に地番ごとにA～ Nと し、2m× 2mの試掘区を設定し遺構の有無の確認を行った。

本調査は試掘調査の結果より道路予定地大半に渡 り遺構が存在する事より道路敷全てを発掘対

象とした。構井遺跡については住宅等により遺跡の大半が破壊されており試掘の結果に基づ き地

呑967-1を 中心に調査を行った。

調査は道路センターを基線として設定し、北側よりA～ Nと してこれに直交する線を1～ 74と

し2m× 2mの グリッドを設定した。地形の都合土地呑2478-1～ 2485-5ま でをI区 、地番2488-1

をH区 とした。構井遺跡については地番967-1に グリッドを設定し、グリッド設定は道路センタ

ーを基線 として行いセンター杭配

“

を基点として 1～ 13ま でを設定した。

5月 25日 より発掘作業を開始し7月 2日 までに I区の調査を終了し、H区の調査の継続して行

ない全ての遺構検出終了後に測量の段取 りとした。尚、遺構平面測量については大規模な集石を

伴なう濤等の検出より航空測量を導入することにし実施した。

発掘調査 日誌抄

昭和57年 5月 24日 (月)構井・阿弥陀堂遺跡発掘調査の鍬入式を挙行する。

5月 25日  側～29日 ● 発掘区の表土争Jぎ作業を重機を導入して行なう。削除土層

は第 1層 (耕作土)、 第 2層 (水田床土)ま でとする。

5月 31日 何 調査区 I区 にグリッド設定を行なう。

6月 2日  lAl 発掘作業開始第 3層 (黒色土)の削除作業を進め遺構確認を行なう。

6月 5日  tL)グ リッドI区 28列付近までの第3層 削除作業がほぼ完了し、住居址 1

号、2号、3号が確認される。

6月 8日  側 1号住居址西壁床上より三角躊形土製品が出土する。

6月 16日 困 10号住居址までの検出ができ10号住居l■内より耳皿が出土する。

6月 22日 側  I ttH-37、 38グ リッドを中′ふに宋銭が 5枚出土する。

6月 29日 明  I ttH-50グ リッドを中心に集石を伴なう濤状の遺構を確認する。

6月 30日  1/kl l ttH-50グ リッドの濤内より八稜鏡が 1面 出土する。

7月 2日 ④ 26号住居址までの調査が終了する。

7月 3日  仕)調査区 I区西イ員」ナ区に分断される地呑2488-1を H区 としグリッド設定を

行なう。

7月 5日 ⑪ Ⅱ区の第 3層手Jぎ作業を行ない遺構確認作業を行なう。
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7月 7日 曲 Ⅱ区より続々住居址が確認される。Ⅱ区 1号住居址から7号住居址ま

で 。

7月 10日 tLI H区 1号住居址覆土上より八稜鏡が 3枚重なった状態で出土する。

7月 14日 い 発掘況場にて構井・阿弥陀堂遺跡調査委員会開催。

7月 16日 ④ 構井遺跡両角洋治氏宅庭を中心にグリッド設定を行なう。

7月 21日 lkl I区より遺構全体の清掃作業を開始 し、航空測量に備える。

7月 28日 曲 航空測量の予定日であったが天候のため中止となる。夕方より夜半に

かけて豪雨。

7月 29日 蜘 昨日の豪雨により遺構は冠水状態となり終日排水作業に追われる。

7月 31日  lt_l 再度航空測量天候のために中止となる。

8月 4日  lkl 航空測量を実施する。

8月 5日  い II区 1号住居址よリカマ ド等の測量を実施する。

8月 22日 働 市民を対象としての構井・阿弥陀堂遺跡見学会を行なう。参加者約80

名。

8月 26日  lAl 構井遺跡まで全ての遺構測量を完了する。

8月 27日 ④ 現場より機材等を撤収する。
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第2図 溝井・阿弥陀堂遺跡発掘調査区図 (1/5,000)
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第Ⅲ章 遺跡概観

霧ヶ峯火山塊の南縁 を形成する永明寺山 (標高1,156m)の 山麓は、山裾 より緩傾斜 し、茅野駅

の南約300mに おいて北東から北西にむきをかえて迂回する上川に達する。この地域は現上川河床

に接する沖積段丘面で、茅野市の中心部をなす本町 (矢ヶ崎 )・ 塚原・上原の市街地が立地する。

段丘面の西は一段下がって上川 と宮川の氾濫原を形成 し、肥沃な沖積地 として水田地帯で、横内・

中河原区が立地する。

茅野駅付近より上原にかけては段丘面 と沖積面 との間に段丘崖が発達 し、その比高は調査地付

近では約10mを 計る。そして崖面は数段の石垣を築いて畑 として利用されている。段丘崖から国

道までの間約94mは 住宅や施設が密集 し、国道から国鉄中央線の間も宅地化が進み、140mの 路線

内に 3戸 の住宅がある。段丘崖からここまでは僅か緩傾斜 しているが工事によりもとの地形はか

な り変容 しているものと思われる。国鉄中央線から東は水田地帯である。低い土手によって区切

られた水田が段々をなし永明寺山の裾 まで続いている。この間約230mで蓼科有料道路に通ずる市

道に達する。

諏訪史第一巻によると、この付近から遺物の採集された場所 として、築地 (つ いじ)、 阿弥陀堂

(あ みだどう)が記録されている。築地は永明中学校庭一帯 といわれ、ここか らは弥生の住居址が発

見されている。阿弥陀堂は今回調査の行 なわれた水田地帯である。信濃史料にも遺跡分布地図に

も記載されていないのは、水田地帯であったがために遺跡 としての確認ができなかったものであ

ろう。

永明寺山際のテラス状の台地には、一本柱・藤塚 。十二坊・永明寺・柿 ノ木平の諸遺跡が立地

する。一本柱遺跡は昭和47年に発掘が行なわれ、縄文時代中期、弥生時代の住居址 と古墳が発見

された。他の遺跡 も同じ性格の遺跡 と推定されるが、段丘面に立地する遺跡 との相違は今後に解

明さるべ き興味ある問題である。一本継遺跡の上方、永明寺山腹には、釜石古墳・矢穴古墳 。中

矢穴古墳 。西入古墳等の古墳群があ り、塚原、上原の段丘面上の古墳 としては大塚 。姥塚・王経

塚・塚の越古墳があげられるが、これら古墳構築の背景 となったものが、この塚原・上原の段丘

面に定着 した稲作技術 をもつ人達であったと考えられる。路線が段丘崖 を断ち切 る諏訪湖寄 りに

は光明寺遺跡・葛井平遺跡が続 くが、未発掘のため明らかでないが、弥生から土師・須恵の時代

へ と続 くかなり大規模の遺跡 と推定される。

中世に入 り、上原は諏訪氏の城下町 として栄え、近 くに残る古い地名や寺社・伝承等 と古記録

など総合 して考えると相当の規模の城下町が形成されていたようである。上原城の築城年代につ

いては詳かでないが、守矢家文書の守矢満実書留の文正元年 (1466年)2月 14日 の条に「御頭上原

諏訪安芸守信満勤仕候」 とあるところから、室町時代には諏訪氏の一族がここを本拠 としていた



ことが考えられる。当時においては今の塚原境は勿論、塚原区内にまで城下町が及んでいたもの

と考えられる。これは今に残る小字名、築地・ハツツケ日・阿弥陀堂等からも推考される。当時

上原には八幡・九頭井・千鹿頭社を初め五山六坊、十二坊の建物があったといわれ、これは鎌倉時

代において、諏訪氏は最も鎌倉方と関係深 く、鎌倉になぞらえて上原八幡上原五山を建立したと

いわれる。五山のうち今に残るは極楽寺のみで、光明寺・永明寺・法明寺・金剛寺は、地名・字

名・墓地名にその位置を止めている。

天文11年 6月 、諏訪頼重が武田信玄に攻略され、板垣信方 (城代)の居館が上原城下の板垣平

に築造され、のち武田氏は代官をおいて諏訪の統治にあたった。武田氏滅亡後天正年間諏訪頼忠

は高島城 (諏訪市茶臼山)に移 り、政治文化の中心は自づ と高島に移 り、上原は衰退した。

路線が段丘面を通過する字名は、段丘崖から光明寺・構井 (構居)・ 町屋敷・阿弥陀堂で、前三

者は、現在の行政区上原に、阿弥陀堂は塚原区に属 している。
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1.地蔵堂(縄)2.光明寺 (縄 。平)3.永明寺 (縄 。平)4.家の下(縄・平)5.下蟹河原(古)6.永明中

グラン ド(弥 )7。 一本継 (縄・弥 。平)8.原地(縄・平)9.矢穴(縄・平)10.棚 畑(縄)11.十二坊古

墳 12.釜石古墳 13.一本継古墳 14.藤塚古墳 15.矢穴古墳 16.中 矢穴古墳 17.西入古墳 18.塚の

越古墳 19.王経塚古墳 20。 大塚古墳 21.姥塚古墳。

第4図 構井・阿弥陀堂遺跡と周辺の遺跡 (1/20,000)
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第Ⅳ章 退 構および遺物

第 1節 縄文時代の遺構 と遺物

縄文時代の遺構は 1号、19号 、21号住居址 3軒で調査区東恨」を中心に検出された。全て中期後

半に属するものである。遺物の出土量は弥生時代より夕く、時期的には中期中葉より後期までの

ものが出土している。

第 1号住 居 l■ (第 5図 、図版13)

検出状況  H-21グ リッドに一括土器を発見し、これを中心に精査を進めプランの把握に努

めた。住居址は約%ほ ど用地外にあるが炉址の位置及び東コーナー、西コーナー、北コーナーに

よリプランのあり方について確認できた。

遺構の構造  本址は東壁寄りに炉址を有する5。 5m× 5,3mの隅丸方形に近いプランの住居址

である。主軸はN34° Eであり、主軸線上に埋甕・炉址が設けられており、入口部は南西部を向く。

確認面が低 く残存壁高は僅かであ り、北壁側で18cmで ある。

主柱穴はPェ ～P4の 4本柱であり、これにP5～ P7カ功口わる。これらは24cm～ 12cmの深さを持つ も

ので、ロームブロックを混入する褐色土により埋められていた。柱穴等の有 り方より建て替えが

行なわれたものと思われる。

床面は炉址南西側を中心に堅緻な部分が検出でき、他の部分についても割合堅緻でありほぼ水

平に構築 されている。

炉址は中央よりやや北東部へ寄った主軸線上に位置 してお り、床面 を16cmほ ど円形に掘 り込ん

でいる。炉石は抜 き去 られて、また焼土も掻 き出された状態で遺存 していなかった。

埋甕は主軸線上に並んで検出されている。埋甕No l(第 6図 1)は 胴下半欠損の甕形 を呈する土

器であ り、正位の状態で床面 とほぼ水平に設置している。埋甕内には、炭化物やロームブロック・

ロームの小粒子を夕量に含む褐色土、ロームの小粒子 を含む黒褐色土が入 り込んでいた。埋甕No

2(第 6図 2)は 完形の甕形を呈するものであ り、正位の状態で床面 とほぼ水平に設置し、52cm×

38cm、 厚さ 6 cmの板状の石で蓋をしている。埋甕内にはローム粒子を多量に含む黄褐色土、炭化

物・ローム粒子を含む黒褐色上が入 り込んでいた。

遺物の出土状態 出土遺物は少なく、炉址を中心とした覆土中より若子の上器片が出土してい

る。P4内 より磨製石斧が一点出土している。また住居北西壁付近床面直上より三角嬬形土製品

(第 7図 1)が出上している。

出土遺物 (第 6・ 7図 、図版33)

本址よりの出土遺物は非常に少なく埋甕に用いられていた甕の他には覆土層内より8´ミ深鉢破
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1褐色土層(炭化物・ロームブロックを含む)

2.黒褐色土層(ロ ーム小粒子を含む)

3.黒褐色土層(炭化物・ロームブロックを含む)

4.黄褐色土層(ロ ーム粒子を含む)

第5図 第1号住居址 (1/60)

片が出上しただけである。この他に三角躊形土製品、磨製石斧、礫器が出土している。

土器  1は底部を欠損する。器形は口縁部が直線的に外反し、頸部のくびれが少なく、胴部上

半が若千張 り出す甕形を呈する。口縁部は一本の沈線がめ ぐり、胴部には右巻の低い隆帯による

大きな渦巻文を4単位に構成し、その間を小さな渦巻文を配する。地文は櫛状工具による条線であ

り、施文後隆帯の脇をなぞる。内面はヘラ状工具により横位のナデが見られる。口径37cm、 現在

高28cm。

2の器形は口縁部が直線的に開き胴部上半が若千張 り出す底部の非常に小さい甕形を呈する。

日縁部は一本の沈線がめ ぐり、渦巻文を低い2本の隆帯で択状に連結し、半円形状の区画を作 り

出している。胴部は右巻の低い隆帯による大きな渦巻文を4単位に構成している。地文は櫛状工

―
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第6図  第1号住居址出土土器 (1～ 2は %、 3～ 4は %)

具による条線であり、施文後隆帯の脇をなぞる。内面は良く研磨され胎土・焼成共に良好である。

口径35cm、 器高46cm、 底径 9 cm。

3は 口縁部が直線的に開くものと思われる。口縁部には沈線による渦巻文 と胴部へ垂下する沈

線を配する。地文は沈線で埋めている。内部は横位のナデで、胎土中に砂粒を含む。

4は胴部に垂下する沈線を配するもので、地文は櫛状工具による条線を配する。

本址は埋甕よりみて曽利m期に位置付けられよう。

上製 品 1は三角躊形土製品で住居址北西壁付近床面上より出上したものである。形状は平面

形が角の九い長方形をなし、断面形は角の九い二等辺三角形を呈する。底面は角の九い長方形を

なす。全面共ほぼ平らで、側面部よリー孔が傾き貫通している。文様は両平面、両側面に断面U

の字形の沈線により渦巻形のものと、同心円形のものとが施されている。底面は施文されてはい
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第7図 第 1号住居址出土石器及び土製品 (%)

ないが、細かな擦痕状の沈線が認め られる。長さ10。 3cm、 高さ7.9cm、 重量415g、 このような土

製品の出土例は茅野市内に於いて上管沢 と中原遺跡の二ヶ所よりの発見例が報告 されている。

石 器  2は 粘板岩製の磨製石斧でP4内 より出土 したものである。厚さはほぼ一定で刃部 と基部

が鋭い。基部は打撃痕が認められる。刃部は九味を持ち、細かな刃こばれ状の系1離が見られる。

平面形状は若千胴部の張る短冊形に近い形 を呈する。研磨の状態は器面争J離後全面に磨 きをかけ

ているが、崇」離の全てにまでは及んではいない。

3は 粘板岩製の縦長の礫 を素材 としている礫器である。断面は素材のままで一端が鋭 く楔状 を

呈 し、その縁辺に簡単な調整を加え刃部 としている。基部には打撃痕が残る。

誰(1)鳥 居龍蔵 1924「諏訪史」第 1巻 信濃教育会諏訪都会

(21 宮坂英式 1976「福沢村の古代」 茅野市教育委員会

第18号住 唇址 (第 8図 、図版14)

検出状況 本址は17号住居址精査中にその存在が明らかになった。住居l■は南・東側を16号・

19号住居址によって切 られているが、残された部分よリプランのあり方については確認できた。

覆土は 2層 に分かれ、上部に若千炭化物を含む黒色土(第 1層 )が堆積 し、床面上には、ローム粒

子を含む黒褐色土(第 2層 )が堆積 しこの上層内より上器等が出上した。
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1.黒 色土層(若干炭化物を含む)

2.黒褐色土層(ロ ーム粒子を含む)

― B'

C         σ

第8図 第18号住居l■ (%)

遺構 の構造  本址は北壁寄 りに炉址を有する6.6m× 5,3mの 東西方向に長い隅九方形に近い

プランの住居l■である。

北西側壁は地山礫層内に掘 り込まれており明確でない。残存壁高は南壁側で18cmである。

柱穴はPl～ P6が検出され、これらは20cm～ 29cmの深さを持つものである。

床面は住居址中央部はローム粒を含む黒褐色土を床 としている。全体的に床面は堅緻で水平に

構築されている。
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乃

岬

戸
4

第9図 第18号住居址出土土器 (%)

周濤は20cm～ 30cmと 割合幅広のものでほぼ全周する形をとる。

炉l■は石囲い炉で北壁寄 りに位置しており、床面に直径 lm、 深さ8 cmほ どの円形の掘 り方を持

っている。炉石は東側が崩れているが、ほぼ遺存していた。遺存状態等より考えると河原礫の扁平

な面を床面に長円形に配したものである。尚、内部に焼上の堆積は見られなかった。

遺物の 出土状態 遺物は覆土内より土器片が若千出上しただけである。

出土遺物 (第 9～ 11図 、図版33)

本址より出上した遺物は少なく、土器片16片 、打製石斧 2点であった。土器片は接合しないも

のがほとんどで、個体数にして約 6個体分のものと考えられる。

土器  1は 口唇内側に突帯を有し口縁が無文帯 となり、その下に2段の横帯文をめ ぐらすもの

である。胴部は渦巻文を配するものと思われる。

2は 口唇内側に突帯をもち、口縁部は 2本の隆帯で弧状に連結し、半円形状の区画を作 り出す

もので、内部を沈線で埋める。

3は頸部が若千脹らみ一段の横帯文をめ ぐらすもので、胴部に垂下する隆帯を有する。横帯文

内は斜状の沈線で埋める。

4は隆帯が波状に垂下しその間に隆帯が弧状に配されるものである。地文は「ハ」の字状の沈

-15-



線による。

5は 口縁の内側に粘土紐 を貼 り付け突帯 としている。施文は半裁竹管による深 く整然 とした平

行沈線を施 している。

6は 頸部の部分で「く」の字状に折れる。施文は頸部に 2本の粘土紐 を波状に配 し、それより

垂下する形で波状粘土組 を付ける。口縁部は半裁竹管による平行沈線が弧状に施文されていたよ

うである。地文は撚 り糸が施される。

これらの土器 よりみて本址は曽利 II期 に相当するものと考えられる。

第10図 第18号住居址出土土製品(%)

D

土製 品 1は土器片錘で住居l■覆土内より出土した。半分を欠損して

いるが長楕円形を呈するものと思われる。整形は土器片側縁を研磨 し形

造り長軸方向に切 り込みを持つ。短軸方向にも切 り込みらしき痕跡が見

られるが長軸方向のものに比べて貧弱である。現在長3.4cm、 最大幅2.1

Cm、 厚さ0,8cm、 重量 8g。

石群1 1は粘板岩製で、平面形状は両イ員】縁がほぼ平行で、刃部が九味

を持っている。基部を欠損している。器面には整理面を残している。現

―

 |

在長7.2cm、 最大幅4,9cm、 最大厚0.8cm、 重

量65gで ある。

2は 粘板岩製で、両イ員J縁が若千張るもので

ある。刃部が九味を持っている。基部を欠損

している。器面に礫面 を残 してお り、その一

部が突出する。現在長8.Ocm、 最大幅3.5cm、

最大厚0.8cm、 重量73gである。

第11図  第18号住居址出土石器 (%)

第20号住 唇址 (第 12図 、図版14)

検 出状 況 本址はC-34グ リッドを中心に黒色上の落ち込みが検出されたことにより、その存

在が明らかになった住居址である。住居址中央部は明治時代の暗渠により攪乱され北東壁一部 を

19号住居址によって切 られている。

覆土は粘性のある黒色土(第 1層 )で、壁際にローム粒子を含む褐色土(第 2層 )が堆積する。

遺構 の構造 本址は3,7m× 3.6mと 小さい住居址で、北 。東コーナー部の張る台形に近い形

の隅丸方形プランである。

壁の掘 り方は不明確で残存壁高は 8 cmと 残い。

柱穴はPl、 P2が確認され深さ15cmほ どのものである。

床面は軟弱で地山礫層内が直接床面 となっている部分も見られ凹凸がある。また中央部に緩や

かに傾斜する形で床は構築されている。

用

― ― Ｉ

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ ‐

Ｕ

一

-16-



ど
，

ゴ

ョ
監

キ 又        ヽ
い

1.黒色土層

2.褐色土層 (ロ ーム粒子を含む )

第12図 第20号住居址 (%)

炉址は住居址中央郡やや北壁寄 りに設けられており、その%ほ どを暗渠により壊されている。

炉址の掘 り方は径90cm、 深さ14cmの緩やかな傾斜を持つ。炉の形態は石囲い炉 と思われ、石囲い

に用いられたと思われる河原礫を数イ固遺存していた。尚、炉址内には焼上の堆積は見られなかっ

た。

遺物の 出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。

住居址の形態等より考え縄文中期の住居l■であると思われる。

遺構外 出土遺物 (第 13～ 17図 )

縄文時代の遺物は遺構に伴なわないものが割合多く、石器類等はそのほとんどが遺構外からの

ものである。

土器 (第 13図 )

土器は全て破片で、中期～後期までのもので中期後半のものと後期初頭のものが主体を占める。

細片が主体でイ固々 の資料に於いて細かな型式認定は難しい。

第 I群 (1～12)中期の上器である。遺構外より出上した土器の約70%を 占める。

第 1類 ペン先状工具や箆状工具を施文具 とした連続刺突文を特徴 とするものである。日縁

部が内彎するもの(1)がある。これらの特徴より新道式に相当しよう。 (1・ 2)

@ ⊆≫   q

s ⑨θ
蔦 沙
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ガⅣ 圧

10。 m蠅翻劉
第13図  遺構外出土土器 (%)
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第 2類 地文にLRま たはRLの縄文を施文 し沈線が垂下するもので、沈線区画内の縄文を

磨 り消すもの (3・ 4)と 、そうでないもの(51に 分けられる。特徴等より加曽利E系に

相当しよう。(3～ 5)

第 3類 地文を条線状の沈線で埋め低い隆帯が渦巻き状で配され、隆帯脇はなぞりが入るも

の。 (6。 7)

第 4類 地文に箆状工具による「′ヽ」字状の沈線を施文するものである。垂下する沈線によ

り区画される。 (8～ 11)

第 5類 地文に櫛状工具による斜状の沈線を施文するもので、垂下する低い隆帯で区画され

る。 (12)

第 3類から第 5類 まではその特徴等より曽利系の上器に相当する。

第 H群 (13～19)後期の上器である。出土量は中期のものよりも少量である。

第 1類 地文にRL、 LRの縄文 を施文 して沈線で曲線的構図を描 くもので磨 り消 し縄文手

法を用いる。 (13～ 17)

第 2類 地文はな く沈線により曲線的構図を描 くものである。 (18・ 19)

第 1類 。第 2類はその特徴等より称名寺式に相当しよう。

第 3類 地文 を縄文 とし、 2～ 3条の沈線文 を加えるものである。特徴等より堀之内 I式に

相当しよう。

以上縄文時代の上器について述べてきたが、これらの出上分布 を見た場合、中期の土器片は調

査区東側範囲の割合広い範囲より出上 している。 これに対 し後期初頭の土器は調査区東側範囲で

もグリッドB-1～ 13、 C-1～ 13よ り集中して出土する傾向を示す。

石 器 (第 14～ 17図 )

本遺跡より出土 した石器の内石臼・砥石・横刃型石器 を除き全てが縄文時代のもので、打製石

斧、凹石がその主体 をなす。

打製石斧(第 14図 )遺構外より出土 した打製石斧は13ッミである。出土地′ミは拡散 しているが、特

に分布 を見た場合調査区東側の範囲より出土 している傾向を示す。

打製石斧は完形品が少な く形態分類は難 しい。従来通 りの分類に従 うと短冊形、撥形のものが

存在 した。

側縁部観、刃部観より分類すると、側縁部がほぼ平行状になる短冊形に近いものが 3点、側縁

部が「ハ」字形に広がる撥形に近いものが 6点、不明のものが 4点 である。刃部形は刃部肩部が

九味をもち外彎するものが主体であるが、 6の ように刃部が斜状を呈するものもある。側縁が鸞

曲をなす ものは 4のみで背の部分を礫面の彎曲した面を用いている。11は再加工の痕跡を残すも

ので基部を欠損後折れた面を打面 として加工 を加えている。
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磨製石斧 (第 15図 )磨 製石斧の大半は遺構外

より出上 した。全て定角式のものである。 2は

基部 を欠損 し刃部 も刃こぼれが著 しい。 3は両

端を刃部 としているもので断面形が楔形 を呈す

る。両刃部には細かな刃こぼれが見 られる。側

面には縦に擦痕が見 られる。

凹石 (第 16～ 17図 )凹 石 は 8′点出上 し全て遺

構外よりの出上である。全て両面に凹部分を有

しているものである。素材は安山岩の断面形が

楕円形を呈するもので、平面形は楕円形または

長楕円形を呈するものを用いる。凹味部は断面

がU字形を呈するものとアバタ状の敲打痕 を有

するものがある。

ｍ

脚

Ｎ

脚

Ｍ

げ

一

ф
第15図 遺構外出土石器(21(%)

第16図 遺構外出土石器131(%)
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図
号

挿
番

No 出土区 種 別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 考備

第14図

第15図

第16図

第17図

第48図

第119図

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

１

２

３

４

５

HG-1

表  採

IH-32

1G-8

1C-18

1G-69

HD-7

1B-23

HE-7

1J-3

表  採

IF-38

1D-23

1D-13

1K-1

1G-8

lH-31

1F-71

HD-21

1E-70

1G-40

HE-13

1H-3

1H-1

1H-3

1H-5

1D-46

1E-69

1G-40

1F-70

石

白

石

凹

石

砥

打製石斧

磨製石斧

横刀形石器

(8,2)

(7.8)

(7.6)

12.3

■ .4

(10,3)

(8.3)

(8.3)

(5,4)

(11.5)

(10.2)

(4,1)

5,3

(5。 1)

5。 1

7.3

16.0

12.1

10.5

13.5

9。 3

11.3

9.8

5.0

(4.9)

12.1

(21.2)

10.1

(6.1)

(4.1)

(8.6)

(7.2)

(5.5)

5.7

4.5

4.7

6.1

(4.7)

(5.0)

8.8

(5.5)

(6.6)

3.3

3.2

1.5

6.4

5.9

10.9

7.1

9.5

8.7

6.3

7.1

3.9

4.0

10.4

(10.0)

3.3

3.1

3.5

(3.0)

(2.3

(1.5)

1.6

2.1

(1.0)

(1.3)

(1.5)

(1.5)

(3.2)

(1.6)

(1.0)

0.8

1,0

0.5

5。 1

4.6

5.0

3.9

5,3

5,9

3.8

4.5

0.4

0.6

6.5

(9,3)

2,7

1,1

1.1

( 330)

( 273)

( 102)

163

136

(  73)

(    93)

(    80)

(    68)

(   548)

(   121)

(    45)

32

(  33)

8

210

678

786

395

803

683

458

386

16

(  22)

1,046

(1,843)

138

(  40)

(    26)

結晶片岩

粘板岩

結晶片岩

結晶片岩

粘板岩

粘板岩

結晶片岩

玄武岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

チャート

緑色片岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

粘板岩

粘板岩

安山岩

多孔質安山岩

凝灰岩

粘板岩

凝灰岩

基部欠損

刃部欠損

基部刃部欠損

基部欠損

基部欠損

基部・刃部欠損

基部・刃部欠損

基部欠損

基部欠損

刃部のみ

基部欠損

磨痕を有する

両端欠損

上臼/

両端欠損・裏面剣落

両端欠損

遺構外出土石器一覧表 〔単位cmぉ ょび g、 ( )内 は現在値〕
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は調査全域より竪穴住居址12軒が検出された。全て後期に属するものと思われ

る。この他に壷棺 と思われるものを伴なう土獲が 1基検出された。

第 4号住居址 (第 18図 、図版15)

検 出状 況  第 3号住居址を精査するに伴ない確認された住居址である。掘 り込みはしっか り

しており容易にプランは検出された。住唇址内に掘立柱建築l■が重複している。なお、住居址南

西側は暗渠により攪乱されている。覆土はほぼ黒褐色上の単一層 (第 1・ 3層 )で、壁際にローム

粒子を含む黄褐色土 (第 4層 )があった。

遺構 の構造  本址は長軸9。 6X短軸4.9mの長楕円形プランの大型の住居址である。主軸方向

はN31° Wを 向 く。残存壁高は24～ 30cmであり、西側壁は地山礫層に掘 り込んでいる。主柱穴はPl

～P4の 4本柱である。主柱穴の深さは、Plは 38cm、 P2は 35cm、 P3は40cm、 P4は 52cmである。この

他にも住居址中央部に深さが 6 cm～ 13cmの ピットが数イ固見られる。また、北壁側を中心に径 8 cm

位の斜孔が数イ固見られる。床はほぼ水平で堅緻である。西側は地山礫面を床にする。炉址は主軸

線上北側F2と 南側Flの 2ヶ 所にある。両者共床面を8～ 10cm掘 り窪めた地床炉で、焼上が 2 cm程

度堆積 していた。F2の掘 り方脇にはL字状に石が置いてあった。

遺物の 出土状態 出土遺物は少なく、住居址南側を中ッふとした覆土中より若千の土器片が出

土した。

出土遺物 (第 19図 )

遺物の出土量は非常に少なく図示した2点の他に破片が28点 あるだけである。器形の判 り得る

ものは図示 したものだけで壺・甕の器種がある。

1は 口縁部が屈曲し、有段口縁をもつもので、口縁段部には7条の波状文が施される。頸部以

下には7条の波状文が4帯みられる。整形は頸部上半が斜状ハケ整形で、内面は横位 と斜状のハ

ケ整形が一部にみられる。胎土内には砂粒を含む。日径23.5cm、 現在高1lcm。 2は 口縁部と体部

が張るもので最大径が体部にある。頸部から休部上半にかけて 5条の波状文が 3帯施される。整

形は口縁部付近に軽い斜状のハケ整形が、内面は口縁部が横ナデ、内部が横研磨されている。焼

成は良好で混入物の少ない胎上である。口径8.5cm、 現在高Hcm。 3～ 12は 小片で器形文様構成等

についての詳細は不明の点が分い。 3～ 5は甕形土器の口縁部で波状文が口縁部一帯に施されて

いる。6・ 7は 口唇部に刻目を持つもので、日縁部より2帯の波状文、その下に 7条の簾状文を 1

帯胞文 し、以下波状文を施文するものである。 8は 口唇部を折 り返し有段口縁 とするもので、ハ

ケ状工具による亥1目 が口縁部に施される。 9～ 12は 簾状文 と波状文の施されているものである。
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第19図  第4号住居址出土土器 (%)

第 8号住 居 址 (第 20図、図塀15)

検出状況 本址は7号住居の精査に伴ない重複した形で検出された住居址である。北壁側は

7号住居址により切られ、約%ほ どが用地外のため、その東側%ほ どを調査したに過ぎない。

遺構の構造 本址は調査された部分が少なくその規模等については不明である。プランにつ

いては南西側コーナーより隅丸方形に近い形を呈するものではないかと推定される。残存壁高は

8 cmと 残い。周濤 と思われる不規則な濤がほぼ全周する形で見られる。床は住居址西側を中心に

堅緻な面が見られ、ほぼ水平に構築されている。炉址は埋甕炉で、床面を大きさ82×62cmの 楕円

形に掘 り北西側に胴部のみの甕 (第 21図 )を埋設し、周囲を黄褐色土 (第 3層 )で埋め南東側に4個

の礫を置 く。内部には焼土粒子を含む暗褐色土 (第 1層 )が充満し下部には厚さ3 cmの焼上が堆積

する。焼上の上には12cm大 の扁平な礫が置かれていた。

遺物の 出土状況 遺物は少なく埋甕炉を中心とした覆土内より上器片が若千出上した。

-26-



1.耕作土層
la.耕作土層(色調がくすむ)

2水田床土層
3.黒褐色土層
4.水 田床土層 (1日 水田)

5,黒褐色土層
6赤褐色土層(鉄分を含む)

7黄褐色土層 第20図 第8号住居址 (%)

第21図  第8号住居址出土土器 (%)
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出土遺 物 (第 21図 )

図示 した埋甕炉に使用されていた甕の他に破片が 8点 あるだけである。

1は甕の頸部より胴部上半までのもので、体部が張るものである。頸部 より休部上半にかけて

7条の波状文が 5帯みられる。器面整形はハケ整形の後、斜状にヘラ磨 きを施す。内面 も同様で

斜状のハケ整形の後、頸部は横位に体部は斜状に研磨 を施す。胎土は混入物の少ないもので焼成

も良好である。現在高 8 cm。 2・ 3は T宇状文が施されるもので、 2は 口唇部に波状文 を施文する。

4・ 5は簾状文 と波状文の施 されているものである。

第12号住 居址 (第 22図 、図版16)

検 出状況 本址は11号住居址精査に伴ない確認された住居址である。北側を11号住居址に切

られ、西恨」コーナー部が掘立柱建築址と重複するために、南 。東コーナー部等からプランは推定

した。覆土は 2層 に分かれ、上部に黒色土 (第 1層 )が堆積し、床面上にローム粒子を含む暗褐色

土 (第 2層 )が、壁際には責褐色土 (第 3層 )が堆積 していた。

遺構 の構造  本址は長軸7.6m× 短軸5。 6mの長楕円形プランの住居址である。主軸方向はN

29°Eを 向 く。壁は褐色土中より掘 り込まれていたと思われ、西 。南側は余 り掘 り方もしっか りし

ておらず不明確である。また、北西側は11号住居址の切 り合い等より確認できなかった。残存壁

高は割合掘 り方のしっか りしている東恨1に おいて10Cmほ どで、若千の傾斜をもち立ち上がる。周

滞は深さ4 cmほ どと浅 く南恨」コーナー付近に若千見られるだけである。主柱穴はPl～P4の 4本柱

である。主柱穴の深さはPIは 32cm、 P2は 56cm、 P3は 34cm、 P4は44cmで、しっか り作られている。

壁面に斜孔等は見られない。床は住居l■東側が堅緻で、他の部分は若千軟弱である。西側床面を

中心に、床上 4～ 10cmに礫が数十個散在し西側に緩やかに傾斜する形で構築されている。炉上の

位置していたと思われる部分は11号住唇址により切 られているため検出できなかった。

遺物の 出土状況 出土遺物は少なく、住居址中央部を中′心とした覆土中より若千の上器片が

出土 した。

第23図  第12号住居址出土土器 (%)

施 されている。整形は器面が横位 と斜状のハケ整形で、

現在高8.5cm。

出土遺物 (第 23図 )

図示 したものの他に細片が 5点

出上しただけである。

1は 口縁部が広 く開く甕形を呈

するもので最大径が口縁部にある

と思われる。頸部から体部上半に

かけて 5条の波状文が2帯みられ、

その下に5条の斜走短線文が 3帯

＼

―

サ

ー

ー

ー

、

＼

―-29-―

内面は横位のヘラ磨 きが施されている。
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第 15号住 層 l■ (第 24図 )

検 出状況 本址は14号住居址と重複関係を持つ住居址である。掘り込みはしっかりしており

容易にプランは検出されたが、東壁側14号住居址に切られ、住居址の約%が用地外にあるため、

南 。東コーナー部より大略プランを推定し得た。覆土はローム粒を含む明黒色上で30～40cmほ ど

の礫を含む。

遺構の構造  本址は約%が用地外にあるため、その規模は不明である。プランは南・東コー

ナー部より長楕円を呈するものと推定できる。残存壁高は23cmほ どであり、南側壁は地山礫層を

掘り込んでいる。床は全面堅緻でほぼ水平に構築されている。西側は地山礫層面を直接床として

いる。

遺物の出土状態 出土遺物は少なく覆土中より若干の上器片が出土した。

出土遺物 (第 25。 26図 )

本址より出上した遺物は土器片 6′ミ(横刃形石器 1点 だけである。

磐 饉 攀 朝

)4

1 0Cm

第25図 第15号住居址出土土器 (%)

1・ 2は 口縁郡以下に波状文を施すもので、波状文の波形が小さい。 3は 口縁部以下に波状文を

施すもので口唇部に櫛状工具による刻目をもつ。波状文の波形は小さい。 4は 口縁部下に櫛描平

行線を地文するもので口唇部に刻目をもつ。

1 0Cm

石器 (第 26図)横 刃形石器は硬砂岩製で横長の制

片を素材としている。刃部は外彎しており割合丹念な

調整が施されている。背部の一部に自然面を残してお

り手J離は雑である。断面形は三角形に近い形を呈する。

現在長5,Ocm、 幅10。 lCm、 最大厚0.8cm、 重量66gで あ

る。

第26図 第15号住居址出土石器 (%)

第16号住居址 (第 27図、図版16)

検出状況 本l■ は試掘の際にその存在が明らかになった。掘り込みはしっかりしており容易

にプランは検出された。なお、住居l■南側壁は用地外のため、その%ほ どを調査したことになる。

覆土は 2層に分かれ上部に炭化物を含む黒色土 (第 1層 )が堆積 し、床面上にローム粒子を含む黒

褐色土 (第 3層 )があった。
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第27図  第16号住居址 (%)

遺構 の構造  本址は長軸6.5× 短軸4.8mの隅丸長方形プランの住居址である。なお、各コー

ナーは丸味を帯びている。主軸方向はN51° Eを 向く。残存壁高は東・西壁が20cmでほぼ直に立ち

上がる。南・北壁は16cmと 若千浅 く、緩やかな傾斜をもち立ち上がる。主柱穴はPュ ～P3で他の 1
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第28図  第16号住居址出土土器 (%)

本は用地外に位置するものと思われ 4本柱である。主柱穴の深さはPIで37cm、 P2は 36cm、 P3は 31

Cmである。この他にも深さ14～ 36cmま でのピットが数イ固見られる。 また、床面には住居址中央部

を囲むように、径 6～ 16cm、 深さ18cmほ どの小 さなピットが数 多く存在する。特に北壁恨1を 中心

として散在 している。床は全体的に堅緻でほぼ水平に構築 され、住居址中央部やや西寄 り床上 6～

12cmに 、大きさ20cmほ どの礫が数十個散在 していた。炉址は

主軸線上東壁寄 りに位置する。床面を大 きさ72× 50cm、 深さ

6 cmの 楕円形に掘 り窪めた地床炉で、焼上が 3 cmほ ど堆積 し

ていた◎

遺物の出土状態 遺物は土器片が覆土中より出土した。

特に住居址北側を中′と、|こ 出上している。

出土遺物 (第 28・ 29図 )

本址より出土した遺物は図示した土器の他に破片Hフ点、磨

石 1点 とその出土量は少ない。

1は 口縁部が直線的に開き頸部で大 きくくびれ、体部が張

る甕形のものである。口縁部から体部にかけて 9条の波状文

が 5帯施 される。この波状文は波形の小 さいものによる帯 と、

波形が大 きいものによる帯が交互に施文されている。口唇部

に刻 目が施される。整形は内面が横位のヘラ磨 きが施 される。

日径17.lcm、 現在高7.4cm。第29図  第16号住居址出土石器 (%)

-33-



2は ほぼ直に立上がる頸部である。施文は上部に13条の簾状文を一帯有 している。器面整形は

頸部上半が縦方向のハケ整形、下部が縦方向のヘラ磨 きとなっている。内面整形は上半にハケ整

形の後、横方向のヘラ磨 きが行なわれている。現在高6.2cm。

3・ 4は 口縁部以下に波状文 を施 し、口唇部に刻目を持つもので、口唇部の刻目はヘラ状工具に

よるものと思われる。 5～ 7は波状文 を施文するもので細片のため詳細については不明である。

8は 簾状文 と波状文が施文されているものである。

石 器 (第 29図 )磨石は直方体を呈する安山岩 を素材 とし、平坦な自然面の一部に磨痕が見られ

るものである。磨痕の見 られる箇所には維方向に細かな線条痕が見られる。現在長12.7cm、 幅9.4

cm、 最大厚5.9Cm、 重量1,267gで ある。

第19号住呂址 (第 30図 、図版17)

検 出状 況 本址は18号住居址を精査中にその存在が明らかとなった住居址である。住居址の%

ほどが用地外のため、その北側%ほ どを調査したことになる。覆土は2層 に分けられ、上部に粘

性のある炭化物を含む黒色土 (第 1層 )、 床上にローム粒子を含む褐色土 (第 2層 )、 東壁際には黄

褐色 (第 3層 )の 堆積が見られる。

遺構 の構造  本址は%ほ どが用地外のため規模等については不明であるが、北コーナー部・

東・西壁より隅九長方形プランを呈する住居址であると思われる。主軸方向はN57° Eを 向く。掘

り込みは16号住居の覆土内よりで、残存壁高は18cmと しっかりしたものである。南西壁恨1は褐色

土中より掘 り込まれていたと思われ、立ち上が り等は確認できなかった。主柱穴と思われるもの

は検出できなかったが、西壁を中心に径 8 cmほ どの斜孔が見られた。床は全体的に堅緻でほぼ水

平に構築されている。炉址は埋甕炉で住居l■東壁寄 りに位置する。土器は径30cmほ どの不整円形

をなす掘 り方の、ほぼ中央部に埋設されている。

遺物の 出土状態 遺物は土器片を中心に覆土中より出土した。

出土遺物 (第 31図 )

本l■ より出土した遺物は図示したものの他に土器片48′ミが出上している。土器片は接合するも

のが少なく器形のわかり得るものはない。

1～ 3は 8、 9条の斜走短線文が数帯施文されるものである。器形はすべて口縁が開く甕形を

呈するものと思われる。 1に は粗状圧痕が見られる。 4・ 5も 7条の斜走短線文が施文されるも

ので、口唇部にヘラ状工具による刻目が施される。 6は上部に波状文を施 し7条の斜走短線文を

加えるものである。 7は上部に 9条の簾状文を施文 し、 9条の矢羽根状条線が施されている。 8

は頸部に8条の簾状文が一帯施文され弧状短線文、斜走短線文が施文される。 9は 口縁部に8条

の弧状短線文が 2帯以上施文されるものである。10は頸部にT字状文が施文されるものである。

11～16は波状文を施文するもので波形に多くのバ リエーションが見られる。17・ 18は 底部で焼成

の良いものである。整形は縦方向のヘラ磨 きが施されている。19は 高lThで内外両面に赤色塗彩さ

-34-
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第31図 第19号住居址出土土器 (%)

れている。脚部 との接合部分は横位のヘラナデが行なわれている。

第23号住居址 (第 32図 、図版17)

検 出状 況  本llLは B-47グ リッドを中心に黒色の落ち込みが確認されその存在が明らかとなっ

た。本址は暗黒褐色土より掘 り込まれ、覆土との識別が困難でプランの確認がむずかしく、住居

址の床範囲より壁立ち上がりを確認した。覆土は炭化物を含む黒色土 (第 5層 )の単一層で、南壁

際にローム粒子を含む黒色土 (第 6層 )が堆積 していた。なお、第 5層 中には 5～ 20mmほ どの礫が

多量に入っている。

遺構 の構造  本址は北側%ほ どが用地外のため規模等については不明である。プランは南コ

ーナー部等より楕円形を呈するものと思われる。壁は地山礫層内に掘 り込んでいるために若干不
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2.鉄分沈澱層(水田床土)

2a鉄分沈澱層(水田床土)

3.黒褐色土層

4.暗黒褐色土層

5.黒色土層(木炭片を含む)

6.褐色土層

第32図 第23号住居址 (%)

規則であるが、残存壁高は22cmほ どとしっかりしている。床は地山礫層面にロームを硬 く貼り形

成しており、全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。

遺物の出土状態 遺物は覆土内より上器片が若干出土しただけである。

出土遺物 (第 33図 )

3  0

本址より出土した遺物は非常に少なく、

土器片が4点出土しているだけである。す

べて接合関係は見られず器形のわかり得る

ものはなかった。

1・ 2は 口縁部に波状文を施すもので口

唇部に刻目を持つ。 3は 回縁部に波状文を

施すもので口唇部には刻目を持たない。

第33図 第23号住居址出土土器 (%)
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第34図 第24号住居址 (%)

第24号住居址 (第 34図、図版18)

検 出状況 本址は試掘の際にその存在が明らかになった住居址である。%ほ どを濤状集石遺構

によって切られるために、北コーナー部等からプランは推定した。覆土はローム粒を含む黒褐色

土 (第 1層 )の単一層である。

遺構 の構造  本址は南側%ほ どを濤状集石遺構によって切られるために、プランは北コーナ

ー部等から推定すると、短軸力望.6mの長楕円形を呈するものと思われる。主軸はN34° Eを 向 く。

壁は確認面が低 く西壁イ員1は掘 り方もしっか りしておらず不明確である。また、北佃1コ ーナー付近

は地山礫層内に掘 り込んでいるため立ち上が りは検出できなかつた。残存壁高は東壁側で12cmほ

どで傾斜を持ち立ち上がる。柱穴はPl～ P4が検出されP2～P4が主柱穴に関わるものかと思われる
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が配列に規則性が見られず、若子の凹凸がある。住居址中央やや東寄りに堅緻な部分が見られる。

炉l■はほぼ主軸線上に位置する。床面を大きさ52× 34cm、 深さ14cmの不整円形に掘り窪めた地床

炉であり、炉内に別個体の上器片4枚 を平らに敷いた形で遺存した。なお、焼上の堆積は見られ

なかった。

遺物の出土状態 出土遺物は少なく住居址北寄りの床上より甑が出上している。他は覆土中

より若子の上器片が出土した。

出土遺物 (第 35図 )

1 0Cm

第35図  第24号住居址出土土器 (%)

本址から出土 した遺物は図示 したものと土器片が 3点である。

1は甑で体部下半が直に立ち上が り体部中程で折れ直線的に開 く器形である。底部中央には0.8

Cmの穿孔がある。整形は口縁部が横ナデ整形、体部は縦方向のハケ整形による。内部は斜状のハ

ケ整形が見られる。 また粗状圧痕がある。焼成は余 り良 くなく軟質である。

2～ 4は頸部より体部上半にかけて不規則な波状文 を有するものである。

第25号住 居 址 (第 36図 )

検出状況 本址はE-52グ リッドを中心に黒褐色土の落ち込みが確認され住居l■の存在が明

らかとなった。住居址の%ほ どは開田の際に攪乱され、床面や壁については判然としなかった。

覆土は2層に大別でき、上部に若干の炭化物を含む黒褐色土 (第 1層 )、 床上面にローム粒を含む

褐色土 (第 2層 )が堆積していた。

遣 構 の構 造  本址は南 。西側が開田の際に攪乱され、北 。東壁が遺存するだけであるが、遺

存する壁等より考えて長楕円形に近い隅丸長方形 を呈するプランと推定される。主軸はN48° Eを

向 く。残存壁高は14cmほ どで緩やかな傾斜 をもち立ち上がっている。床面は直接地山礫面を床 と

しているため、地山礫が突出している。炉址は主軸線上東壁寄 りに位置する。床 を大 きさ66cm、

深 さ15cmに掘 り地床炉 としている。西側の掘 り方は緩やかで、背部にL字状に石 を置いている。

内部に堆上の堆積は見 られなかった。なお、炉 l■上に60cmほ どの礫が遺存 した。

遺物の出土状態 出土遺物は少なく、炉l■ を中心とした覆土内より若千の土器片が出土した。
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第36図 第25号住居址 (%)

出土遺物 (第 37図 )

本址は住居址の影ほどを攪乱されているために遺

物の出土量は非常に少なく土器片が4点出土しただ

けである。そのうち施文が見られたものは2点だけ

であった。
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1.耕作土層

2.水 田床土層(鉄分沈澱)

3.黒色土層(炭化物を含む)

4.黒褐色土層

5.黄褐色土層

第38図 第26号住居址 (%)
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1は 7条の波状文を施文 したものである。文様構成等については不明である。 2は折返し口縁

を持つもので口縁部に波状文を1帯施文する。

第26号住 居址 (第 38図 、図版18)

検 出状 況  本 l■ は試掘によりその存在が明らかとなった住居址である。住居址の%ほ どは用

地外で、南コーナー部等のあり方よリプランを確認できた。覆土は炭化物を含む黒色土 (第 3層 )

の単一層で内部に大小の礫を含む。壁際には責褐色土 (第 5層 )が堆積する。

遺構 の構造  本址は北側の霧ほどが用地外のため規模等については不明である。南コーナー

部、東壁等より推定すると、隅丸長方形を呈する住居l■ と考えられる。主軸方向は東壁等より推

筵く

祇2
|

姶 F4虻課(5¨♂6

‰ ガ8

錢

彊
15          16

第39図  第26号住居址出土土器 (%)
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察すると、N47° Eを 向 くものになる。壁は黒褐色土 (第 4層 )内 より掘 り込まれている。東壁側は

残存壁高18cmと しっか りしてお り、ほぼ直に立ち上がる。柱穴はPl～ P4が検出され、深 さは 9 Cm

前後 と浅い。Plは 南コーナー部に位置すること等より隅柱 と考えられる。床は住居址東北付近を

中心に堅緻で、西側になるにつれて軟弱 となる。全体的に西側に緩やかに傾斜する形で床面は構

築 されている。床上には数十イ固の人頭大より拳大の礫が住唇址中央部 よ り西側にかけて散在す

る。

遺物の 出土状態 遺物は住居址中央部を中心に覆土内より土器片が出土した。

出土遺物 (第 39図 )

本址は住居址の%を調査 したに過ぎないため、出上した遺物も土器片が32′くと少ない。器形の

わか り得るものはないが、大半が甕に関わるものが主体のようである。

1～ 3は 同一個体の破片と思われるもので、ハケ整形の後13条の斜走短線文や弧状短線文を施

文するものである。 4～ 6は簾状文を有するもので4・ 5に は7条の簾状文で 2帯施文されてい

る。 7・ 8は波状文 と簾状文が施文されるものである。9は折返し口縁を有するもので内部口縁、

口唇部に波状文が施文される。10～ 18は 口縁部から体部上半に波状文を施文するものである。波

状文は波形の小さいものが主体である。18は 口唇部に刻目を持つものである。

第 36号住 居 址 (II区 7号住居址)(第 40図 、図版19)

検 出状況  本址は30号住居l■ を精査するに伴ないその存在が明らかとなった住居址である。

住居址の/ほ どは30号住居上により切 られ、南コーナー部覆土上に滞状集石遺構が重複している。

覆土は 2層 に大別され上部にローム粒を含む明褐色土 (第 2層 )、 東壁際には責褐色土 (第 3層 )が

堆積していた。

遺構 の構造  本址は長軸7.lm×短軸5。 7mの コーナー部に丸味を持つ隅丸長方形プランの大

型の住唇址である。主軸方向はN45° Eを 向 く。壁の掘 り方はしっか りしており、残存壁高は25cm

で、東壁側は地山礫層内に掘 り込んでいる。主柱穴はPl～P4の 4本柱である。主柱穴の深さはPl

は58cm、 P2は43cm、 P3は 26cm、 P4は 24cmでぁる。この他にも住居l■ほぼ中央部に深さが11～ 12cm

のピットが数イ回見られる。床はほぼ水平で堅緻である。東壁側は地山礫面を床 とする。炉址は主

軸線上に位置していたと思われるが、30号住居址に切 られるために遺存 していなかった。

遺物の 出土状態 出土遺物は住居址東コーナー部付近の覆土内に集中し、床上より高lTh脚 部

(第 41図 4)が出土した。また、西コーナー部付近に蓋状土器 (第41図 2)が出上した。

出土遺物 (第 41図 )

本址より出土した遺物は図示したものの他に土器片が13点である。

1は 口縁部が大きく開き口唇部が折 り返される器形 をなす。施文は 9条の波状文が口唇部に

1帯、内面口縁部に 1帯施文され、3個一組のボタン状貼付文を4単位口縁部に貼 り付けるもの

である。整形は良 く器面が維方向のハケ整形、内面が横方向のヘラ磨きによる。口径39。 5cm、 現
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第41図 第36号住居址出土土器(1は %、 2～ 9は %)

在高4。 7cm。

2は 口縁部が広 く張 り天丼部が 4 cmほ どの円で平 らになる蓋形を呈するものである。器面は縦

方向、内面は横方向のヘラ磨 きにより整形 される。器高56cm、 口径 18cm。

3は休部下半に九味を持ち口縁部 までほぼ直に立ち上がる頸部のくびれのない甕形土器である。

口唇部は粘土を横ナデ し若千厚みを帯びる。器形には全体的に歪みが見 られる。整形は器面が縦

方向、内面が横方向のヘラ磨 きである。器面は二次焼成を受けたためか千」落が著 しい。口縁部付

近にスス状炭化物の付着が見られる。口径 13cm、 器高14.5cm。

4は脚部がハ宇状になる高不の脚部である。器面は赤色塗彩され縦方向のヘラ磨 きが施される。

内面は横方向のハケ整形による。

5～ 9は甕 または壺の破片 と思われるものである。 5は 頸部簾状文 を施文するもので、 6は簾

状文下に波状文 を施文する。 7・ 8は 波状文 を有するものでその波形は小 さい。 7は 波状文に垂

下する形で平行沈線が施文 されている。 9はハケ整形の後体部上半にヘラ描 きによる鋸歯文を施

文 し、その中を斜状のヘラ描 き沈線で埋めるものである。
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第42図 第37号住居址 (%)

第 37号住 居 址 (II区 8号住居l■ )(第42図 、図版19)

検 出状況  本址はH ttF-102グ リッド付近において濤状集石遺構を精査中にその存在が明ら

かとなった住居址である。本址

は耕作等により攪乱され%ほ ど

が遺存していたに過ぎない。

遺構 の構造  本址は攪乱等

により/ほ どが遺存していたに

過ぎず、規模等については不明

である。住居址プランは南コー

ナー部より推定すると隅丸方形

のプランを呈するものと思われ

る。壁の掘 り方はしっかりして

おり、残存壁高は23cmほ どで若

千の傾斜を持ち立ち上がる。床

は堅緻で南側に若干傾斜する形

で構築されている。

遺物の 出土状態 遺物は東

1 0cm   
壁寄 り覆土内より出土した。ま

第43図 第37号住居址出土土器 (%)

た、床上 よりは甕形土器 (第43

図)が倒れた形で遺存 していた。

―-46-―



なお、土器の遺存 していた所に、径 14cm、 深 さ1lcmの ビットがあり、その部分に直立 していたも

のか とも考えられる。

出土遺物 (第43図 )

本址より出上した遺物は土器で 1点である。

形態は底部が若千張る形で、体部上半に最大径 を持ち肩部の張った感 じの甕形土器である。施

文は口縁部を中心に 9条の波状文が4帯施文されており、口唇部にも波状文が 1帯施文されてい

る。波状文の波形は全体的に不規員Jである。体部の整形はナデ整形 した後ハケ整形を加えている。

内面は横方向のヘラ磨 きが施される。

1.褐色土層(ロ ーム粒子を含む)

2.黒褐色土層

3.黒色土層(粘性がある)

2m

:             I

第44図 壷棺 (土装2)(所 )

珪謝盲 (土渡 2)(第 44・ 45図 、図版20)

検 出状 況  本址はI ttC-1グ リッドより検出されたもので、検出状態等より当初土墳内に直

立する形で土器が埋設されているものと予測されたが、土羨内覆上の除去により上渡内部に横位

に埋設されていると認定できた。なお、東側は攪乱により上墳の立上が りは確認できなかった。

覆土は土羨内にはローム粒子を割合大目に含む褐色上 (第 1層 )が堆積 しており人為的に埋めた

土だと思われる。土器内は2層に分けられた。上部にローム粒子を若干含む黒褐色土 (第 2層 )、

下部に2層 と比較してローム粒子の混入の少ない粘性のある黒色土 (第 3層 )が堆積する。これら

の土層はその状態等より自然流入した可能性が強 く、土器埋設当初土器内は空洞であったと考え

鶏
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られる。なお、土層内より骨片等の確認はできなかった。

遺構の構造  本址は1.lm× 0.8mの不整楕円形を呈する土装内ほぼ中央に現在高51.8cm、 最

大径46.7cm、 底径17.2cmの 壷形の上器を埋設している。上器は横位に埋設され頸部より口縁部に

かけては遺存していない。遺存する胴部上半がほぼ平坦に壊れている事等より考えると、頸部・

口縁部を取 り壊 して胴部のみを棺 として使用したものと考えられる。底部ほぼ中央部には内外よ

り穿孔 したと思われる直径3.5cmの 孔が見られる。

第45図 壷棺 (%)

棺 として利用した壺は胎土内

に若干の石英粒等を含む割合焼

成の良いもので、整形は器面は

斜状、縦位の箆磨 き、胴部上半

は刷毛ナデが施される。内面は

整形が施 されておらず凹凸があ

る。胴部には籠の網 目跡が見ら

れる。 このような器形 を持ち胴

部に籠の網 目跡の見られるもの

は岡谷市橋原遺跡より出土 して

いる。

このような土竣内に壷を埋設

する所謂壺棺の例は諏訪地区に

於いては初めてのものであり、

類例 を求めた場合千曲川水系の

佐久市周防畑 B遺跡、長野市屋

地遺跡より発見されている。な

周防畑 B遺跡の場合は合口甕棺、屋地遺跡の場合は甕棺の形態を持つ。

(1)岡 谷市教育委員会 1981「橋原遺跡」

0佐 久市教育委員会 1982「周防畑B遺跡」

⑤ 日本窯業史研究所 1976「岡地遺跡」

遺構 外 出土遺物 (第46～48図 )

弥生時代の遺物で遺構外より出土したものは非常に少ない。

土器 (第 46図 )

土器は全て細片で器形の復元できうるものは少ない。全て後期に属するものと思われる。

第 I群土器 (1～ 14)後期に属するもので施文工具は櫛状工具によるものである。

第 1類 口縁・頸部・体部上半に波状文を施文するものである。波状文の波形が乱れ不規則

なものが主体である。なお器形は甕形土器のものが多いように推測できる。(1～ 7)

お
　
註
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第46図 遺構外出土土器 (1～ 12・ 14は%・ 13は%)

第2類 波状文と簾状文を施文するもので、簾状文は頸部付近に施文されている例が多い。

(8～ 10)

第 3類 櫛状工具による平行条線が施文されるもので、頸部付近に施文 されている。 (11・

12)

13・ 14に ついては施文が見られず施文分類に従わず説明を加える。13は I tt E-25グ リッドよ

り出上 したものである。器形は休部が強 く張るもので頸部が くびれるものである。頸部に縦方向

の箆磨 きが見られる。14は 高年で不部が直線的に開き口縁部が若千外反するものである。不部内

面、写・脚部器面に赤色彩色されてお り維方向に研磨 される。

土製 品 (第47図 )

紡錘車 2点遺構外より出土した。両者共に約%を欠損しているが形状の大略については残存
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第47図 遺構外出土土製品 (%)

央部 より若千外れた箇所に穿たれ、

りが残る。

に IⅧ Iに

しているものより推定でき得る。 1は直径3.6cm、

孔径0。 7cmの もので平面形は円形を呈する。表面は平

滑に整形されるが裏面は整形の際の指圧痕が残 り凹

凸がある。側面は斜状になり、断面は彎曲した形の

台形をなす。裏面縁辺に若千の粘土の盛 り上 りが残

る。孔はほぼ中央に穿たれる。 2は 1に比べ不整形

なもので直径3.lcm、 孔径0,7cmの もので縁辺の一箇

所が突出した不整形な円形を呈する。整形は指頭に

より行なわれ裏面にはその際の凹凸が残る。孔は中

裏から表に孔を穿ったものと思われ孔周囲には粘上の盛 り上

崇 2

10 Cm

石器 (第48図 )

石器は横刃形石器が 2点出上しているだ

けである。 これらは遺構に伴わないため

に所属時期については不明であるが、縄文

時代の横刃形石器に比較 しその形状等が異

なるために弥生時代のものとして取 り扱っ

た。第48図 遺構外出土石器 (%)

横刃形石器  1、 2共に粘板岩製の板状の黒」片を素材としている。平面形は長方形を呈し厚さ

は一定している。背部は刃部に比較 し調整が余 り加えられていない。 1の 刃部には磨痕が見られ

線条痕が刃部に沿った形で横位 と斜状に走る。この刃部は若干外彎する形を呈する。
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構は調査区域ほぼ全域より検出された。内訳は竪穴住居址盟軒、建築址4棟、柱

穴列 1基、濤状遺構 4で遺跡の主体をなす。

第 2号住居址 (第4咽、図版21)

＄

粋

―

―

^―
  I  ― A′

ぢ審

第49図 第2号住居址 (%)

検 出状 況  H-18グ リッドに焼上、石組みを発見し、これを中心にプランの把握に努めた。本

址は住居址の南東部約%ほ どが用地外にあり、中央部を縦断する形で暗渠により攪乱され、北部

を掘立柱建築址 2号により切られているが、北西のコーナーが把握でき、また北西壁部にカマ ド

が設けられていたことから、大略プランを推定し得た。

遺構 の構造  北西壁中央部にカマ ドを持つ隅九方形のプランの住居址である。主軸方向はN

37°Wを向 く。北壁の一部は暗渠により攪乱されているが、残存壁高は10Cm前 後の高さで発見され

た。周濤は北西壁カマ ド周辺に若干 と西壁部に見られる。深さは 3～ 4 cmと 浅い。

カマ ドは北西壁中央部に設けられている。暗渠等の攪乱により石組等は壊されており右側袖石

Ｏヽ
　
Ｉ

1黒褐色土層 (焼 土粒を含む)

2黒禍色土層(焼 上・粘土粒を含む)

3焼土

― B′
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しか残存しない。残存する袖石からみて石組カマ ドのようである。袖石には扁平石を用いており、

焚口部にはず り落ちたような形で天丼石 と考えられる礫が遺存した。燃焼部は窪んだ底面で、焼

土が残っている。

遺物の 出土状態 遺物は住居址北東側の覆土中より、底部に墨書をもつ不等 (第 50図 )が出土

している。

出土遺 物 (第 50図 )

第50回 第2号住居址出土土器 (%)

遺物の出土量は少な く図示 した土師器不 (1～ 3)、 須恵器不僻)だけである。 1は体部が弱い丸

味をもつて口縁部で若干外反する器形で、内面はハケナデされている。器面はハケナデの後戦幅

成形により生 じた稜をヘラ削 りし、体部上半は 2段のヘラ削 り調整 となっている。底部は糸切 り

後周縁 をヘラ削 りする。底部に「上内」 と字が墨書されている。焼成は堅緻で赤褐色 を呈する。

2は 1よ りも体部に九味をもち、口縁部が割合外反する器形で、内外面共 クロナデされ、外面は

ロクロナデの後 2段のヘラ削 りにより調整されている。底部は糸切 り後周縁 をヘラ削 りする。焼

成は堅緻で茶褐色を呈する。内面口縁部付近にタール状の炭化物が付着する。 1、 2共に放射状

の暗文は見られないが、製作技法等より「甲斐型」不 と考えられる。 3は 高台付坑で底部は糸切 り

後高台を付け周縁 をナデている。内部は内黒である。焼成は余 り良 くな く色調は黄褐色を呈する。

4は須恵器の不である。体部は底部際で折れてから口唇部まで直線的に開 く。底部は糸切 りであ

る。

図 器   種 法   量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 土師器

不

口径11.2cm

器高 4.3cm

底径 6.lcm

体部が弱い丸味

をもち口縁菩卜で

若干外反する。

ロクロ成形、体部

下半2段の箆削 り、

底部は糸切 り後周

縁部を手持ち箆削

り 。

焼成良好、胎土は

混入物が少な く緻

密、赤褐色を呈す。

% 底部に墨

書、器形

等は「甲

斐型」lTh

に近い。
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図 器  種 法   量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

2 土師器

不

12.2cm

4.3

5.8

体部が九味をも

ち口縁部が外反

する。

ロクロ成形、体部

下半2段の箆削 り、

底部は糸切 り後周

縁部を手持ち箆削

り 。

焼成良好で堅緻、

胎土中混入物少な

く緻密、茶褐色を

呈す。

% 器 形 等

「甲斐型」

郭、内面

口縁部に

タール。

3 土師器

高台付

婉 高台径 9,lcm

体部が若千の九

味をもつ。高台

部は「ハ」字状

に開 く。

ロクロ成形、底菩日よ

糸切 り後高台を貼

り周縁ナデ、内面

黒色手法◇

焼成は余 り良 くな

い。胎土中に砂粒

含有、色調黄褐色

を呈す。

底部

%

須恵器

不

13.3cm

3.8

6.5

休部は底部際で

折れ口唇部まで

直線的に開 く。

ロクロ水挽き回転

糸切 り。

焼成良好で堅緻、

胎土中に若子の砂

粒含有、色調灰黄

褐色を呈す。

%

Ｋ

尚

日

日

日

日

日

― ―

日

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

め

―

卜０
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ω

1.黒色土層

2.黒褐色土層(粘土粒子を含む)

3.黒褐色土層(焼土粒子を含む)

4.黒褐色上層(焼土・粘土粒子を含む)

5.黒 色土層(粘土粒子を含む)

4

B―                        _B

第51図 第 3号住居l■ (%)
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第 3号住居址 (第 51図 、図版22)

検 出状 況  本址はF-17グ リッドにカマ ドが発見されたことにより存在が明らかとなった。住

居址は掘 り込みもしっか りしており容易にプランを検出された。しかし、北東コーナーは4号住

居址の覆土内に作られていたために識別し難かった。覆土はほぼ黒褐色上の単一層 (第 1～ 3層 )

で掘立柱痕 (第 5ab層 )が掘 り込まれた形であつた。

遺構 の構造  北東壁中央部とその左側にカマ ドを持つ、3.8× 3.6mの若千北末コーナーを張

る形の隅丸方形を呈するプランの住居址である。主軸方向はN63° Eを 向 く。残存壁高は20～26cm

あり、若千の傾斜を持ち立ち上がる。柱穴は北西部コーナー と南東部コーナーの2ヶ 所検出され

た。Plは深さ12cm、 P2は 26cmである。その他に北壁際に床下土装 と思われる大きさlm× 78cmの

ものが検出され、内部より「甲斐型」不が 2点 出土している。床はほぼ水平であるが西側がゆる

やかに傾斜する。東側に堅緻な箇所が見られ、西側は地山礫層を床にする。

カマ ドは北東壁中央部 とその左側に位置する。旧カマドと思われるカマ ドAは壁のほぼ中央に位

置 し石 を用いない粘土によるカマ ドである。壁を78

Cm幅 でU字形に76cm切 込み、床 を不整楕円形に 6 cm

掘込んでいる。カマ ド内には、粘土粒・焼土粒混 り

の黒褐色土 (第 2～ 4層 )が充満 し、袖・天丼部等は

粘土等で構築されていたと推定される。カマ ドBは

カマ ドAの左恨1住居址コーナーに近い部分にある。

残存する袖石・土層状態等より粘土を貼ったる組み

のカマ ドと思われる。袖石は扁平なものを用い、そ

の上部に扁平な石 を天丼石 としていたようであり、

燃焼部に落ち込んだ形で存在 した。カマ ド内からは

須恵器 lTA・ 甕等が出上 し、焚田部付近には46cm× 8

Cmの炭化材が遺存 した。

遺物の 出土状態 遺物は覆土内、カマ ド内より出土し特にカマ ドB周辺に集中した。床面か

らの出土遺物は、P3脇 から墨書をもつ須恵器蓋 (第 53図 )、 カマ ド周辺から須恵器甕の底部が出土

した。

出土遺物 (第 53図 )

遺物の出土量は少なく、図示した須恵器蓋(1)、 須恵器JTh(2～ 7)、 胴張甕 (9。 10)、 須恵器甕

(8)の他には、ヘラ削 り整形の胴張甕片が覆土層から若千出上している。 1は 口唇部が若千内傾

する。内外面ロクロナデされる。胎土に石英・長石粒を含み、白灰色を呈する。天丼部は 3段の

回転ヘラ削 りが施されている。須恵器不 2～ 5は休部が弱い丸味をもち立ち上が り、口唇部が若

千外反する器形で、内外面共軸幅ナデされている。底部は糸切 りによるものが主体であるが、 3

のように底部を回転ヘラ削りしたものもある。床下土娠より「甲斐型」界が出土している。胴張

0           1m

第52図 第3号住居址カマ ド (%)
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甕 9。 10は 口縁部が上半部で外反し弱い「コ」の字形をなす。胴部はヘラ削 りが施される。

7

第53図 第 3号住居址出土土器 (%)
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図 器 種 法  量 器 形 手 法 焼成及び胎土 浅存 備 考

l 須恵器

蓋

14.2

3.0

飢径 2.3

口唇部が若千内傾

天丼部 6.l cmの ほ

ぼ平坦突起部 をも

つ鉦。

ロクロ水挽き、内

外面に弱いナデ、

天丼部 3段の回転

箆削 り。

焼成良好、胎土中

に若千の長石、石

英粒含有色調白灰

色を呈す。

完形 天丼部に

「小田」墨

書

2 須恵器
jITh

13.4

4.2

7.5

体部が丸味をもち

口縁部が若千内反

する。

ロクロ水挽き、内

外面に弱いナデ、

回転糸切 り。

焼成軟質、胎土中

に若千の砂粒、色

調白灰色を呈す。

%

3 須恵器

不

13.3

3.4

8.1

体部に丸味をもち

立ち上が り口縁部

で外反する。

内外面にナデ、底

部は回転箆削 り。

焼成良好堅級、胎

土中に若千の砂粒

色調青灰色を呈す。

%

4 須恵器

不

一
　

一　

　

・

３

体部は底部際で折

れ丸味をもち立ち

上がる。

ロクロ水挽き、内

外面にナデ、底部

は回転糸切 り。

焼成良好堅緻、胎

土中に砂粒含有、

色調青灰色を呈す。

底部

%

5 須恵器

不

14.9

3.4

7.8

体部に丸味をもち

口縁部が若千内反

する。

ロクロ水挽き、内

外面にナデ、底都

は回転糸切 り。

焼成は若干軟質、

胎土中に砂粒を含

有、色調白灰色を

呈す。

|よ IF

完形

6 土師器

lTh

10.1

4.3

7.0

体部に若干の脹み

をもつ口状をなす。

口唇部が若干内反

する。

ロクロ成形、体部

下半は箆削 り、底

部は手持ち箆削 り、

内面に放射状の暗

文。

焼成は割合良好、

胎土中に若干の混

入物を含有、色調

は黄褐色を呈す。

% 「甲斐型」

不

7 土師器

不

一
　

一　

　

・

１

ロクロ成形、体部

下半は箆削 り、底

部は糸切 り後手持

ち箆削 り、内面・底

に放射状の暗文。

焼成良好堅緻、混

入物は少ない、色

調 は 赤褐 色 を呈

す。

底部

%
「甲斐型」

界

8 須恵器

甕

12.4

外面は平行叩き目

文工具で締める、

内面は雑な箆削り。

焼成は良好で堅緻、

色調は青灰色を呈

す。

底部

%

9 土師器

胴張甕

12,7 口縁部は直立して

から上半部で外反

し弱い「コ」字状 を

なす。胴部は球状

に脹む。

口縁部は横ナデ、

胴部外面上半は横

方向の箆削 り。

焼成は良好、胎土

中に混入物が少な

い、器壁が薄い色

調は茶褐色を呈す。

口縁

言Б

晃

土師器

胴張甕

20.4 口縁部は直立 して

から強 く上半部で

外反し「コJ字状に

近い形をなす。胴

部は球状に脹む。

口縁部横ナデ、胴

部外面上半は横方

向の箆削 り。

焼成は良好、胎土

中に混入物が少な

い、器壁が薄い色

調 は茶 褐 色 を呈

す。

口縁

音る

%
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第 5号住居址 (第5姻 )

第54図 第5号住居址 (%)

検 出状況 I-13グ リッドに黒色土の落ち込みが見られ、これを中心に精査を進め、プランの

把握に努めた。住居址は約%ほ ど用地外のため、その北側%ほ どを調査したことになるが、北泉

側コーナー、北西側コーナーによリプランについて推定し得た。

遺構の構造  本址は調査された部分が少なくその規模等については不明である。プランにつ

いては北東 。北西側コーナーにより隅丸方形を呈するものと思われる。残存壁高は8 cmで あり、

根等の攪乱によって不明確である。床面は現在の耕作面より約40cmと 浅いため攪乱が及んでおり、

凹凸の有るものとなっている。

遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。

第 6号住 居址 A(第 55図 )

検出状況 第1号住居址の精査に伴ない確認された住居址である。耕作の攪乱等で掘り込み

はしっかりしておらず、そのためにプランについては不確実ながらもカマドの位置等により推定

した。西側の掘り込みは確認できなかった。

遺構 の構造  本址は東壁中央部にカマ ドを有する隅丸方形に近いプランの住居址であろう。

主軸方向はN65° Eを示 し、主軸線に直交する軸線の長さは4.3mで ある。壁面は掘 り込みが浅 く、

残存壁高は12cmほ どである。床面は全体的に軟弱で凹凸がある。

カマ ドは東壁若千右寄 りに設けられていたと思われる。石組カマ ドであり、袖石 として用いら

れたと思われる礫が遺存していた。カマ ドの構造については掘 り方も認められなかったため、多
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第55図 第6号住居址 (1/0)

くが不明である。カマド周辺の床面に散在する礫はカマ ドに関わるものであろう。本址は重複す

る6号住居址Bよ り、南寄りに移築したものかとも思われる。

遺物の出土状態 遺物はカマ ド周辺を中心とした覆土内より、土師器lTh類 を中心に出上して

いる。

出土遺物 (第 56図 )

本住居址出土の遺物は、図示したものの他に土師器甕胴部破片が若干出上している。遺物はカ

マ ド周辺の覆土内より出土したものである。

不類が主体で、土師器・須恵器のもの合計 6点出土している。土師器の不 (1～ 4)は体部に丸

味をもち、口縁部が外反するものが主体で、内面を黒色研磨 したものと、そうでないものの2種

類がある。須恵器は軸櫨水挽きで体部が直線的に開くものである。

坑は高台を有するもので内面を黒色研磨する。製作手法は割合 と丹念である。

甕は小形甕の部類に属するものである。口縁部は「く」の字形を呈し、胴部は若千の九味をもつ

ものである。整形はカキロ整形で内面に刷毛撫でが見られる。

∞ヽ

′

い

「

）

。

①
♂
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第57図 第 6号住居址出土

鉄製品 (%)

第56図 第 6号住居址出土土器 (%)

鉄製 品 (第 57図)1は刀子の刃部 と関部の一部の破片で、現在長

5,3cm、 最大幅0。 8cm、 厚さ0.3cmを 測る。

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

l 土師器

lTh

16.3

3.6

9.8

底部から一段の稜

を有して立ち上が

る、体部は丸味を

もち口縁部が外反

する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成は良好、胎土

中に若千の砂粒 を

含有。

老

2

不

土師器 13.1

4.6

5,8

体部に丸味をもち

口縁 部 を外 反す

る。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

は黒色手法を用い

放射状研磨。

焼成は良好、胎土

中に若干の砂粒含

有、色調は黄褐色

を呈す。

%
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図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

3 土師器

不

13.5

4.0

7.0

体部は丸味をもち

口縁 部 で外 反す

る。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

イよ口唇部が横・他

は放射状研磨。

焼成は割合良好、

胎土中に若千の砂

粒含有。

%

4 土師器

郭

13.6

4.0

7.1

底部より丸味をも

ち立ち上が り口縁

部は外反しない。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法。

焼成は若千軟質。 %

5 土師器

高台付

筑

15,8

6.1

高台径 8.1

休部は九味をもち

立ち上が り口縁都

が 外 反、高 台 は

「ハ」字状。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り後高台

を貼 り周縁ナデ、

内面黒色手法。

焼成良好、色調は

茶褐色を呈す。

%

須恵器

郭

12.4

3.2

4.6

体部は底都際で折

れ口縁部まで直線

的に開 く。

ロクロ水挽き、底

部回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

%

須恵器

不

13.0

3.3

5.8

休部は口縁音hま で

直線的に開 くが口

唇部で若干外反す

る。

ロクロ水挽き、底

部回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は青灰色

を呈す。

%

土師器

小形甕

12.6 口縁部「く」字形に

外反し胴部は若千

の丸味をもつ。

ロクロ成形でカキ

目をもつ口縁部内

面にもカキロ、内

面ハケナデ。

焼成は良好、胎土

中に若千の砂粒含

有、色調は赤褐色

を呈す。

口縁

菩Б

/

第 6号住居址 B(第 55図 )

検出状況 第6号住居址Aの精査に伴い重複した形で検出された住居址である。第6号住居

址Aと 重複し、北壁側を地山礫層に掘 り込んでいるため、プラン等については不明確である。

遺構 の構造  本址は東壁中央部やや南寄 りにカマ ドを有する。北 。東側コーナーにより隅丸

方形に近いプランの住居址であろう。壁面は掘 り方がしっかりしておらず浅 く、残存壁高は 9 cm

ほどである。床面は6号住居址Aに切 られているために明確でないが、残存部より見ると軟弱で

凹凸がある。

カマ ドは明確でなく石組に用いられたと思われる礫が数イ固見られるだけである。本l■は6号住

居l■Aに切られており、新旧関係が明確になった。

遺物の 出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。

-60-―



Ｑ

翻
　
　
ο

む

む

含

含

を

を

べ

脱

プ

瓢
土

土

脚

絆

〃

〃

〃
∪

◎

　
　

‐
・
褐色

２
．
褐色

３
．
焼土

ο
つ

。

。

〇

A_                           ― A

第58図 第7号住居址 (%)

第 7号住 居址 (第5姻、図版22)

検 出状 況  本址はH-7グ リッドより石組 をもつカマ ドが発見 されてその存在が明らか とな

った。住居は南西 。南東側を黒色土中より掘 り込んでお り、また西側を掘立柱建物址によって切

られたために確認できなかった。 しか し、北・東側コーナー、カマ ドや周濤の位置等により大略

のプランを推定 し得た。

遺 構 の構 造  北東壁ほぼ中央部にカマ ドを持つ4.5×4.7mの隅丸方形プランの住居址である。

主軸方向はN51° Eを 向 く。なお、本址は同軸上に於いて南東・南西側に拡張が行われている。壁

は南西 。南東側は黒色土中よりの掘 り込みのために検出できなかったが、北西側等の掘 り方を見

ると残存壁高が16cm前後で害J合 しっか りしている。周濤は北東壁下を除きほぼ全周する。深 さは

6～ 8 cmで ある。床はカマ ド付近を中心に堅緻な面が見られるが他の部分はやや軟弱である。ほ

ぼ水平に構築 されている。

カマ ドは北東壁ほぼ中央部に設けられている。本址は拡張されているため新旧のカマ ドが存在
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するはずであるが 1箇所しか検出できなかった。残存する袖石、土層状態等より粘土を貼った石

組のカマ ドと思われる。カマ ドは82× 73cmの 楕円形の掘 り方を持ち厚い礫を左右 3個ずつ袖石 と

して深 く直立させている。燃焼部には焼土温 りの褐色土 (第 2層 )が充満し、燃焼部底には厚さ6

cmで焼土が堆積する。また、長さ約15cmの 角柱礫が直立する形で遺存 しており、これが支脚であ

ると考えられる。焚田部には天丼石 と思われる長い礫が崩落していた。カマ ド手前に散在する礫

はカマ ドに関わるものであろう。

遺物の 出土状態 出土遺物は少なく覆土内より須恵器蓋 (第 59図 )、 カマ ド前面の集石より祗

石 (第 60図 )が出土しているに過ぎない。

出土遣物 (第 59～ 60図 )

本址よりの出土遺物は図示 した須恵器蓋 1点 と祗石 1

点だけである。須恵器蓋は口唇部が若干内傾するもので、

天丼部は4.3cmで ほぼ平坦である。輯転水挽 きで内外面に

1     1     1   
軽いナデ痕が残る。焼成は余 り良 くな く軟質を呈する。

第59図  第7号住居址出土土器 (%) 色調は白灰色を呈する。口径13.5cmを 計る。

石製 品 (第 60図 )は安山岩製の祗石で、中央部が若干鸞曲する

面と凸面とがある。全面がよく研磨されている。一辺 6 cmの長方

形断面をなし、現在長さ19.8cmを 計る。住居址内床上礫内より出

土した。

第 9号住居址 (第 61図 )

検 出状況  本址はB-6グ リッドにおいてカマ ドの袖石 らし

きものが発見されその存在が明らかになった。耕作等によリプラ

ンは不明確で、カマ ド西側に堅緻な床面が確認されただけである。

北壁セクションによると覆土は礫を含む黒色土の単一層 (第 4層 )

で、褐色土 (第 5層 )よ り掘 り込まれているようである。

遺構 の構造  本址は攪乱等により立ち上が りが不明確であり

プランの把握に至らなかった。壁高は北壁セクションによると17

Cmで ある。床はカマ ド西側が堅緻であり、他は残存していなかっ

た。ピットはPlのみである。Plは不整形のもので深さ18cmで地山

礫層内に掘 り込まれている。また、中より邪類が出上している。

カマ ドは袖石部が残存するのみで掘 り方等については確認でき

なかった。袖石は扁平な礫を左右 2個ずつ用い袖石の間に打製石

第60図 第7号住居址出土石製品(%)斧 の破片 (第 63図 1)を 詰めている。焚口周辺に散在する扁平な礫

はカマ ドの石組みに関わるものであろう。

1 0Cn
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A―         一 A'

1.耕作土層

2埋め土

3.水 田床土層

4.黒 色土層

5褐色土層

6黄褐色土層

第61図 第9号住居址 (%)

遺 物の 出土状態 遺物はカマ ド内、カマ ド脇、ピット内より出上した。カマ ド内よりは小形

甕 (第 62図 5)、 甕 (第 62図 8)が落ち込んだ状態で出土し、カマ ド脇ピット内よりはlTh類 (第 62図 1)

を中心に遺存していた。

出土遺物 (第 62～ 63図 )

本址よりの出土遺物は図示 したものの他に羽釜口縁部破片が出上している。遺物は全て土師器

で、不・小形甕・長胴甕が出土している。lThは 口縁部が若千外反するものが主体で、体部は若千

の九味をもつがほば直線的に開くものが主体である。底部はすべて回転糸切 りで雑な切 り方のも

のが存在する。内面が黒色研磨されたものが 1点 ある。

-63-



第62図 第9号住居址出土土器 (%)

甕は法量等により小形甕 と大形の長胴甕に分けられる。小形甕

は口縁部が「く」の字形に外反するもので、最大径が胴部上半、

胴部中間のものに分けられる。製作法は粘土紐の巻き上げにより

つ くられ、ロクロナデにより整形されるものと、ハケナデされる

ものとに分けられる。すべて焼成は余 り良 くなく胎土中に砂粒等

を含んでいる。長胴甕は口縁部が「 く」の字形に外反し、胴部が

張るものである。第63図 第9号住居址カマド出土石器(%)
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この他に打製石斧がカマ ドの袖石間より検出されたが、直接的に住層址に関わるものではな く

詰め石である。打製石斧は粘板岩製で刃部 と基部 を欠損 している。平面形は短冊形を呈 している。

縄文時代に使用され破損 し廃棄 されたものを後世に石材 として利用 したものである。

図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 土師器

不

10.5

2.7

5。 2

底吉Бより体部はタト

反する形で立ち上

が り体部中央で折

れ丸味をもつ口縁

菩脚よ若千外反する。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好で堅緻、

胎土中に若千の砂

粒含有、色調は褐

色を呈す。

%

2 土師器

邦

10.0

3.5

4.8

底部より直線的に

開き口縁部が若千

外反する

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、外面

にロクロナデの稜

が残る。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

若千の砂粒含有、

色調は灰褐色を呈

す。

%

3 土師器

郭

13.0

4.0

6.7

休部は丸味をもち

立ち上が り口縁部

が若干内反する。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

砂粒含有、色調は

黄褐色を呈す。

%

4 土師器

郭

13.4

5.5

7.2

体部は九味をもち

立ち上が り口縁部

が若干外反する。

ロクロ成形、底都

回転糸切 り、内面

黒色手法。

焼成良好、胎土中

に砂粒含有、色調

は黄褐色を呈す。

%

5 土師器

小形甕

一
　

一　

　

・

１

胴部は丸味をもち

下半部が最も脹む。

粘土紐巻 き上げ法

による。

焼成は良 くな く軟

質、胎土中に砂粒

含有、色調は黄褐

色を呈す。

月同音焉

%

6 土師器

小形甕

16.5 口縁部は「く」字形

に外反し胴部上半

が最 も脹む。

ロクロ整形 し胴部

下半は箆削 りされ

る。

焼成は余 り良 くな

い、胎土中に石英

砂などを含有、色

調は茶褐色。

% 口縁内面

に種子庄

痕

7 土師器

小形甕

17.7 口縁部は「 く」字形

に外反、口縁部は

若千内反、胴部上

半に最大径。

内外面共にハケロ

により整形。

焼成は余 り良 くな

い、胎土中に砂粒

含有、色調は茶褐

色を呈す。

口 縁

菩Ь

/

8 土師器

長胴甕

20。 9 口縁部は強 く「く」

字形に外反し胴都

は若千の丸味をも

つ。

内外面共にハケに

より整形。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は茶褐色

を呈す。

口縁

音Б

%
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1.褐 色土層(焼 土粒子を含む)

2黄褐色土層(焼 土粒子を含む)

3,焼 土

4,粘土

2m

第64図 第10号住居址 (%)
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第10号住居址 (第 64図、図版23)

検 出状況  本址はH-10グ リッドを中心に遺物が夕数発見されてその存在が明らかとなった。

なお、住居址南側コーナーは用地外である。住居址内に掘立柱建築址が重複している。掘 り込み

はしっかりしており容易にプランは検出された。覆土は2層に分かれ、上部にローム粒子を含む

黒色土 (第 6層 )が堆積し、床面上にローム粒子を含む黒褐色土 (第 7層 )が、壁際には口
=ム粒子

を含む明褐色土 (第 8層 )が堆積 していた。

遺構の構造  本址は5,4× 5,7mの 若千南壁側を張る横長の隅丸方形プランの住居l■である。

主軸方向はN51° Eを 向 く。残存壁高は12cmほ どで、ゆるやかな傾斜を持ち立ち上がる。なお、南

西壁は褐色土中より掘 り込まれていたために確認できなかった。周濤はカマ ド部分を除きほぼ全

周する。幅30Cm、 深さ16cmほ どである。柱穴と思われるピットは検出されなかったが、カマ ド左

脇に大きさ15× 15cm、 深さ33cmの ピットが検出され内部より焼きの悪い須恵器lThが、逆位の灰釉

皿の上に載った状態で出土している。床は住居址北西側にロームブロックを含む明褐色土を貼 り

平坦に構築している。カマ ドは北東壁ほぼ中央部に設けられている。遺存する袖石脇部に粘土が

貼られていることにより石組み粘土カマ ドであると思われる。

カマ ドは大きさ78× 70cm、 深さ7 cmの ほぼ円形の掘 り方をもち、両脇に扁平礫を直立させ粘土

により固定され袖部としている。燃焼部上部には焼土粒を含む褐色土 (第 1層 )、 下部には焼土粒を

含む責褐色土 (第 2層 )が堆積していた。焼土は焚口部に近い部分に 7 cmほ ど堆積 していた。また、

カマ ド周辺には袖部等に貼ってあったと思われる粘上が崩壊 し10Cmほ ど堆積 していた。なお、天

井石等は遺存していなかった。

遺物の 出土状態 今回の調査において最も遺物が発見された住居址である。土器群はカマ ド

左側周辺と周濤部からの出土が多かった。カマ ドでは燃焼部第 1層 内ょり小形甕 (第 67図42)が 出

上した。カマ ド周辺では黒色土器不の破片、甕の破片が集中した①周濤部では黒色土器不の破片

が落ち込む形で出上し、東コーナー床上より14cmに 刻書をもつ灰釉耳皿 (第 65図 1)が出土した。

またPl内 より焼きの悪い須恵不 (第 65図 13)、 灰釉皿 (第 65図 2)が出上した。鉄器類は小刀子、円

盤状鉄製品が周濤部より出土した。

出土遺物 (第 65図 ～68図 )

本址は今回の調査において最も遺物のタミ数が多い。図示した遺物の他にjTX類、甕類の破片が出

土している。

土器類は灰釉陶器・須恵器・土師器で、皿・lTh・ 筑・甕など各種類の遺物である。

灰釉陶器は皿類が主体で焼成・製作等の良いものである。底部はすべて回転ヘラケズリで、焼

成 も堅緻である。釉の発色は淡緑色のものと、白緑色のものに分類できる。 1。 2は 製作、焼成

等が同一で同じ窯で作られたものかと思われる。須恵器の不が 2点出土しているが、2点共焼成

が悪 く軟質のものである。土師器では皿 と不が主に出土し、17hは 本址出土遺物の主体を占める。

lThは 体部に丸味をもち立ち上がり口縁部が外反するものと、体部が直線的に立ち上がるものに分
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導 38

第67図 第10号住居址出土土器(31(%)

類できる。底部はすべて回転糸切 りである。内面は 1′点を除き黒色研磨がなされている。体部は

ロクロナデされているものが主体で、 1点だけ休部下半をヘラケズリするものが混じる。また、

一部の黒色研磨されている不の体部に墨書がなされている。土師器皿は高台を持つものと、もた

ないものに分類され、これに器形等に若子の差異が見られる。

甕は刻ヽ形甕で、口縁部が「く」の字形に外反するものと、「コ」の字形に外反するものとに分か

れる。「く」の字形に外反するものはハケナデ調整され、「コ」の字形を呈するものはカキロ調整さ
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れている。焼成は「コ」の字形のものの方が良好で器壁 も0.5Cmと 薄い。
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第10号住居址出土鉄製品 (%)

鉄製品 (第 68図)1～ 4は 刀子

の破片で 1・ 3・ 4が刃部片、 2が

刃部より関部にかけてのものであ

る。 1は 刃部先端になるにつれ内

彎気味になる。 2は 刃部に木質部

が若千残る。3・ 4の 刃部が外反す

る。 1は況在長5.Ocm、 最大幅0。 8

Cm、 厚さ0。 3cmを計る。5は 円盤状

鉄製品で直径4.5cm、 厚さ0.3cmで

紡錘車に関わるものかと思われる。

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

l 灰釉陶器

耳皿

12.0

8.4

3,7

5.1

幅

高台径

体部は若千九味を

もち立ち上が り相

対する国縁部を折

り曲耳部 とする、

耳部棒状工具等で

押え波状にする。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り後高

台を貼 り付ける。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は混入物の少

ないもので灰白色

を呈 し緻密。

完形 底部に焼

成前に箆

状工具に

より刻書D

2 灰釉陶器

皿

14.6

2.7

高台径 7.2

体部は直線的に開

き、日唇都で若干

外反、高台部は方

形断面。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は混入物の少

ないもので灰白色

を呈 し緻密。

完形 内面に重

ね焼の痕

跡。

3 灰 釉陶器

皿

15。 9

2.4

高台径 7.2

体部は若干の九味

をもち、ほぼ直線

的に開き、口唇都

が若千外反、高台

部は方形断面。

ロクロ成形、底都

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は混入物が少

な く灰 白色 を呈

す。

% 内面に重

ね焼の痕

跡。

4 灰釉陶器

皿

15.1

2.1

高台径 7.2

休部は若干の九味

をもち立ち上が り

口唇部が若干外反

する。高台部は方

形断面。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は灰白色を呈

す。

%

5 灰釉陶器

皿

18.9

4.3

9.5

体部は丸味をもち

立ち上が り口唇部

が若干外反する。

高台部は僅かに丸

味 を もつ方形 断

面。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好、釉は白

緑色を呈す、素地

は灰白色。

%
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

6 灰釉陶器

段皿

17.3

3.6

高台径 8.4

体部は直線的に開

き口唇部が若千外

反する、高台部は

僅かに丸味をもつ

方形断面、段部は

鋭利な切 り込み。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は白緑色を呈す、

素地は灰白色を呈

す。

%

7 灰釉陶器

筑

19,0 体部は弱い丸味を

持って立ち上が り

口縁は玉縁状 をな

す。

ロクロ成形、体部

下半は箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は緻密で灰白

色を呈す。

%

8 土師器

lTh

13.7 休部は弱い丸味を

もって立 ち上 が

る。

ロクロ成形、内面

は黒色手法で放射

状研磨。

焼成良好、胎土中

に砂粒を含有、色

調 は黄褐 色 を呈

す。

% 体 部 に

「上」墨

書。

土師器

不

14.8

3.7

6.0

休部は直線的に開

き上部で丸味をも

ち折れ口唇都が外

反する。

ロクロ成形、内面

は黒色手法で放射

状研磨、底部は雑

な回転糸切 りで傾

む く。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は黄褐色

を呈す。

% 休部に墨

書。

土師器

不

13.5 体部は丸味をもち

立ち上が り口縁部

が若千外反する。

ロクロ成形、内面

は黒色手法を用い

る。

焼成は良好、胎土

中に砂粒含有、色

調 は赤褐 色 を呈

す。

% 体部に墨

圭

11 土師器

不

13.5 体部は丸味をもち

口縁 部 は外 反す

る。

ロクロ成形、内面

黒色手法で放射状

研磨。

焼成良好堅緻、胎

土中に若千の砂粒

含有、色調は黄褐

色を呈す。

%
休部に墨

書。

土師器

郭

一　

　

一　

　

・

２

体部は丸味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、内面

黒色手法で放射状

研磨。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は黄褐色

を呈す。

底部

%
休部下半

に墨書。

須恵器

17h

13.0

4.1

5,9

底部より外反する

形で折れ体部は丸

味をもつ、口縁は

外反する。

ロクロ水挽き、底

都は回転糸切 り。

焼成は良 くなく軟

質、胎土中に砂粒

含有、色調は白灰

褐色を呈す。

完形

lTh

須恵器 13.0

3.7

6.0

底部より外反する

形で折れ体部はほ

ぼ直線的に開 く、

口縁部は弱 く外反

する。

ロクロ水挽き、底

部は回転糸切 り。

焼成は良 くな く軟

質、胎土中に若千

の砂粒含有、色調

は白灰色を呈す。

%
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

土師器

不

13.8

4.2

6.0

体部は丸味をもち

立ち上が り口縁部

で弱 く外反する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面黒色手法。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

若干の砂粒、色調

は黄褐色。

%

土師器

FTh

13。 9

4.1

6.2

底部より外反する

形で折れ体部は丸

味をもつ、口縁部

は外反。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面黒色手法で放射

状研磨。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は赤褐色

を呈すd

%

17 土師器

不

13.9

3.7

4.8

体部は丸味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面黒色手法で放射

状研磨。

焼成良好堅緻、若

千の砂粒を含有、

色調は赤褐色を呈

す。

%

土師器

邪

13.4

3.7

4.5

体部は中央で折れ

口縁部で若千外反

する。

ロクロ成形、成形

が悪 くゆがむ、内

面黒色手法で休部

が放射状、日縁部

が横位研磨。

焼成良好、若干の

砂粒 を含有、色調

は茶褐色を呈す。

%

土師器

不

13.7

3.6

7.0

体部は丸味をもち

口縁 部 が外 反す

る。

ロクロ成形、底都

回転糸切 り、内面

黒色手法、放射状

研磨。

焼成良好、胎土中

に余 り砂粒 を含有

しない。色調明褐

色を呈す。

%

土師器

ITh

13.0

4.4

6.0

体部は丸味をもち

口唇が外反する。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、放射状

研磨。

焼成良好、色調は

赤褐色を呈す。

%

土師器

lTh

13.2

4.2

5,4

体部は九味をもち

口唇が外反する。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、放射状

研磨。

焼成良好堅緻、胎

土 中に若 千 の砂

粒、色調は赤褐色

を呈す。

%

土師器

不

13.9

4,4

5.5

体部は九味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、横研磨。

焼成良好、胎土中

に長石 粒 等 を含

有、色調は明褐色

を呈す。

%

土師器

lTh

13.8

3.7

7.2

体部は若干丸味を

もつがほt♂進E線的

に立ち上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、放射状

研磨。

焼成良好、胎土中

に石 英粒 等 を含

有、色調は明褐色

を呈す◇

%

lTH

土師器 12.4

4.8

4.9

体部は若千の丸味

をもつがほぼ直線

白守に立ち上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、放射状

研磨。   .

焼成良好、胎土中

に金雲母含有、色

調 は黒褐 色 を呈

す。

%
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図 器  種 法  量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

土師器

不

13.5

4.5

5.9

体部は直線的に開

く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法、口縁部

横研磨。

焼成良好、色調は

黒赤褐色を呈す。

%

土師器

lTh

13.7 体部は丸味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、内面

黒色手法で放射状

研磨。

焼成良好堅緻、色

調 は赤褐 色 を呈

す。

%

土師器

郭

16.1

5.3

6.2

休部は丸味をもち

若千口縁部が外反

する。

ロクロ成形、体部

下半が箆削 り、底

部回転糸切 り、内

面黒色手法、放射

状研磨。

焼成良好堅緻、胎

土中に若干の砂粒

含有、色調は黒褐

色を呈す。

%

土師器

邦

一
　

一
　

。

３

底部より若干丸味

を もち立 ち上 が

る。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、色調は

赤褐色を呈す。

底部

%

土師器

不

一
　

一
　

・
８

底部より若千九味

を もち立 ち上 が

る。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法。

焼成良好、色調は

赤褐色を呈す。

底部

%

土師器

17h

一
　

一
　

・

４

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法で研磨。

焼成良好、胎土中

に砂粒含有、色調

は褐色を呈す。

購
％

土師器

高台付

筑

15.1 体部は丸味をもち

立ち上が り口縁都

で若千外反する。

ロクロ成形、底部

の糸切 り痕はナデ

消す。黒色手法で

放射状研磨。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は黄褐色

を呈す。

%

土師器

皿

11.3

3.4

4.2

体著卜は底音Ьよイタタト

反する形で折れ直

線的に開く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法で放射状

研磨。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

%

土師器

皿

12.3

3.2

4.4

休苦hは底著るより外

反する形で折れ直

線的に開 く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

は良 く研磨。

焼成は良 くな く軟

質、胎土中に砂粒

含有、色調は橙褐

色を呈す。

%

土師器

高台付

皿

12.9 体部は若干丸味を

もちほぼ直線的に

開 く。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後周

縁をナデ、内面黒

色手法。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

砂粒含有、色調明

褐色。

% 休部の相

対する面

に 2字墨

書。

土師器

高台付

皿

12.4

3.1

高台径 5.8

体部は直線的に開

く、高台部は方形

断面をなす、器形

はゆがみを持つ。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後周

縁 をナデ、体部は

ロクロナデ痕を残

す、内面黒色手法

で研磨する。

焼成良好堅緻、胎

土中に若千の砂粒

含有、色調は赤褐

色を呈す。

% 灰釉陶器

皿の模倣

か。
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土師器

高台付

皿

12.3 休部は直線的に開

く。

ロクロ成形、内面

は黒色手法。

焼成は良 くな く軟

質、胎土中に長石

粒を含有、色調は

橙褐色。

%

土師器

高台付

テ 高台径 6.6

高台は方形断面を

なし若千外開きと

なる。

ロクロ成形、底部

糸切 り痕をナデ消

す、内面黒色手法。

焼成良好堅緻、色

調 は赤褐 色 を呈

す。

底部

%

土師器

高台付

ナ/
高台径 5.9

高台は丸味をもつ

方形断面。

ロクロ成形、底部

は糸切 り痕をナデ

消す、内面黒色手

法。

焼成良好堅緻、色

調 は橙褐 色 を呈

す。

底部

%

土師器

鉢

11,0

底部は箆削 り、内

面黒色手法を用い

る。

焼成良好、色調は

赤褐色を呈す。

底部

%

須恵器

長頸瓶

頸部径10,1

頸都は胴音Бにのせ

接合 したと思われ

る、 口縁部は大 き

く開 く。

焼成にやや難があ

る、胎土中に砂粒

含有、色調は灰色

を呈す。

財
％

土師器

小形甕

12.4

15.9

5.3

口縁部は「く」字

形にやや丸味をも

って外反、胴都中

央に最大径。

粘土組の巻 き上げ

の後ロクロにて整

形、底部は回転糸

切 り。

焼成は良 くなく軟

質、胎土中に若千

の砂粒含有、色調

は橙褐色。

%

土師器

小形甕

一
　

一
　

・

４

頸菩卜は折 /L】同言Ьは

中央 で球状 に脹

る◇

粘土組の巻 き上げ

後 ロ クロにて整

形、ハケナデ痕を

有す、底部箆切 り。

焼成はやや軟質、

胎土中に若干の砂

粒雲母を含有、色

調 は黄褐 色 を呈

す。

%

土師器

小形甕

16.8 口縁部は「 く」字

形にクト反し月同部に

丸味をもつ。

体吉トカキロが見ら

れ内部口縁部にも

カキロ。

焼成良好、胎土中

に砂粒含有、色調

は黒褐色を呈す。

口 縁

菩Б

%

土師器

小形簑

14.5 口縁部は弓弓く「く」

字形に外反し頸都

に傾斜が見 られず

「コ」字形に近い。

休部、口縁部内部

にカキロ痕。

焼成良好、胎土中

に砂粒を含有、色

調 は赤褐 色 を呈

す。

聯
部
％

第11号住層址 (第 69図 、図版23)

検 出状況  本址はC-10、 D-10グ リッドを中心に黒色上の落ち込みが発見されてその存在が

明らかとなった。プランは南西壁恨1が褐色土中より掘 り込んであったためにこの部分の壁は判然

としなかった。しかし、西・南コーナー部に柱穴が、また若子の周滞が検出されたことからプラ

ンは推定し得た。住居址内には掘立柱建築址が重複している。覆土は黒褐色上の単一層 (第 1・ 2

層)で第 2層 はローム粒を含有する。南西壁側に焼土 (第 5層 )が認められたのが注意される。
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0             1m

第11号住居l■カマ ド(%)

00

1黒色土層(炭化物を含む)

2.黒 褐色土層(ロ ーム粒子を含む)

3枯土層

4.暗 黒褐色土層(ロ ーム粒子を含む)

5焼土層

第69図 第11号住居址 (%)

遺構 の構造  本址は4.0× 4.6mの南側コーナーが若干張

る隅九方形プランの住居址である。主軸方向はN52° Eを 向 く。

壁は南東側が12号住居l■a土内より、北西側が地山礫層内に

掘 り込んでいるために不明確な部分があったが、北東側はし

っか りしており、残存壁高20cmほ どで緩やかな傾斜を持ち立

ち上がる。周濤は南東壁側、南西壁側の一部に 2 cmと 浅いも

のが見られる。主柱穴は西・南コーナー部に不整形の深さ9

Cmほ どのものが設けられている。これらは住居l■ コーナーの

隅柱 と考えられる。床は北西側が地山礫層面を直接床 として

おり、床面に礫が突出してしヽる。一方カマ ド周辺は割合堅緻

な床が見られ、住居址中央部が若干窪 く構築されている。

カマ ドは北東壁やや右寄 りに設けられている。土層状態等第70図
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第71図 第11号住居址出土土器
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より石組粘土カマ ドであると思われる。カマ ドは大きさ86× 50cm、 深さ5 cmほ どの楕円形の掘 り

方を燃焼部とし、煙道部は38× 32cmで u字形に壁を切 り込んでいる。今回の調査において最も煙

道部のはっきりしたカマ ドであった。石組は袖石が左右 3個 ずつ扁平な礫が直立した形で遺存し、

天丼石に関わると思われる細長い扁平石が崩落していた。燃焼部内部は暗黒褐色土が堆積 し焼土

の堆積は見られなかった。

遺物の 出土状態 遺物は覆土内等より出土したが、壁周辺、特に北コーナー部付近より出土

した。またカマ ド付近等よりも遺物の出上が見られ、カマ ド左横には置かれたような形で甕底部

(第 71図 6)が出上した。カマ ド内よりは紡錘車と思われる鉄製品 (第 72図 4)が出土した。

出土遺 物 (第 71・ 72図 )

本l■ より出土した遺物は、図示したものの他に土師器甕胴部破片が出土している。

実測し得た土器は、灰釉陶器高台付坑 4点 、土師器不 4点 、小形甕 1′点である。

灰釉陶器坑はロクロ成形により、底部は回転糸切 り後高台部を付け周縁をナデ整形するものと、

回転ヘラケズリにより整形後高台部を付けるものに分けられる。回転ヘラケズリによるものの方

が焼成、胎土も良好である。

土師器不は器形的には似ており、体部に九味をおび口縁部が外反するものである。すべて底部

は回転糸切 りによる。内面が黒色研磨されるものと、そうでないものとに分けられる。甕は小型

簑で口縁部が「く」の字形に外反するもので、胴部下半をヘラケズリしている。

軽
~3

鉄製 品 (第 72図)1～ 3は 刀子で

4は 円盤状鉄製品である。 1は刀子

で現在長9,4 cm、 最大幅0。 9Cm、 厚さ

0,3cmで関部を中心に木質部が遺存

している。 2は関部より刃部に至る

箇所と思われ、関部より刃部が幅広

に作られる。 4の 円盤状鉄製品は10

号住居址においても同様のものが出

上している。直径5,3cm、 厚さ0,4cm

である。
第72図  第11号住居址出土鉄製品 (%)

<萱 頭
硬 登 輩 養 謙 鱒 Iご ■ 副 r2

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

ユ 灰釉陶器

高台付

筑

13.9
4.0

高台径 8.1

体都は若千の九味
をもち立ち上が り
口縁部で若千外反
する、高台は僅か
に内反する。

ロクロ成形、底部
は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉
は白緑色を呈す、
素地は緻密で白灰
色を呈す◇

%

2 灰釉陶器
高台付

筑

12.0

3,7

高台径 6.5

体部は若干の丸味
をもち口縁部で若
千外反する、高台
はほぼ直に立つ。

ロクロ成形、底部
は回転糸切 り後周
縁ナデ。

焼成は良好堅緻、
釉は自色を呈す、
素地は黄灰色を呈

す。

厖 重ね焼 き
の痕跡。
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残 存 備  考

3 灰釉陶器

高台付

筑

16.5

6.0

高台径 8.0

体部下半で丸味を

もち口唇部で若千

外反、高台はほぼ

直に立つ。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は白緑色 を呈す、

素地は灰白色を呈

す。

%

灰釉陶器

高台付

坑

16.5

7.1

高台径 9,2

体部は丸味をもち

口唇部 で外 反す

る、高台はほぼ直

に付 き畳付部は平

坦。

ロクロ成形、底吉Б

は回転糸切 り後周

縁 をナデ、口縁部

内面 に一 条 の沈

線。

焼成はやや軟質、

釉の発色は悪い、

素地は白灰色を呈

す。

%

5 灰釉陶器 一
　

一　

　

・

８

体部は九味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、釉の発

色は悪 く自色、素

地 は 白灰 色 を呈

す。

底 部

灰釉陶器

7

一　

　

一　

　

・

５

月同吉Бは直絡静勺に開

き底部は上げ底状

を呈す。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り ?、

月同苦Б下半 は箆 肖」

り。

焼成良好堅緻、釉

の発色は茶色を帯

び鉄釉発色の様な

色調、素地は自灰

色で緻密。

】同吉Ь

7 土師器

lTh

14.5

4.9

7.0

体部は丸味をもち

口縁 部 が 外 反す

る。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面黒色手法で口縁

部横研磨。

焼成普通、胎土中

に石英・長石粒 を

含有、色調黒灰色

を呈す。

%

土師器

邦

12.4

4.3

5。 8

体部は丸味をもち

口縁 部 が外 反す

る。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面黒色手法。

焼成普通、胎土中

に若干の砂粒、色

調 は黒灰 色 を呈

す。

%

9 土師器

邦

11.9

3.2

6.0

底部より外反する

形で立ち上が り体

部中央で折れる、

口縁著日よ外反する。

ロクロ成形、底部

は雑 な回転 糸切

り。

焼成は普通、胎土

中に若千の砂粒含

有、色調黒灰色を

呈す。

%

土師器

17N

13.0

4,1

5。 6

底部より若千の九

味をもちほぼ直に

立ち上がる、口唇

書Ыよ若干外反する。

ロクロ成形、底部

は雑 な回転 糸切

り。

焼成は良 くなく軟

質、色調は橙褐色

を呈す。

% 内外面に

スス状炭

化 物 付

着。

11 土師器

小形甕

一　

　

一
　

　

・

７

口縁は弱 く「 く」字

形を呈す、胴部は

丸味をもつ器壁は

厚い。

ロクロ成形、体部

下半横位 の箆 削

り。

焼成は普通、胎土

中に秒粒含有、色

調赤褐色を呈す。

χ
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1粘土 (花 商岩秒 を含む )

2褐色土層 (焼 上粒 を含む )

3貼 り床 (ロ ーム混入の黒色土 )

4黒色土層 (ロ ーム粒子 を含む )

5黒色土層 (炭 化物 を含む )

第73図 第13号住居址 (%)

第13号住 居 l■ (第 73図 )

検 出状 況  本址はB-25グ リットにカマ ド袖石、遺物が発見されそれにより存在が明らかと

なった。掘 り込みが黒色土中よりなされていたために不明確で、プランの検出には至らなかった。

しかし、残存する貼 り床等より不確定ながらもプランは推定し得た。覆土は黒色土 (第 5層 )でプ

ラン確認はし難い。

遺構の構造  本址は東壁ほぼ中央部にカマ ドを有するもので、貼床範囲等より4.9×4.6mの

隅丸方形プランの住居址であると思われる。壁は黒色土中より掘 り込まれているために北・東・

南側共確認できなかった。西側についてはセクションにより確認でき、ローム粒を若千含む黒色

土 (第 4層 )に 12cmほ どの掘 り込みを持つ。床はロームを混入する黒色土を貼床 としており住居l■

の約/程度にしっかりしたものが検出されたに過ぎなかった。貼床は若千の凹凸を持ち西側に緩

やかに傾斜する形で構築されている。

カマ ドは東壁ほぼ中央部に設けられている。残存する袖石脇部に花蘭岩の風化による粘上が買占
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第74図  第13号住居址出土土器 (%)
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られていることよりる組み粘土カマ ドであると思われる。カマ ドは貼床 を大 きさ69cm、 深 さ 9 Cm

ほどにほぼ円形の掘 り方をもつ。両脇に花南岩の扁平礫 を直立させ粘土を貼 り固定させ袖部 とし

ている。燃焼部にはカマ ドに用いられていた粘土 (第 1層 )、 焼土を含む褐色土 (第 2層 )が堆積 し

ていた。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ドを中心 とする付近より灰釉陶器坑類が中心に出上した。また、

覆土中よりも上師器lTh類が分数出土している。

出土遺物 (第 74図 )

本址は土師器 。須恵器・灰釉陶器の皿・不・筑が割合多量に出土した。器形のわかるものを図

示したが、この他にもlThの 体部破片が出土している。特に灰釉陶器の接合不可能な細片がかなり

出土した。

灰釉陶器は皿・坑の器種があり、全て焼成は良好で堅緻なものが多い。素地は白灰色を呈する

ものが主休であるが、 1点責自色を呈するものがある。底部は回転糸切 り後高台部を付け周縁を

ナデ整形をするものが主体であるが、2点回転ヘラケズリにより調整されたものがある。

土師器不は焼成の余 り良 くない軟質傾向のもので、色調は明褐色及び橙褐色を呈する。すべて

体部が直線的に開くもので、底部は回転糸切 りで、切 り方が雑なものが数点見られる。内面が黒

色研磨されているものは 1点 だけであった。

図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 灰釉陶器

皿

12.3

2.4

高台径 6.5

休部は若千の丸味

をもち口唇部が若

千外反する、高台

は若千内傾する。

ロクロ成形、回転

糸切 り後周縁 をナ

デ。

焼成良好堅緻、釉

は自灰色を呈す、

素地は白灰色を呈

す。

% 重ね焼痕

跡。

2 灰釉陶器

皿

12.3

2.4

高台径 6.7

体部は若千の九味

をもつ、高台は丸

味のある方形断面

を呈す。

ロクロ成形。 焼成良好堅緻、釉

は透明である、素

地 は 白灰 色 を呈

す。

%

灰釉陶器

段皿

15,2

2.7

高台径 8.5

休音Бはほぼ直線白旬

|こ 開き口唇菩卜がタト

反する、高台は若

千外反、段部はや

や丸味をもつ。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好、釉は白

っばい発色、素地

は黄白色を呈す。

%

灰釉陶器

高台付

筑

13.0

4.3

高台径 7.0

休部は若干丸味を

もち口唇部が若千

外反、高台は丸味

をもち若千張る。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好、釉は白

っぽい発色、素地

は白灰色 を呈す。

%

5 灰釉陶器

高台付

坑

16.6

4.7

高台径 9.3

休部下半に丸味を

もち立ち上が り口

唇部が強 く外反、

高台は内反する形。

ロクロ成形。 焼成良好堅緻、釉

は透明、素地は白

灰色を呈す。

/
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

灰釉陶器 17.1 体部は丸味をもち

口唇都が若千外反

する、高台は丸味

をもち若干外反す

る。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後周

縁 をナデ。

焼成良好、釉は白

っぽい発色、素地

は白灰色を呈す。

%

7 灰釉陶器

高台付

筑

15,8

5.0

高台径 5.5

体部は若千の丸味

をもつ、口唇部は

若千外反、高台は

丸味をもち若干内

反。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り後周縁

をナデ。

焼成良好、釉は白

っぽい発色、素地

は白灰色。

%

灰釉陶器

高台付

坑

15.5

5,1

高台径 9.0

体部は直線的に開

き、中程で折れ稜

をなす、高台は方

形断面。

ロクロ成形、休部

下半箆削 り、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は白緑色を呈す、

素地は緻密で白灰

色を呈す。

%

灰釉陶器

高台付

坑

16.0

5。 1

高台径 8.5

体部は丸味をもち

口唇部 で外 反す

る、高台は丸味を

もち若千外反する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後周

縁をナデ。

焼成良好堅緻、釉

は透明、素地は緻

密 で 白灰 色 を呈

す。

%

灰釉陶器

高台付

坑

17.9

5,6

高台径10.0

体 部 は丸味 を も

つ、高台は丸味を

もち畳付部が平坦、

輪花状に口唇部に

亥1目 。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り後周縁

をナデ。

焼成 は良好 で堅

緻、釉は淡緑色 を

呈す、素地は緻密

で灰白色を呈す。

%

須恵器

邦

10,7

3.0

4.0

体部は九味をもち

口唇部が若干外反

する。

ロクロ水挽き、底

都回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に砂粒、褐鉄鉱粒

を含有、色調は橙

褐色を呈す。

%

土師器

不

15.2

4.6

7.3

休部は直線的に開

く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り、内面

黒色手法。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は茶褐色

を呈す。

%

土師器

lTh

11.8

3.0

5.4

底部より若干の九

味をもちほぼ直線

的に開 く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

砂粒含有、色調橙

褐色を呈す。

ほtF

完形

底部中央

に穿子し。

不

土師器 12.7

3.8

6.9

底音Ьよイ)ほぼ薩E線

白勺に月qく 。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成は良 くなく軟

質、胎土中に砂粒

含有、色調は明褐

色を呈す。

′よIF

完形

内部口縁

部付近に

炭化物。
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図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

土師器

邦

11.9

3.3

6.0

底菩Бよりほぼ直線

的に立ち上が り上

半部で折れ口唇部

が若千外反する◇

ロクロ成形、底吉h

回転糸切 り。

焼成は普通でやや

軟質、色調は橙褐

色を呈す。

%

土師器

17h

11.3

3.7

5。 8

底苦Ьよイタイ本音Бイよほ

ぼ直線的に立ち上

がる。

ロクロ成形、底部

は雑 な回転 糸切

り◇

焼成は普通でやや

軟質、色調は明褐

色を呈す。

%

土師器

邪

11.5

3.4

5。 7

直線的に立ち上が

り休部中程で折れ

る、口唇部は若千

外反する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に褐鉄鉱粒 を含有

する、色調は橙褐

色を呈す。

%

土師器

高台付

17h

13.3

5.5

高台径 7.4

体部は直線的に立

ち上が り口唇部で

若干外反する、高

台は高 く内反する

形をとる、全体的

にゆがみのある器

形。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り痕を

ナデ消す。

焼成良好、胎土中

に長石 粒 等 を含

有、色調は橙褐色

を呈す。

完形

土師器

高台付

筑

15.1 体部は直線的に開

く。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後周

縁をナデ。

焼成は良好、色調

は赤褐色 を呈す。

%

第14号住居址 (第 75図 )

検 出状況  本址は13号 住居址貼床下にあり重複関係をもつ住居址である。北 。西側のプラン

は黒色土系の上層内に設けられていたため、この部分の壁については判然としなかった。しかし

東南コーナー部、北壁側周濤が検出されたことから、不確実ながらもプランは推定し得た。覆土

はローム粒を若千含む黒色土 (第 3居 )の単一層で、内部に20～30cmほ どの礫を含む。

遺構 の構造  本址は南 。東コーナー部、北壁側周濤等より4.2× 4.6mの隅九方形プランの住

居址であると思われる。壁は南 。東恨1は ローム層内に掘 り込み、北 。西壁はローム粒を含む明黒

色土 (第 4層 )内 に検出された。残存壁高は30cmほ どでしっか りしている。周濤は北壁側の一部に

深さ4 cmと 浅いものが見られる。床は地山面を直接床 としているため、地山礫が床面に突出して

いる。全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。柱穴は南コーナー部に一箇所楕円形を呈する

ものが見られ、深さは14cmを計る。カマ ドは検出されなかった。

遺物の 出土状態 遺物は覆土中より若千出上した。墨書をもつ黒色土器不 (第 76図1'3)は 南

壁よりず り落ちた形で遺存した。

出土遺物 (第 76図 )

出土した遺物は土師器lTXが主体である。不は全て黒色土器である。
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第76図  第14号住居址出土土器 (%)
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 土師器

不

14.0

4.2

6.1

体部は九味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後全

面手持ち箆削 り、

内面黒色手法で放

射状研磨。

焼成は良好だがや

や軟質、胎土中に

砂粒 を含有、色調

は赤褐色 を呈す。

完形 休 著卜 に

「賀」?墨

書。

土師器

J7h

14.7

3.8

7.1

体部上半に丸味を

もち立ち上がる。

ロクロ成形、糸切

り後手持 ち箆 削

り、内面黒色手法

で放射状研磨。

焼成はやや軟質、

胎 土 中 に砂 粒 含

有、色調赤褐色を

呈す。

|ま tヂ

完形

3 土師器

不

12.7

3.6

6.2

体部はほぼ直に立

ち上が り口唇部で

若干外反する。

ロクロ成形、糸切

り後軽 く箆削 り、

内面黒色手法。

焼成は良好、胎土

中に砂粒を含有、

色調は赤褐色を呈

す。

% 体部に逆

に「金」?

墨書。

4 土師器

17h

12.5

4.0

7.3

休部は若千の丸味

を もち立 ち上 が

る。

ロクロ成形、糸切

り後軽 く箆削 り、

内面黒色手法。

焼成良好、胎土中

に砂粒含有、色調

は赤褐色を呈す。

ほIF

完形

5 須恵器 12.7

頸音M登 9.4

頸部は上部に外反

し、回縁部は強 く

外反する、口唇は

ほぼ直に立つ。

ロクロ成形で胴都

と頸部は積み上げ

となる。

焼成良好、色調は

茶灰色を呈す。

口 縁

著Ь

%

土師器

小形甕

12.7 口縁 部 は外 反 し

「 く」字形を呈す、

胴 都 は丸味 を も

つ。

体部にカキロ。 焼成良好堅緻、色

調 は茶褐 色 を呈

す。

口縁

著Ь

%

第17号住居址 (第 77図 )

検 出状 況  本址は16号住居 l■覆土上に貼床がなされてお り、16号住居址の精査に伴ない存在

が明らかにされた。住居址は掘 り込み等が不明確であリプランは貼 り床の範囲、北・西側コーナ

ー等により大略のプランを推定 し得た。

遺構の構造  本址は床面積の%ほ どが貼床で、部分的に不明瞭な箇所もあリプラン確認はし

難かつた。北・西側コーナー部及び南側コーナーに位置する柱穴等より推定すると、4.7× 2.9m

の隅九長方形プランの住居址と思われる。壁の掘り込みは不明確であり北西壁は1～ 2 cmほ どの

ものである。柱穴はPl～ P5ま で検出されPl、 P2、 P4が隅柱と考えられる。Plは 8 Cm、 P2は 12cm、

P4は 5 cmと 浅いものが目立つ。床は全体的に軟弱で凹凸がある。貼床は住居址南イ員]%ほ どにロー

ム粒を多量に含む褐色土を埋め床としている。

遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかったが、貼床土層

内より鉄鏃が出土している。
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第17号住居址出土鉄製品 (%)

鉄製品 (第 78図 )

1は有茎雁式の鉄鏃で、現た長10.3cm、

最大幅3.5cmで尖頭部は片刃状断面をな

し、茎部は長方形断面を呈する。15号住

居址貝古床内より出上している。

1.黒色土層

2.焼土

3.黒褐色土層(ロ ーム粒を含む)

第77図 第17号住居址 (%)

第 21号住 居 址 (第 79図 )

検出状況 本址は20号住居址を精査中に検出されたものである。住居址内部は暗渠、耕作等

により攪乱されている。住居址の%ほ どを調査したに過ぎずプラン等については不明確であった。

遺構の構造 本址は内部が暗渠、耕作等により攪乱されており、南壁の掘り方が検出された

だけである。掘り方は褐色土層中より掘り込まれていたと思われるもので、南コーナー部におい

て残存壁高は14cmである。床は攪乱により凹凸が見られるが、ほぼ水平に構築されていたものと

思われる。

遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。
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第79図 第21号住居l■ (%)
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1.耕作土層
2.本国床土層(鉄分沈

―
澱)

3.黒褐色土層
4.赤褐色主層(鉄分沈澱)

5.黒 色土層

第80図 第22号住居址 (%)
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第22号住居址 (第 80図 )

検 出状況 本址はB-44グ リッドにカマ ドの袖石が検 出され、これを中心に精査を進め、プ

ランの把握に努めた。住居址の約%が用地外にある。プランは地山礫層内に設けられていたため

か、カマ ド周辺については判然としなかった。覆土は黒色土 (第 5層 )の単一層で内部に拳大の礫

を含んでいる。

遺構 の構造  本址は%ほ どが用地外のため規模等については不明であるが、東・西コーナー

部等より考えて隅丸方形プランを呈する住居址であると思われる。主軸方向はカマ ドの位置等よ

りN73° Eを 向 くと思われる。本址は地山礫層内に掘 り込んでいるために、その掘 り方は不規則で

ある。残存壁高は16cmほ どである。地山礫面を直接床 としており、床面は凹凸が見られ、東壁側

に緩やかに傾斜する形で構築されている。

カマ ドは袖石 と思われる礫が数イ固遺存していただけである。カマ ドに関わる掘 り方等は検出さ

第81図 第22号住居址出土土器 (1～ 9はあ、10は %)
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れず規模等は不明である。

出土遺物 (第 81図 )

本址より出土した遺物は土師器、灰釉陶器のlTh類 と土師器羽釜であり、その他の遺物は出土し

なかった。

灰釉陶器は坑の類で、口縁部の外反するものと、しないものに分けられる。素地にも差異が見

られ責自色のものと、白灰色のものがある。土師器不類は高台付筑と杯に分けられ、高台付坑は

休部に丸味をもつ高台部が高いもので、底部は糸切 り後高台を貼 り付け、底部全面をナデ整形し

ているものである。胎土・焼成 。色調も類似 している。不は体部が直線的に開くもので、底部は

回転糸切 りによるものである。

図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

1 灰釉陶器

高台付

坑

17.1

6.3

高台径10.6

体部は若干の九味

をもち口唇部で外

反する、高台は外

に開き方形断面。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り。

焼成良好、釉は白

色、素地は黄白色

を呈す。

%

2 灰釉陶器

筑

17.6 休部は丸味をもち

口唇 部 が外 反 す

る。

ロクロ成形。 焼成良好堅緻、釉

は透明、素地は緻

密 で 白灰 色 を呈

す。

%

3 灰釉陶器

高台径 5.5

高台は低 く丸味を

もち内側に向 く。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後高

台を貼 り付ける。

焼成良好、胎土中

に砂粒含有、素地

は灰色を呈す。

底部

4 土師器

不

11.6

3,7

5。 1

体部は若千の九味

をもち折れながら

立ち上がる、 口唇

部が外反。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成良好堅緻、胎

土中に若干砂粒含

有、色調は橙褐色

を呈す。

%

5 土師器 一
　

一　

　

・
８

底部より折れ体部

に丸味をもつ、筑

形になるものか。

ロクロ成形、底都

は回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

底部

%

6 土師器 一
　

一　

　

・

１

底部より外反する

形で開 く、底部が

厚 く切 り高台状 を

なす。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は茶褐色

を呈す。

底部

7 土師器

高台付

軌

16.4 体都中央部で折れ

稜をなす、口唇部

は若千外反する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り後高

台を貼 り付ける。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は茶褐色

を呈す。

%

8 土師器

高台付

高台径 7,7

体部は丸味をもち

立ち上がる、高台

は若干外反する。

ロクロ成形、高台

を貼 り付け底面を

ナデ整形。

焼成良好、色調は

橙褐色を呈す。

底部

-90-



図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

土師器

高台付

高台径 8.0

高台は強 く外反 し

炉もし̂
。

ロクロ成形、高台

を貼 り付け底面を

ナデ整形。

焼成良好、色調は

橙褐色を呈す。

底部

土師器

羽釜

32.5 体部は若干の九味

をもつ、鍔部は傾

斜する。

器面は箆削 りされ

ている。内面はハ

ケナデ。

焼成は良好、胎土

中に若千の石英粒

含有、色調は茶褐

色を呈す。

ど
Д
甥
――
ョ
洲
Ｍ
瑚
Ｈ

∞ヽ

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

ω

″ご

第27号住 居址 (第 82図 )

検出状況 本址はG-43グ リッ

ユ

第32図 第27号住居址 (%)

ドにカマ ドの袖石 らしきものを検出し、その存在が明らかにな
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50

第83図 第27;住居址出土土器 (%)

った住居址である。カマ ド及び住居址の掘 り方等は開田の際にすべて攪乱され、カマ ド袖石、カ

マ ド周辺に床面が若干見 られただけであった。

遺構 の構造  本址は開田による攪乱が激 しく遺構のプランの把握はできなかった住居址であ

る。床面はカマ ド袖石 と思われる付近を中ッと、に堅緻な面が若千見られたが、他の部分については

攪乱により破壊されていた。床上面には数十個の礫が散在しており、遺存する位置等よリカマ ド

に関わるものではないかと考えられる。周濤は西壁側に設けられていたと思われるものが検出さ

れた。深さは10cmほ どで割合しっか りしている。

カマ ドは袖石 と思われる扁平礫を1枚遺存するだけで、掘 り方に関わるものは見られなかった。

袖石はしっか り床面に直立し根本に小礫 を支う形をとっている。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ド付近、黒色土中より出上した。この他には床上に散在する礫

内よりも土師器不等の破片が出土している。

出土遺物 (第 83図 )

本址より出上した遺物は土師器不類が中心で、図示 した5点の他は土師器lThの 胴部細片が若干

出土している。

土師器不は体部がほぼ直線的に開 く器形をなし、底部は回転糸切 りである。胎土・焼成・色調

はすべて同じである。

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 土師器

不

11.0

3.2

5.7

休菩凸はほぼ直線白t

に立ち上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

ほtF

完形

2 土師器

郭

10.8

3.0

6.2

体部は若千の丸味

をもち中程で折れ

稜をなす。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

,ユ IF

完形

内面口縁

部にスス

状炭化物
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

3 土師器

不

10.1

4.0

5,1

底部で折れ稜をな

し体音卜はほtF直線

白tに F隔 く。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は橙褐色

を呈す。

%

4 上師器

不

11,1

3.0

6.6

底部付近で折れ若

千九味をもち立ち

上がる。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成良好、色調は

橙褐色を呈す。

%

5 土師器

高台付

高台径 8.5

高台は中程で折れ

稜 をな し外 反す

る。

ロクロ成形。 焼成は余 り良 くな

く軟質、色調は橙

褐色を呈す。

底部

χ

∞ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞

くヽ

Ｈ
ゝ

，

ｒ
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‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

―

‐ ―

＜

∞
　
　
　
　
寸

1.粘土層(焼土粒を含む)

2.赤褐色土層(焼土粒を含む)

3焼土
4.褐 色土層(ロ ーム焼土粒を含む)

第84図 第28号住居址 (%)

第28号住居址 (第 84図 、図版24)

検 出状況 本址は1-28グリッドを中心に黒色上の落ち込みが確認されその存在が明らかとな

った住居址である。住居址の%ほ どは用地外に当たるため、プラン全体の把握には至らなかった。

覆土はローム粒を含む黒色上の単一層であった。

遺構の状態  本址は%ほ どが用地外のため、カマ ドを中心 とした東壁側が検出されたのみで、

プランの把握には至らなかった。東壁の掘 り込みはしっかりしており、残存壁高は20cmほ どで、

ほぼ直に立ち上がる。周濤は東壁の一部に検出され、幅の広い深さ30Cmほ どのものである。床面

は全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。

カマ ドは粘土カマ ドで東壁ほぼ中央部に設けられている。壁を71cm幅 でU字形に切 り込み、床

に大きさ54cm、 深さ5 cmの掘 り方をもつ。カマ ド内には、焼土粒混 りの赤褐色土 (第 2層 )が充満

し、袖・天丼部は若子の焼土粒を含む粘土 (第 1層 )で構築される。なお、燃焼部底には焼上が厚
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          第85図 第28号住居址出土土器(%)

さ 2 cmほ ど堆積 していた。カマ ド内か ら須恵器塊・甕等が出土した。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ドを中心に若千の上器片が出土したに過 ぎない。

出土遣物 (第 85図 )

本址より出土した遺物は図示 したものだけでその出土量は極めて少ない。

出土した土器の器種は蓋・不 。甕で、蓋・不が須恵器である。2の不は作 りの良いものである、

この他に鉄製品破片が出土している。

1は須恵器蓋で鉦の部分等を欠損している。器形は口唇部が一端折れてから内傾するものでロ

クロ水挽きによる。焼成は余 り良 くなく軟質を呈し色調は白灰色を呈する。法量は口径が15,6cm

である。

2は須恵器坑で%を欠損する。器形は体部が底部際で丸味をもって立ち上がる。底部は回転糸

切 り後周縁をヘラ削りする。焼成は良好で堅緻である。胎土中には混入物が少なく色調は青灰色

を呈す。法量は口径 12。 8cm器高4.9cm、 底径8.3cmで ある。

3は 土師器甕の底部で胴部・口縁部を欠損する。器形は胴部で5Bい 丸味をもって開くものと思

われるもので胴部外面は縦方向のヘラ削 りが施される。焼成は普通で色調は赤褐色を呈する。法

量は底径6.6cmでぁる。

鉄製品 (第 86図)1は 断面が長方形をなす鉄製品で、現在長6.Ocm、

最大幅0,7m、 厚さ0.5cmでぁる。形状等は鉄鏃等の茎部に類似する。

第86図 第28号住居址出土鉄製品(%)

第29号住居址 (第 87図、図版24)

検 出状 況  本 l■ は試掘の際にその存在が明らかとなった住居址である。本址はその%が用地

外であるが、カマ ド位置、東・西コーナー部の位置からプランを把握することができた。覆土は

3層 に分かれ、上部に炭化物を含む黒色土 (第 1層 )、 床上カマ ド付近にローム粒を含む黒褐色土
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Юο  潔§
⑥      V          DB

1黒色土層(炭化物を含む)

2.黒褐色土層(ロ ーム粒を含む)

3.褐色土層(ロ ーム粒を含む)

4.明褐色土層

5,粘土層

6.明褐色土層(焼土・粘土粒を含む)

7.褐色土層(粘土粒を含む)

第87図 第29号住居址 (%)

(第 2層 )、 第2層 よりもローム粒の含有が多く粘性の少ない褐色土 (第 3層 )が堆積する。

遺構 の構造  本址は北壁のほぼ中央にカマ ドを設ける住居址で、%ほ どが用地外のため規模

等は不明である。プランは東・西コーナー部から隅丸方形を呈するものと考えられる。主軸方向

はN22再Vを 向くと思われる。壁は褐色土層より掘 り込まれておりしっか りしている。残存壁高は

21cmで若干の傾斜を持ち立ち上がる。柱穴は西壁側に 1箇所検出された。深さ8 cmと 浅いもので

ある。周濤は幅 8 cm、 深さ5 cmほ どのものが西壁コーナー付近より検出されているに過ぎない。

床はカマ ドを中心に堅緻な部分が見られるが、西コーナー付近は若千軟弱な部分がある。床はほ

ぼ水平に構築されている。カマ ドは北壁ほぼ中央部に設けられている。遺存する袖石脇部に粘土

が貼られることより石組み粘土カマ ドであると思われる。

カマ ドは大きさ66× 122cm、 深さ12cmの 楕円形の掘 り方をもち、両脇に 3個ずつの扁平礫を直立

させ粘上により固定させ袖部としている。燃焼部上部には天丼部に貼ってあったと思われる粘土

(第 5層 )が、底部には焼土粒・粘土粒を含む明褐色土 (第 6層 )が堆積 していた。また、燃焼部奥、

煙道部立ち上が りに地山礫が突出している。焼土等の堆積は見られなかった。また、焚口部付近

にはカマ ドに貼ってあった粘上が崩壊 し堆積 していた。
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第88図 第29号住居址出土土器 (%)

遺物の 出土状態

カマ ドを中心とした付

近より遺物は出土し、

墨 書 を持つ土師器不

(第 88図 1)がカマ ド右

側より出上している。

出土遺物 (第88図 )

本址より出土した遺

物は極めて少なく図示

したものだけであった。

出土した土器の器種

は不・甕で全て土師器

である。

1は土師器不で全体の%を遺存する。体部は若子の九味をもち立ち上がる。ロクロ成形で体部

下半は一段の箆削 りが施される。底部は回転糸切 りである。内面は黒色手法を用い体部は放射状、

口縁部は横方向の研磨が施される。焼成は良好で胎土中に褐鉄鉱粒を含有する。色調は赤褐色を

呈する。なお、体部の相対する部分に逆位で「本」の墨書を持つ。法量は口径16.6 Cm、 器高5,3cm、

高径7,lcmを 計る。

2は 土師器長胴甕の口縁部である。器形は口縁部が強 く「く」字形に外反し肩部に若千の稜を

なすものである。内外面共に刷毛により整形されている。焼成は良好で胎土中に砂粒、雲母を含

み色調は茶褐色を呈する。法量は口径28.Ocmを 計る。

第 30号住 居 址 (II区 1号住唇址)(第 89図 )

検 出状 況  本址はHttD-2グ リッドよリカマ ドを検出しそれにより存在が明らかになった住

居l■である。北 。東壁共に掘 り方はしつか りしており容易にプランが検出された。覆土は 2層 に

分かれ、上部に若干炭化物を含む粘性のある黒色土 (第 1層 )、 床上にはローム粒 を含む黒色土

(第 2層 )が堆積する。壁際には黒褐色土 (第 3層 )、 暗褐色土 (第 4層 )、 褐色土層 (第 5層 )三角堆

積状になっている。カマ ド付近はカマ ドの貼 り粘上が流れ、粘土を含む褐色土 (第 6層 )が堆積す

る。

遺構の構造  本址は3.6× 3.8mの コーナー部が丸味を帯びる隅丸方形プランの住居址である。

主軸はN75° Eを 向 く。壁の掘 り込みはしっか りしており、北壁側で残存壁高24cmを 計る。南・西

壁は7号住居l■a土内より掘 り込んでいる。壁は直に立ち上がる。周濤は西コーナー部に不規則

な幅広の深さ9 Cmほ どのものが検出された。柱穴は北コーナー部に深さ9 Cmの Plが検出され隅柱

と考えられる。床は全体的に堅緻でほぼ平坦に構築されている。カマ ドは東壁ほぼ中央部に設け

-96-



1黒色土層 (炭 化物 を今む )

2黒色土層 (ロ ーム粒 を含む )

3黒褐色土層

4暗褐色土層

5褐色土層

6褐色土層 (粘 土を含む )

B―      ― BI

「

、 6ハ
C―     ―

一

第89図 第30号住居址 (%)

られており、今回の調査において最も遺存状態の良いものであった。遺存する状態より見ると石

組み粘土カマ ドであると思われる。

カマ ドは大きさ74× 68cm、 深さ5 cmの楕円形の掘 り方ををもち、両脇に扁平礫を4枚ずつ直立

させ粘上により固定させ袖部としている。燃焼部には焼土粒を含む黒褐色土 (第 2層 )、 下部には

焼土粒を含む褐色土 (第 3層 )が堆積 していた。焼土は左側袖部に10Cmほ ど堆積 していた。また、

第 3層 内には天丼部に関わると考えられる扁平な礫が数個崩落していた。煙道部は扁平礫をハ字

状に直立させ短いものを作っている。カマ ド右側住居址西コーナー部に、ほぼ扁平な人頭大の礫

を6個 U字状に配したものがあるが、どのような性格の遺構であろうか。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ドを中心 とした覆土内より出上した。カマ ド内第 3層 より上師

器甕破片が出上している。住居址南コーナー覆土第 2層上面より八稜鏡が12× 9 cmほ どの板材の
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1黒 色土層
2黒褐色土層 (焼 土粒子を含む )

3褐色上層 (焼 土粒子 を含む )

4.焼土

5黄褐色土層(粘土 )

第90図 第30号住居址カマド(%)

上に載つた状態で 3面出上した。土層

の堆積状態等より直接同住居址に伴な

うものとは考えにくく、むしろ同住居

址が自然堆積 してヤ|く 過程においてで

きた窪地内に置かれたものと考えるの

が妥当であろう。

出土遺物 (第 91図 )

本址より出土した遺物は、図示した

ものの他に土師器甕の胴部破片があ

る。須恵器瓶や土師器甕の器種が存在

した。

土師器甕は胴部が球形に脹らむもの

が主体で、口縁部が「く」の字形に外反

するものと、「コ」の字形に外反するも

のに分けられる。整形は胴部がヘラケ

ズリされるもので、胎土・焼成は良好

で器壁は0。 4cmと 薄いものである。

|

第91図  第30号住居址出土土器 (%)
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 須恵器

高台付

高台径 8.6

休部は底部際で折

れ直に立ち上がる

高台は断面方形 を

なす。

底部 は回転箆 削

り、高台は付高台。

焼成良好堅緻、色

調 は灰 黒色 を呈

す。

底部

2 須恵器

長頸瓶

一
　

一
　

・

２

胴部下半は弱い立

ち上が りで上半部

に最大径 をもつ、

外開きの高台で畳

付部は平坦。

底部 は回転箆 削

り、 】同吉r下半に 4

段の回転箆削 り。

焼成は堅緻、胎土

緻密、色調は灰黒

色を呈す。

胴都

%

3 土師器

胴張甕

16.5 口縁部は「 く」字形

に折れ胴部は球形

に脹 らむ、肩部弱

く張る。

口縁部は横ナデ、

胴部は縦方向の箆

肖1り 。

焼成良好、胎土中

に混入物 が少 な

い、色調は茶褐色

を呈す。

聴
部
％

土師器

胴張甕

19.6 口縁部は直立して

から弱 く上半部で

外半 し「コ」字形 を

なす、胴部は若干

脹らむ。

口縁部は横ナデ、

胴部横方向の箆削

り。

焼成良好、胎土中

に混入物 が 少 な

い、色調は茶褐色

を呈す。

聴
部
％

土師器

甕

一
　

一
　

・

２

】同部はほぼ直線的

に開 く。

胴部は縦方向の箆

削 り、底都 も箆削

り。

焼成良好、胎土中

に混入物 が少 な

い、色調は茶褐色

を呈す。

底 部

第92図  第31号住居址 (%)

するものと思われる。住居址の掘 り込みはしっか りしてお

凹凸の激しい軟弱なもので、礫が数個散在している。

第 31号住 居 址 (II

区 2号住居址)(第 92図 )

検 出状況  本址はII

区B-1グ リッドに黒色

上の落ち込み力`確認され

その存在が明らかとなっ

た住居址で、%ほ どが用

地外である。

遺構 の構造  本址は

全体の%ほ どを調査した

に過ぎず住居の規模等に

ついては把握できなかっ

た。西コーナー部等より

推定すると隅丸方形を呈
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遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土は見られなかった。

1黒色土層(ロ ーム粒を含む)

2.黒褐色土層

3.黄褐色土層

4.褐色土層(焼土・ローム粒を含む)

5.ロ ーム粒混入焼土層

6.黄褐色上層(焼土粒を含む)

7.粘土層

8.焼土

第93図 第32号住居址 (%)

第 32号住 居 址 (II区 3号住居址)(第 93図 、図版25)

検 出状 況  本l■はHttC-5グ リッドに黒色土の落ち込みが確認されその存在が明らかとなっ

た住居址である。覆土は 2層に大別され、住居址ほぼ中央部にローム粒を含む黒色土 (第 1層 )、

カマ ド周辺、西壁寄 りには黒褐色土 (第 2層 )、 西壁際には黄褐色土 (第 3層 )が堆積 している。

遺構 の構造  本址は東壁ほぼ中央部にカマ ドを設ける住居址で、3.6× 3.8mの南コーナー部

が九味をもつ隅丸方形を呈するプランの住居址である。主軸方向はN71° Eを 向 く。壁は掘 り方も

しっか りしており、残存壁高は18cmほ どで緩やかな傾斜をもち立ち上がる。柱穴は西コーナー部

に1箇 所Plが検出された。Plは深さ1lcmほ どで隅柱 と考えられる。床は住居址内南東範囲を中心

に堅緻な箇所が見られる。北壁側は地山礫面を直接床 とするため、礫の突出が見られる。床はほ

静 逍東滝島⊂
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ぼ水平に構築されている。

カマ ドは東壁ほぼ中央部に設けられている。土層状態等より石組粘土カマ ドであると思われる。

カマ ドは大きさ64× 60cm、 深さ18cmほ どの円形の掘 り方を燃焼部としている。袖石は扁平礫を燃

焼部背部に直立させ粘上により固定させている。燃焼部には焼土 。ローム粒を含む褐色土 (第 1

層)、 ロームブロックを含む焼上混りの褐色土 (第 2層 )、 下部に焼土粒を含む黄褐色土 (第 3層 )が

堆積していた。焼土は焚口付近に 5 cmほ ど堆積 し、天丼部に関わる礫が若千遺存した。カマ ド右

側に第 1号住居l■のように礫を配した箇所が検出された。礫は 1号住居址のものに比べ小さく、

礫の配し方も不規則であった。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ド付近の覆土内より出上した。また、カマ ド第 2層 内より土師

師器甕の破片が出上している。

出土遺物 (第 94図 )

第94図  第32号住居址出土土器 (%)

本址より出上 した遺物は図示

したものの他に土師器甕の胴部

破片がある。

土師器甕は口縁部が「コ」の

字形 をなすものと、「 く」の字形

をなす ものに分けられる。両者

共にハケナデ整形で焼成、胎土

等が類似する。

1は土師器長胴甕で口縁部 を

遺存 している。器形は口縁部が

弱 く直立 してから上半部が強 く

外反する「コ」字形をなす。胴

部は若干脹むようである。胴部

内外面共に刷毛ナデ整形される。

焼成は良好で、胎土中に雲母 を

含む。色調は茶褐色を呈する。

法量は日径22,9cmを 計る。

2は 土師器長胴甕で口縁部が

遺存する。器形は口縁部が外反し「 く」字形 をなすもので胴部が若千張る。内外面共に刷毛ナデ

整形される。焼成は良好で胎土中に砂粒 を含有する。色調は赤褐色を呈する。法量は口径22.3cm

を計る。

1 0Cm

-101-



滋ら唸

1.褐色土層(焼土粒を含む)

2.赤褐色土層(焼土粒を含む)

第95図 第33号住居址 (%)

第 33号住 居 址 (II区 4号住居址)(第95図、図版26)

検 出状 況  本址はIIttC-8グ リッ ドにカマ ドの袖石 と思われる礫が検出され、その存在が明

らかになった住居址である。%ほ どが用地外であるが、カマ ドの位置、南コーナー部よリプラン

を把握することができた。覆土はローム粒 を若千含む黒色上の単一層である。

遣構 の構造  本址は住居址東コーナー部にカマ ドを設けるもので、住居の/ほ どが用地外に

あるため、規模等については不明であるが、東・南コーナー部より東・西壁を若千張る横長の隅

九長方形を呈する住居址であると考えられる。主軸方向はN74° Eを 向 くと思われる。残存壁高は

12cmほ どで、ほぼ直に立ち上がる。南壁は地山礫層内に掘 り込まれており不整形である。床は住

居址内南側が地山礫面を直接床 としているため礫が突出し凹凸が激しい。

カマ ドは住居址コーナー部に設けられている。袖石が左右 2枚ずつ直立した形で遺存している。

燃焼部は34× 35cm、 深さ6 cmほ どの掘 り方を持っている。

内部には焼土粒を含む褐色土 (第 1層 )、 焼土粒を含む赤褐色土 (第 2層 )が堆積 していた。また、

1層上面には扁平な礫 と高台jThが遺存 していた。カマ ドの左横には、細長い礫を5個組み合せ長

方形に配した遺構が検出された。カマ ドに伴なう遺構であると考えられる。
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10。 m

第96図  第33号住居址出土土器 (%)

遺 物 の 出土状 態 遺物はカマ ドを中心 とした付近より出土 した。

特にカマ ド際床上 より上師器不が重なり合った状態で出上 している。

また、カマ ド内よりは高台不が煙道付近より崩落 した形で出土 してい

る。

出土遺物 (第 96図 )

本址より出土した遺物は図示 した土師質土器の皿類がすべてである。

土師質土器皿は胎土中に混入物の少ない橙褐色を呈するもので、器

形は直線的に広 く開き器高の低いものである。底部は回転糸切 りで割

合雑な切 り方のものである。また、底部の作 りも厚 く切 り高台的であ

る。上器の状態を見た場合「カワラケ」に近い様相を示す。

鉄製 品 (第 97図 )1は 刀子破片で現在長2.6cm、 最大幅0.8cm、 厚さ

0.2cmを 計る。2は有茎雁式の鉄鏃で、現在長11.2cm、 最大幅3,lCmを計

る。尖頭部は片刃で茎部は長方形断面をなす。15号住居址より出土し

たものより細身の感のするものである。

丁

磯 |

0                   5Cm
l          ,          I

第97図 第33号住居址出土

鉄製品 (%)

図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び】台土 残存 備  考

] 土師器

皿

9。 6

1。 9

5,2

底都より折れ直線

的に開き中程で折

れ稜をなす、口縁

部はタト反、 底部は

厚 く切 り高台状。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成は普通、胎土

中に砂粒含有、色

調 は赤褐 色 を呈

す。    _

% 土師質土

器 に 近

い。

土師器

皿

一
　

一　

　

。

５

底都より折れ弱い

丸味をもち直線的

に開 く、底部は厚

く切 り高台状 を呈

す。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り◇

焼成は普通、胎土

中に混入物が少な

い、色調は橙褐色

を呈す。

% 土師質土

器 に 近

い。
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

土師器

皿

10.6

1.8

5.4

体部は底部より直

線的に開き中程で

折れ稜をなす、口

縁部は外反する、

底部は厚 く切 り高

台状を呈す。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成は普通、胎土

中に混入物が少な

い、色調は橙褐色

を呈す。

% 土師質土

器 に 近

い

土師器

皿

10.6

2.6

5.5

体部は底吉hよ り直

線的に開 く。

ロクロ成形、底部

は雑 な回転 糸切

り。

焼成は普通、胎土

中に混入物が少な

い、色調は橙褐色

を呈す。

% 土師質土

器 に 近

い

土師器

皿

9.9

2.0

5.0

体部は弱い丸味を

もち口縁部が若干

外反する。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り。

焼成は普通、胎土

中に若千の砂粒含

有、色調は黄褐色

を呈す◇

% 土師質土

器 に 近

V｀

土師器

高台付

不

19。 1

6.3

高台径10.9

休部は丸味をもち

口縁部が若干外反

する。高台は「ハ」

字状に外反する。

ロクロ成形、底部

は糸切 り後高台を

付 け周縁 をナデ

る。

焼成は普通、胎土

中に混入物は少な

い、色調は赤褐色

を呈す。

%

第 34号住 居 址 (II区 5号住居址)(第 98図 、図版26)

検 出状況  本址はHttB-10グ リッドを中心に黒色上の落ち込みが検出され、その存在が明ら

かとなった住居址である。住居址が掘 り込まれている褐色土層は水田耕作により攪乱が激しくプ

ラン確認は難しかった。覆土は黒色上の単一層であるが、上面が攪乱されている。なお、西壁寄

り床上17cmほ どの部分に焼土が見られる。

遺構 の構造  本址は4.0× 3.8mの若千西コーナー部を張る隅九方形プランを呈する住居l■で

ある。主軸方向はN27° Wを向 く。壁の掘 り込みは褐色土中よりで、西壁の一部は攪乱のため不明

確になっている。残存壁高は12cmほ どである。柱穴と思われるピットは西コーナー部に 1箇所検

出された。深さは 6 cmほ どで浅い。位置等より住居址の隅柱 と考えられる。床は全体的に軟弱で

あるがほぼ水平に構築されている。

カマ ドは北壁中央やや右寄 りに設けられている。土層状態等より石組み粘土カマ ドであると

考えられる。掘 り方は大きさ65× 60cm、 深さ13cmの ほぼ円形で、袖石を左右 1枚ずつ直立させて

いる。燃焼部内は上部に焼土粒を含む褐色土 (第 2層 )、底には焼上が堆積する。カマ ド右脇には 1

号、3号住居址と同様に 7個の礫をほぼ楕円形に配する遺構が検出された。礫は床上に扁平な面

を据えている。

遺物の 出土状態 遺物はカマ ドを中心に土師器lThが出土している。覆土内は攪乱が著しく遺

物の出土は見られなかった。
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辞

北島。
フ       〇

D

1,粘土層

2.褐色土層(焼土粒を含む)

3.焼土

一 B′

B―

第98図 第34号住居址 (1/0)

出土遺物 (第 99図 )

本址より出土した遺物は図示 したものがすべてである。

出上した土器は土師器不類だけである。不は体部に丸味をもち口縁部が外反するもので、底部

は回転糸切 りにより雑な切 り方をする。

1は土師器不で%を欠損する。器形は体部が九味をもち口縁部が強 く外反する。ロクロ成形で

底部は回転糸切 りである。焼成は普通で胎土中に砂粒を含有する。色調は責褐色を呈する。法量

は口径12.5cm、 器高4.Ocllla、 底径5。 9cmを 計る。

2は土師器17hで務を欠損する。器形は体部が九味をもち口縁部が外反する。ロクロ成形で底部

は回転糸切 りである。焼成は余 り良 くなく胎土中に多量の砂粒を含有する。色調は黄褐色を呈す

る。法量は口径13.8cm、 器高4.3cm、 底径6.5cmを 計る。

3は 土師高台付塊になると思われるもので底部のみを遺存する。器形は体部が丸味をもち立ち
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10Cm

第99図 第34号住居址出土土器 (%)

上がる。高台は内反する形 をとる。ロクロ成形で底部は回転糸

切 りである。焼成は良好で胎土中に混入物は少ない。色調は赤

褐色を呈する。法量は高台径8.Ocmを 計る。

鉄製品 (第 100図 )1は「コ」の字形をなす鉄製品で現在長6.2

Cm、 最大幅1.lCm、 厚さ0。 7cmで断面形は方形をなす。

第100図 第34号住居址出土鉄製品(/)

第 35号住 居 llL(H区 6号住居址)(第 101図 )

第101図 第35号住居址 (%)

検 出状況 本址はH

区F-19グ リッドに黒

褐色上の落ち込みが確

認され、住居址の存在

が明らかとなったもの

である。約%ほ ど用地

外のため、その北側%

ほどを調査したことに

なる。現在の耕作面よ

り40～ 50cmと 浅いため

住居址全体に攪乱が及

んでいる。

遺構 の構造 本址

は調査された部分が少

なくその規模等につい

ては不明であるが、確認されている西壁は2.5mで、割合 4よ 型ヽのものであると推測できる。残存壁

高は14cmで緩かな傾斜を持ち立ち上がる。床面

`ま

全体的に軟弱で凹凸が激 しい。柱穴と思われる

ピットは西コーナー部に深 さ38cmの ものが検出され、位置等より隅柱か と思われる。住居址内に

・∽

―
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深さ40cmの ピットが検出されたが、その上層等よ

遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるよ

鬱
え
⑭

◎恥

∞ヽ

‐

⑬

Ｐ

り考えて攪乱かと思われる。

うな遺物の出土はみられなかった。
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2褐色土層(ロ ーム粒を含む)

3.黄褐色土層

第102図 建築址1(%)

建 築址 1(第 102図 )

検出状況 本建築址はI tt I-14、 15グ リッドより柱穴列と思われる落ち込みが数箇所確認

されその存在が明らかとなったものである。なお、北東側柱穴は12号住居址と重複している。

遺構 の構造  本址は 2間 ×2間の形態をもち、主軸はN59° Eを 向く。柱問寸法は2.2mである

力f5の位置カリ8側 にずれている。

柱穴の覆土はローム粒を含む褐色土 (第 2層 )が堆積 している。Pl～P6に は柱穴のほぼ中央部に

黒褐色土 (第 1層 )が柱痕状に検出されている。
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遺物の出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。

第103図 建築址 2(1/m)

建築址 2(第 103図 )

検 出状況  本建築址は建築址 1の柱列検出に伴ないその存在が明らかとなったものである。

当初建築址 1の柱列の一部かと思われたが、主軸方向・柱穴の間隔等より別棟 と考え建築址2と

したo P2、 P3は用地外、P6は 2号住居l■覆土内に掘 り込まれており確認できなかった。

遺構 の構造  本址は2間 ×2間の形態をもつもので、主軸はN51° Eを 向 く。柱間寸法は2m
であるが、P5の位置力■6寄 りにずれている。

柱穴の覆土はローム粒を含む褐色土 (第 2層 )が堆積 しており、Pl、 P4、 P5の柱穴ほぼ中央部に

黒褐色土 (第 1層 )が柱痕状に検出された。

2号住居址と西側で重複しているが、P9が 2号住居址覆土上より床面にまで掘 り込まれている

事等より本址は2号住居址より新 しい時期に構築されたものと判断でき得る。

遺物の 出土状態 本址の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。
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第104図 建築址3(%)

建 築址 3(第 104図 )

検出状況 本址は3号住居址の調査に伴ないP5、 P8が確認され存在が明らかとなったもので

ある。

遺構 の構 造  本址は 2間 ×2間の形態をもつ ものと考えられ、主軸方向はN47° Eを 向 く。柱

間寸法は 2mである。P2は暗渠により攪乱されP4、 P6、 P7は住居址覆土内に掘 り込まれていたた

めに確認ができなかった。

柱穴の覆土はローム粒 を含む黒褐色上である。P5、 P8は建て変えが見 られ柱穴を旧のものの左

イ員1に 移動 している。

3号住居址 と重複 している力▼ 5、 P8が覆土内より掘 り込んでいる事等より本 l■が新 しいものと

判断できる。

遺物の出土状態 本l■の時期を決定付けるような遺物の出土はみられなかった。
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建 築 IL■ 4(第 105図、図版30)

検 出状 況  本址はH ttH―

14グ リッドより柱穴列と思われ

る落ち込みが数箇所確認されそ

の存在が明らかとなったもので

ある。なお、建築址の影は用地

外にある。

遺構 の構 造  本 l■は%ほ ど

を用地外に残すが、 2間 ×3間

の形態をもち主軸方向はN69° E

を向 くものと思われる。柱間寸

法は 1.6mと 他の建築 l■に比較

して短かい。柱穴の並び方はや

や不規則でP3が若千外側に外れ

る。

柱穴の覆土は粘性のある黒褐

色土 (第 2層 )で下部に褐色土 (第

3層 )が堆積する。Pュ 、P2、 P4、

P6に柱痕 と思われる黒色土の堆

積が見られる。

遺 物 の 出土状 態 本址の時

期を決定付けるような遺物の出

土はみられなかった。0

第105図 建築址4(%)

たとグく夢Jl(第 106図 )

検 出状況  本址は I ttE-8グ リッドを中心に柱穴と思われる落ち込みが検出されその存在

が明らかとなったものである。当初柱穴列は一列だけの確認であったが、10号、11号 、12号住居

l■に重複し相対する柱穴列が検出された。

遺構 の構造  本址の柱穴は重複が激しく数回に渡 り建て変えを行なっているようである。柱

問寸法は約 2mであるが定まった規格性は見られない。柱列間寸法は約4mでほぼ平行になる状

態である。柱穴の配列は若千のばらつきを持つ。

柱穴の覆土はローム粒を若千含む黒褐色土 (第 1層 )で下部に埋め土的なローム粒を含む褐色土

(第 2層 )が堆積するものがある。柱痕 と思われるような痕跡は確認できなかった。
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本址は柱穴配置等にばらつ きがある事等より

考えて建築址 として提えず柱穴列 とした。

遺物の出土状態 本址の時期を決定付ける

ような遺物の出土はみられなかった。

濤 1 (第 107図 )

検 出状況  I ttF-37グ リッドを中心に帯状

の落ち込みが検出されH-37グ リッドよりB―

40グ リッドに続 く濤 と確認された。

覆土は2層に分かれ上層に粘性のある黒色土

(第 1層 )、 下部に砂・ローム粒子を含む褐色土

(第 2層 )が堆積 していた。

遺構の構造 本址は全長29.5m、 幅2.lm、

深さ18cmの もので、割合幅広の浅い濤である。

全体形は「コ」字形を呈 し、長軸方向はN42ヽV

を向 く。濤の掘 り方は傾斜をもち断面形が逆台

形状をなす。

遺 物の出土状態 本址より出土した遺物は

非常に少なく第2層内より1点 出土しているだ

けである。

出土遺物 (第 108図 )

1 0Cm

第108図  溝 1出土土器 (%)

遺物の出土量は非常に少な く図示 した須恵器

筑が 1点 出土 しているだけである。

須恵器坑は体部が底部で強 く折れ直線的に開

くもので、高台部は弱い「ハ」字形をなす。畳付

部は平坦である。焼成は良好で堅緻である。胎

土は混入物が少な く緻密で色調は黒灰色を呈す
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B    
『

1.黒色土層

2.褐色土層(砂・ローム粒子を含む)

溝 2 1.黒 色土層(ロ ーム粒子を含む)

1.黒色土層(炭化物粒子を含む)

2.砂質層

K―      _K′

―
1.黒 色土層(炭化物粒子を含む)

0

第109図  濤 1～ 4の土層断面図 (%)

る。法量は口径14.8cm、 器高7.Ocm、 高台径9.5cmを 計る。

溝 2(第 107図、図版28。 29)

検出状況 本址はI ttI-43グ リッドよりE-69グ リッドに続く形で検出されたものでH tt B

-21グ リッドを中心に検出された濤に接続し用地外に延びるものと考えられる。

覆土は若千のローム粒子を含む黒色土 (第 1層 )の単一層で内部に拳大より人頭大の河原礫が含

溝 |

‐

E   ビ

溝 3

´
溝 4
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まれている。

遺構 の構造  本址はほぼ直線的に延びるもので、H tt B-21グ リッドを中心 として検出され

た濤に於いて濤 3と 接続する形をとる。東・西側共に用地外に延びている。検出部分は長さ約46

m、 幅2m～ 2.5m、 深さ約30cmで長軸方向はN88° Eを 向 く。濤の途中は堰により2箇所分断され

ている。濤は地山礫層を掘 り込んでおり掘 り方は不規則で立ち上が りは緩やかな断面形がU字形

を呈する。

遺物の 出土状態 濤内より遺物は第 1層 内の礫に混じって出上している。特にH-50・ 51・

52グ リッド周辺に集中する傾向が見られた。この他に濤内H-50グ リッドより瑞花双鳳八稜鏡が

一面出土している。八稜鏡は濤南側壁に近い位置に鏡面を表にしほぼ水平の状態で出上した。鏡

は溝底より22cm上位に検出され鏡面下には紡錘車、鉄器破片が鏡に伴なう形で出土している。出

土状態・土層状態等より考えると濤内に含まれる河原礫 と同時に鏡を投げ込んだものではなく、

濤を埋める段階に捺いて鏡・鉄製品を置いている状態である。またこの周辺には意識的にか河原

礫の散在が見られなかった。これら濤内より出上した遺物より推察して濤は平安時代末には埋め

られていたのではないかと考えられる。

出土遺物 (第 110。 111図 )

5

1 0Cm

第110図 濤 2出土土器 (%)

遺物の出土量は余 り多くな く図示 した灰釉陶器段皿 (1～ 3)、 灰釉陶器塊僻)、 土師器lTh(6～ 8)、

鉄製紡錘車、瑞花双鳳八稜鏡が出土 している。灰釉陶器段皿は底部回転糸切 り処理のものが主体
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である。土師器jThは 焼成の悪いもので黒色手法により内面を処理するものは見られない。

和鏡  1は直径

9,4cmの 八稜鏡 で

ある。縁は断面が

三角形 を呈 し厚さ

0.5cmである。外区

部は厚さ0。 25cm、

内区部は厚さ0,15

Cmである、なお、外

区径4.Ocm、 内区径

3.lcm、 鉦径 0。 7Cm

を計る。重量61g

である。文様は花第111図  溝 2出土和鏡・鉄製品 (%)

枝 1双に 1双の鳥を配したもので、鉦孔を横にした場合双′烏は斜状に対する位置に配されている。

鳥は鳳 と思われる。これらのことよりこの和鏡は瑞花双鳳八稜鏡かと思われる。鋳造は良 く文様

の不鮮明な部分などは見られない。また、全体形も整っており優品である。

鉄製 品 2は紡錘車で心棒 と糸車が残存している。欠損部が多く詳細な事は不明であるが糸車

は推定直径 8 cm位 のものであったと思われる。なお、心棒は曲が り糸車 と斜状に付いている。

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

l 灰釉陶器

段皿

13.5

2.5

高台径 7.5

体部は直線的に開

く、高台は方形断

面をなす、段部は

鋭利に切 り込まれ

ている。

底部は回転糸切 り

後周縁 をナデ。

焼成良好で堅緻、

素地は緻密で色調

は白灰色を呈す。

%

灰釉陶器

段皿

15,2

2.4

高台径 7.2

体部は直線的に開

く、高台は丸味を

もつ、 段吉卜
`よ

鋭不J

に切 り込まれてい

る。

底部 は回転 糸切

り◇

焼成良好堅緻、素

地は緻密で色調は

白灰色を呈す。

%

3 灰釉陶器

段皿

17.0 体部中間を強 く折

り曲げて段皿 とす

る。

焼成良好堅緻、素

地は緻密で色調は

白灰色、釉は淡緑

色を呈す。

%

灰釉陶器

高台付

筑

16.1

5,3

高台径 8.0

体部は丸味をもち

立ち上が り口唇都

は外反する、高台

は若千丸味をもち

張る。

ロクロ成形

下半箆削 り

回転箆削 り

立
口
　

立
ロ

体

底

焼成良好堅緻、素

地は緻密で色調は

自灰色、釉は淡緑

色を呈す。

% 内面に重

ね焼痕。
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

5 灰釉陶器

高台径 5。 1

体部は丸味をもち

立ち上がる高台

は方形断面を呈す

る。

ロクロ成形、底部

回転箆削 り。

焼成良好、素地中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は白灰色

を呈す。

底部

%

土師器

17H

16.6

5.3

8,2

体部は九味をもち

立ち上が り口唇部

が若干外反する。

ロクロ成形。 焼成は良 くな く軟

質、胎土中に砂粒

含有、色調は黄褐

色を呈す。

%

7 土師器

lTH

10.9

4,0

4.6

体部は丸味をもち

口唇部で若千外反

する。

ロクロ成形、底部

回転糸切 り。

焼成は余 り良 くな

く軟質、胎土中に

砂粒を含有、色調

黄褐色。

%

土師器

不

13.6 休音hは ,ユ ぼ直線的

に開き口唇が若千

内反する。

ロクロ成形。 胎土中に砂粒含有

で焼成軟質、色調

黄褐色。

%

溝 3(第 107図 、図版30)

検出状況 本址はI ttI-70グ リッドに於いて検出されたもので、H tt B-21グ リッドを中心

とした濤に於いて濤 2と 接続し用地外に延びる。

覆土は若子の炭化物を含む黒色土 (第 1層 )で第 1層堆積後に上層に砂質の層 (第 2層 )が堆積す

る。

遺構 の構造  本址はほぼ直線的に延びるものでH tt B-21グ リッドを中心に検出された濤で

濤 2と 接続する。東・西共に用地外に延びている。濤の途中は堰により分断されている。検出さ

れた濤の長さ15.3m、 幅2,7m、 深さ28cmで長軸方向はS50° Eを 向 く。濤は地山礫層内を掘 り込ん

でいる。濤の立ち上が りは西側が緩かで東側が直の立ち上が りになる。断面形はV状 をなす。

遺物の 出土状態 濤内より若千の上師器小片が出上しただけである。

渾禁4 (第 107図 )

検 出状況  本址はHttG-9グ リッドを中心に広い範囲に渡 り集石が検出され精査を進めるに

従いH tt G-105グ リッドよりE-15グ リッドまで続 く集石を伴なう濤として確認された。西端は

道路下となる為に調査できなかったが濤は延びるものと考えられる。

覆土は若千炭化物粒子を含む黒色土 (第 1層 )の単一層で内部に礫を含むが、礫の大きさは濤2・

3な どと比較して割合一定性を持っており人頭大に近い礫が含まれる。

遺構 の構造  本址はほぼ直線的に延びるものである。検出部分は長さ約38m、 幅約 2m、 深

さ約22cmで長軸方向はN75° Eを 向き濤 2と 若千の蛇行する形だが一直線になるような様子を示す。

また確認はできなかったがH tt B-21グ リッドを中心 とした濤 2・ 3の接続部と濤 4は接続して

いたとも考えられる。濤は地山内に掘 り込んでいる部分と黒色土層内に掘 り込んでいる部分 とに
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分かれ、掘 り方は緩やかな断面形がU字形を呈する。また滞の南側には河原様の礫が集中した範

囲があり用地外に延びている。

遺物の 出土状態 濤内よりの遺物の出土は第 1層 内より礫に混じった状態で少量出土してい

る。また直接的に濤内より出土はしていないが、濤より約4m北側に離れ30号住居l■覆土上より

八稜鏡が 3面出土しており、濤 2の例より類推するならば濤 4と 関わりをもつものとも考えられ

る。なお、濤 4の レベルと八稜鏡の発見されたレベルとでは若千八稜鏡発見のレベルの方が低い

が、竪穴住居址が埋没していく過程の窪地に鏡が置かれていたと解釈すると妥当ではないだろう

か。

出土遺物 (第 112・ 113図 )

出土遺物は少なく須恵器蓋、甕口縁部が出上しているだけである。なお、直接的に濤内より出

土した訳ではないが八稜鏡が3面付近より出土しており、出土状態等を考慮した場合濤との関係

も考えられ敢えてここで取り扱う。

1 0Cm

第112図 濤4出土土器 (%)

1は須恵器蓋で全体のほぼ%を遺存する。器形は口唇部が若干外傾 し天丼部は9,8cmの ほぼ平坦

をなす。天丼部中心に突起をもつ針が付 く。ロクロ水挽き成形で内側に弱いナデ痕を残す。天丼

部は2段の回転箆削 りが施される。焼成は良好で堅緻であり胎土は混入物の少ない緻密なもので

色調は茶灰色を呈す。法量は口径19.Ocm、 器高3.6cm、 飢径2.7cmを 計る。

2は須恵器甕の口縁部でほぼ%を遺存する。器形は口縁部が広 く外反し回唇部が直に立ち上が

る。外面は平行叩き目文工具により締められ内面は軽いナデ痕を残す。焼成は良好で堅緻である。

胎上の色調は紫を帯びた灰色で表面は青灰色を呈する。法量は口径31.8cmを 計る。

和鍔: 1は 直径8.3cmの八稜鏡である。縁は断面が三角形を呈し厚さ0,4cmで ある。外区部は厚

さ0。 4cm、 径3.8cm、 内区部厚さ0。 3cm、 径3.lcm、 鉦径0.6cmを 計る。重量101gで ある。文様は花

枝 1双に 1双の′烏を配したもので、飢孔を横にした場合双′鳥は左右横に配されている。鳥は鸞ま

たは鳳かと思われ種類については明確にならない。これらのことより和鏡を瑞花双′烏八稜鏡 とし

ておく。鋳造は普通であるが、右下端の文様が不鮮明で踏返が行なわれているものと思われる。

鏡の全体形は稜部が丸味をもつもので円形に近い形である。
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3

第113図 濤 4出土和鏡 (%)

2は 直径11.lcmの 八稜鏡で全体形は稜、切 り込みが若千九味をもつものである。縁は断面が三

角形を呈し厚さ0。 7cmである。外区部は厚さ0,4cm、 径4.lcm、 内区部は厚さ0,3cm、 径3.3cm、鉦径

0.8cmを 計る。重量154gである。文様は何回も踏返が行なわれたと思われ不鮮明である。なお、

文様は花枝 1双に 1双の鳥を配したものであろうと推定される。このことより瑞花双鳥八稜鏡 と

しておく。

3は直径7.8cmと 出土した4面の八稜鏡の中で最も小さいものである。全体形は稜部が突出する

形状を呈する。縁は丸味のある断面で厚さ0.3cmで ある。外区と内区の区分は円によつてなされて

おり他の 3面のように厚さに差がなく0.2cmを 呈する。文様は花枝 1双 と鳥 1双で、鉦孔を横にし

た場合左右相対する位置に′烏が配される。文様は全体的に簡略化されており、右下端が踏返のた

めか一部が不鮮明となっている。名称は一応瑞花双鳥八稜鏡 としておく。

これら3枚の鏡が載っていた板は現在長12.5cm、 現在幅9.4cm、 厚さ0.3cmの もので割 り板状を

旱している。板の上には麻糸と思われるもので編まれた帝状のものを敷いている。
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番 号 位  置(区 ) 平 面 形 断 面 形 壁 床 口 径 (m) 底 径(m) 深さ(m) 小 穴 遺 物

ユ I tt B-1 不整円形 タライ状 直 水平 1.2× 1.0 0.99× 0,89 0.63

3 C― ユ 外傾 0。 7× 065 0.56× 0.5 0.21

4・ 5 D― ] 凹凸
0,81× 0。 72

0.55× 0.5
0,7× 0,63
0.47× 0.34

0.52
0.22

6 C-2 不整楕円 0.9× 0.65 0,76× 0.6

7・ 8,9 E-2・ 3 皿  状 水平
0,83× 0,7
0.65× 0.5

0,73× 0.68
0.55× 0.42

0,1
0。 15

10 ・ 11 D-4 不整円形 凹 凸
0,95× 0.65
1.2× 0.8

0,85× 058
0。 96× 0.71

0,17
0.21

C-4 0。 7× 0.72 0.55× 0.5 0.15

13 ・ 14 B-5 タライ状 水平 0.43× 0.41 0.38× 0,32 0.34

E-6 0,98× 0.9 0.85× 0.83 0.37

E-5 1.0× 0。 97 0。 76× 0。 75 0.43

C-5・ 6 凹凸 1.23× 1.0 1.2× 0。 73 0.35

B-9 水平
0.68× 0.58
0.55× 0.53

0,4× 0,35
0.41× 0.42

0.4
0.38

C-8 不整楕円 皿  状 1.31× 08 1.15× 0。 7 0。 11

21 ・ 22 C-35 0。 74× 0.71
0.96× 0.56

0,68× 0.63
0.89× 0,48

0.12
0。 15

23 ・ 24 C-34 不整円形
0,65× 0.55
0.68× 0.67

0.58 XO.56
0.59× 0.6

0.14
0.1

D-60 タライ状 0.78× 0.65 0.56× 0.46 0.26

D -6ユ 0.78× 0,74 0.65 XO.55 0.27

27 ・ 28 C-63・ 64 不整楕円 皿 状 2.21× 0.81 2.11× 0,79 0.18

H tt B-16 1.4× 0,78 1.26× 0.58 0.17

D-30 1.17× 0,93 1.03× 0.81 0。 16

C・ D-14 1,19× 0。 97 1.07× 0.86

D-14 1,92× 1.04 1.76× 0,91 0.15

33 , 34 C・ D-13 1.81× 1.32
×1.36

0.23
0.18

Lウ甍 (第 114図 ・第115図 、図版31)

土獲は34箇所検出され、 2号土獲を除き所属時期が不明なものである。上墳はその埋土が黒褐

色土の単一層か、15。 16号土娠のようにロームブロックを含有するものとに大別することが可能

である。 これらの上獲 を平面形状 より捉えるとほぼ二つに分類が可能である。 I群は平面形が円

形プランを呈するもの、H群は平面形が楕円形プランを呈するものである。 これら I群・コ群の

上渡は深さによっても分類することが可能で、 I群 内には柱穴状のものも含まれている。これら

の土獲は調査区の全域に分布するのではな く、ほぼ 4箇所の範囲に集中する傾向が見られる。特

に調査区の東側に終いてはその傾向を示 していた。これらの上羨は直接的にその性格 を示 してい

るものはなかったが、 I群の柱穴状のものは建築址等に関わるものの可能性 もあるが、詳細につ

いては不明である。
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追構外出土遺物 (第 116図 )

平安時代の遺物は土器を中心に調査区全域に渡 り出土した。

上器 (第 116図 )

土器は図示した土師器、黒色土器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器があり供膳形態のものが全て

である。なお、緑釉陶器は図示したものの他に 3点小片が出土している。

ζヒ斐軍

第116図  遺構外出土土器 (%)

図 器  種 法  量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

1 須恵器

邦

13.4

4.2

6.4

体吉るは底菩Ьより折

れほぼ直線的に開

く。

ロクロ水挽き、回

転糸切 り。

焼成良好堅緻、胎

土は緻密で色調は

青灰色。

%

不

須恵器 12.5

3.4

5.9

体部下半に若千九

味をもつがほぼ直

線的に立ち上がる。

ロクロ水挽き、底

都回転糸切 り。

焼成良好堅緻、色

調 は青灰 色 を呈

す。

%
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図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

3 須恵器

不

12.9

3.6

5.9

休部は丸味をもち

口縁部が若千外反

する。

ロクロ水挽き、底

部回転糸切 り。

焼成良好堅緻、色

調 は青灰 色 を呈

す。

%

4 土師器

界

10.3

4.1

5.6

体部は若干の丸味

をもち立ち上が り

口唇部 が外 反す

る。

ロクロ成形、休部

下半 を箆削 り、底

部は回転糸切 り後

周縁 を箆削 り、内

部 は放射状 の暗

「費:。

焼成良好堅緻、胎

土中に混入物は見

られず、色調は赤

褐色を呈す。

% 「甲斐型」

ITh

5 土師器

17h

11.7 体部は九味をもち

口唇部が若干外反

する。

ロクロ成形、内面

黒色手法を用い放

射状研磨。

焼成良好、胎土中

に混入物少ない、

色調は白っばい褐

色を呈す。

% T/H苦卜に遷昌

垂

6 土師器

不

12.4

3.3

4.1

体部は九味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、黒

色 手 法 で雑 な研

磨。

焼成普通、胎土中

に砂粒含有、色調

は暗赤褐 色 を呈

す。

′よIF

完形

7 土師器

不

13.0

4.0

6.2

体部は丸味をもち

立ち上が り口唇部

が外反する。

ロクロ成形。 焼成普通、胎土中

に砂粒含有、色調

は橙褐色を呈す。

%

8 土師器

不

一
　

一　

　

・

７

体部は丸味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形 焼成良好、胎土中

に若干 の砂 粒 含

有、色調は暗褐色

を呈す。

底部

%

9 土師器

高台付

皿

16.8 休部は丸味をもち

開き口唇部で若千

外反する。

ロクロ成形で内面

は良 く研磨 されて

いる。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は暗赤褐

色を呈す。

%

土師器

高台付

高台径 7.9

休苦hは ほぼ直線的

に開 く、高台は若

千内傾する。

ロクロ成形、内面

黒色手法。

焼成良好、胎土中

に若千 の砂 粒 含

有、色調は明褐色

を呈す。

底部

灰釉陶器

段皿

14.7

2.5

高台径 6.7

休部は直線的に開

き口唇部で強 く外

反する、高台は内

反する、段部は鋭

利に切 り込む。

ロクロ成形、底部

は回転箆削 り、高

台は付高台。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は白灰色を呈

す。

% 重ね焼痕

跡。

不

土師器 一
　

一　

　

・
４

体部は丸味をもち

立ち上がる。

ロクロ成形、底部

は回転糸切 り、内

面は黒色手法。

焼成は普通、色調

は白っぽい褐色を

呈す。

底都

/
休部底部

近 くに墨

書。
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図 器  種 法  量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残 存 備 考

緑釉陶器

不

16.1 体部は広 く開き口

縁 が若千 外 反す

る。

焼成良好堅緻、釉

は深緑色を呈す。

素地 は灰色 を呈

す。

緑釉陶器

邦

13.9 口縁部が強く外反

する。

焼成は良 くなく軟

質、釉は淡緑色を

呈す、素地は白褐

色で土師質。

第 4節 中世・近世の遺構 と遺物

中世の遺構については検出できなかったが陶磁器類を中′心とした遺物が出上している。

近世においては現在の水田に伴なう遺構として暗渠が 3基検出された。遺物も陶磁器類を中心

に出土している。

暗渠 I

暗 渠 1(第 117図 )

検出状況  本址は2号住居址内

及び4号住居址内を切る形で構築さ

れてお り、住居址確認作業に伴ない

検出されたものである。

遺構 の構造 本址は2号住居址、

4号住居l■ を切 り構築されている。

ほぼ北より南に向かって作られてお

りN20° Eの方向を向 く。濤は幅17cm第117図  暗渠遺構断面図 (%)

で断面が逆台形状をなす。上部には幅20cm位の割板を渡している。濤内は空洞で調査時に体いて

もなお水の流れが見られた。濤は耕作土内より幅85cmほ どの掘 り込みをローム層上面まで掘 り込

み、ローム層を掘 り込む形で暗渠用の濤を構築している。そして、暗渠に蓋をした後掘 り込みは

ローム塊を多量に含む黒色上で埋め戻している。所属時期は不明であるが、掘 り込みが現在の水

田耕作土下よりなされている事、現在でも暗渠に水の流れが見られる点などを考えると新 しいも

のであると考えられる。

暗 渠 2(第 117図 )

検出状況 本址は20号住居址を調査するに伴ない検出されたものである。

遺構 の構造  本址は20号住居址、21号住居址を切った形で構築 されている。長軸方向はN41°

Eを 向 く。濤は幅50cm、 深さ53cmで内部に20cm～ 8 cmほ どの河原礫を充填している。濤内への石

の入れ方は不規則で一定性がないようである。暗渠内には酸化鉄沈澱が著 しかった。所属時期を

苺
暗渠 2

暗渠 3

0

-124-



直接示すものはないが、耕作者等の話によると明治時代に構築されたもののようである。

暗 渠 3(第 117図 )

検出状況 本址は I ttD-46グ リッドに檸いて検出されたものである。

遺構の構造  本址は長軸方向はN50° Eを 向き、濤は幅60cm、 深さ35cmである。濤内部は30cm～

8 cmほ どの河原礫を充填している。石の入れ方はある程度の一定性を持ち、石の平坦面を重ねる

ような形で構築している。暗渠内には粘性の強い黒色土 (第 1層 )が堆積している。所属時期はは

っきりしないが、暗渠上面に蓋のような形で甕破片 (第 118図 10)が遺存していた。

遺構外出土追物 (第 118～ 12咽 )

~2  ｀=廷垂≡五 ″
3

＼
＼

逗 豆 士 至 5〃 争

-5
~拶 6翌 7

第118図 遺構外出土土器 (%)

中世・近世の遺物はそのほとんどが陶磁器類で器形のわからない細片が主体 を占める。これら

は遺構に伴なっている例はほとんどな く遺構外よりのものである。陶磁器の他に祗石 。石臼が出
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上している。

陶磁器 (第 118図 )

中世から近世にわたる陶磁器類が今回の調査に於いて104′点出土している。器形のわかるものは

図示したものの10点 で皿・坑 。甕 。構鉢の器種のものが存在した。特にこの中で菊花皿の存在は

注目したい。

破片類を分類すると瀬戸窯系皿・坑類45´く、橋鉢 5点、天目茶筑13′く、青磁11点 、白磁 5ッく、

染付皿・筑 14′く、不明H′ミであり、瀬戸窯系の陶磁器が主体を占める。

瀬戸窯系皿 。坑、釉は淡緑色で貫入が入るものが主流で、素地は自味の強い灰色若しくは自色

を呈し、緻密なものとそうでないものが存在する。

構鉢は釉が茶色のもので堅緻なものと、若千軟質を呈するものの二者がある。櫛歯状の陰刻は

菩L分的に施されるものと全面に施されるものに分けることができる。

青磁は半肉彫 り状の蓮弁文を有するものが 3点 ある。釉の色調は青白色 。黄色味を帯びた青緑

を呈するものなどであり貫入の入ったものとそうでないものがある。

図 器 種 法  量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

1 菊花皿 12,7

2.5

高台径 7.9

体吉hは ほぼ直線的

に開き上半部で若

干内に折れる、口

唇菩卜に刻み目を入

れ内面休都に浅い

凹部を入れ花弁 を

表現、高台はほぼ

直に立つ。

ロクロ挽き、底都

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は灰緑色で貫入が

見られる、素地は

白味の強い灰色を

呈す。

% 瀬戸系 ?

高台径 4.8

高台部は断面方形

をなし畳付部は平

坦。

ロクロ挽き、底部

は回転箆削 り。

焼成良好堅緻、釉

は灰緑色で貫入が

見られる、素地は

白味の強い灰色を

呈す。

底部 瀬戸系 ?

3

高台径 4.4

高台部は断面方形

をなし畳付部は平

坦。

底 都 は回転箆 削

り。

焼成良好堅緻、釉

は自緑色で貫入が

見られる、素地は

白灰色。

底都 瀬戸系 ?

高台径 4.4

高台部は断面が三

角形に近い。

焼成良好堅緻、釉

は灰緑色で貫入が

見られる、素地は

白灰色。

底部

5

高台径 5.4

高台部断面方形を

な し畳付 部 は平

坦。

焼成良好、釉白黄

色を呈 し貫入があ

る、素地は白色を

呈す。

底部

%
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図 器  種 法  量 器 形 器 形 焼成及び胎土 残存 備  考

6

高台径 7,0

高台部は断面方形

をなし畳付部は平

坦

高台は削り出しに

よるもの。

焼成良好堅緻、釉

は黄白色を呈 し貫

入がある、素地は

白色。

底部

%

7 天 目

高台径 4.0

高台は方形断面 を

な し畳 付 部 は平

上正1。

高台は削り出しに

よるもの。

焼成良好堅緻、釉

は黒茶色を呈す、

素地 は 白色 を呈

す◇

底部

染付

高台付

皿

13.2

4.0

高台径 8.1

体部は丸味をもち

立ち上がる、高台

は三角形断面 をな

す。

焼成良好堅緻、釉

は淡い青味を帯び

たもの、素地は淡

い灰色を帯びる。

% 内部に松

葉文様染

付、外面

はμ要菩卜と

高台部に

2本の直

線、体部

に唐草文

様。

橋鉢 31,2 体部はほぼ直線的

に開き口唇が強 く

外反する。

焼成良好、釉はこ

げ茶を呈す、素地

は白灰色を呈す。

% 櫛歯状の

陰刻は吉Ь

分的に付

けられる。

甕

高台径12.7

胴部は若千の丸味

をもちほぼ直線的

に開 く、高台部は

外に開 く、畳付部

は内傾する。

底部は回転箆削 り

で高台は貼 り付け

による。

焼成良好堅緻、釉

は淡緑色を呈す、

素地は白灰色を呈

す。

%

染付陶磁器は染付部の色調が淡い青色を呈するものと、コバル トブルーを呈するものに分かれ

る。素地は全て緻密で硬質である。時期的には新 しいものが主体を占めるようである。

以上中世・近世の陶磁器について述べてきたがこれらの出上分布を見た場合、調査のほぼ全域

より散布 した形で出上しているが、相対的にみて 1区 D-55～ 58、 E-55～ 58グ リッドが他より

若千破片が集中する傾向を示した。

石製品 (第 119図 )

石製品は石臼と祗石が出土している。

石 臼 1は安山岩円礫のほぼ中央部に深い円形の凹み部を作ったもので内面に磨痕が残る。 2

は上自の/片 で濤部はスレが激しく判明しなかった。

砥石 形状的に分類し鰹節状のもの(0と 長方形状のものとに分かれる。3の使用面には粗研ぎ
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第119図 遺構外出土石製品 (%)

の面 と滑らかな面があり、粗研 ぎ面には縦方向の使用痕が残る。 4、 5は長方形をなす ものであ

る。 5は側面力湘臣研 ぎ面 となっている。

古銭 (第 120図 )

古銭は開元通費より寛永通費まで 9枚が出上 した。これを種類別に分類すると、開元通費 1、

祥符通費 1、 景祐元資 1、 景祐通費 1、 皇宋通費 1、 熙寧元費 1、 永楽通費 1、 寛永通費 1、 不

明 1である。景祐元賓、皇宋通費は祭書体によるものである。

これらの出上分布であるが開元通費か ら皇宋通費までは、 I ttH-38、  I-38、 G-43、 D―

46グ リッ ドと割合集中した範囲より出土 している。
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第120図  遺構外出土古銭 (/)

第 5節 構井遺跡の遺構と遺物

弥生時代の遺構は住居址を 1軒検出したに過 ぎない。

第 3号住 El■ (第 121図 、図版32)

検 出状 況  試掘調査の結果に基き、地番967-1に 調査区を設定 したグ リットE-7の範囲より

黒色上の落ち込みが確認されプラン検出に努めた。住居 l■は%が用地外にあ り、調査はできなか

ったが、北佃1コ ーナー部の確認よリプランは推定 し得た。

覆土は黒色土層の単一層で、壁際に三角堆土状に黄褐色土が堆積 し自然堆積 を思わせた。

遺構 の構造  本址は全体の%ほ どを用地外に当るために住層l■規模については不明であるが、

確認された北側コーナーより推定すると隅九長方形又は方形のプランを呈する住居址であると思

われる。残存壁高は約30cnほ どで、砂質状のローム層内に若千の傾斜をもちしっか りとした掘 り

方をもっている。主柱穴はPl、 P2が検出され、これらより考えると4本柱又は6本柱の構造を持

つものかと考えられる。柱穴の深さはPと が約50cm、 P2が約40cmで、Plは斜状を呈する形で掘 り込

まれている。床面は全体的に堅緻でほぼ水平に構築されている。炉址はPlの右側に埋甕炉が遺存

していた。埋甕炉はその約%が用地外に位置しており、掘 り等の平面プランは確認できなかった

が、直径40cm程度の不整円形を呈するものかと考えられる。埋甕炉に使用されている土器は、底

部を2つ入れ子状にしたもので、外側のものは加熱のためか崇」落等が著しかった。なお、内部に

は焼上の堆積は見られなかった。掘 り方内に、径14cm程度の石が 1つ検出された。

遺物の 出土状態 出土した遺物は割合少なく覆土内より若千の土器片、横刃型石器が出土し
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第121図  第3号住居址 (%)

た。

出土遺物 (第 122図 )

遺物の出土量は割合少なく小片が主

体で、図示できるものは埋甕炉に使用

されていた土器を含めて2点だけであ

り、器形が判 り得るものは少ないが、

壷。甕の器種があったものと思われる。

1は 、口唇部が外側に折 り曲げられ

外反するもので厚味をもつ。頸部は若

千、外反する形をとるが、ほぼ直に立

つもので壺形を呈すと考えられる。施

文はハケ整形が行なわれた後、顎部付

近に櫛状工具により平行条線が施文さ

れるものである。

2～ 4は 、日縁部が大きく開き口唇

部が折 り返される器形をなすもので、

折 り返された日唇部に縄文が施文され

る。 4は内面にも糸電文が施文されてい

る。

5、 6は簾状文を施文するもので、

8～ 10は 口唇部に刻目をもつ。12は 、

埋甕炉で内側に入っていたものである。器形は底部際で折れ、胴部が若子の九味をもち立ち上る

もので、甕形土器の底部かと思われる。整形は外面が縦方向の箆磨 きにより、内面は横位の刷毛

ナデによる。

石器 (第 122図)13は横刃形石器である。粘板岩の半円形状の刹片を素材 としており、側縁は

折 り取った様な手J離がなされている。背部は厚 く断面が三角形を呈する。刃部は外彎する形をと

り、細かな制離がなされている。
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第122図  第 3号住居址出土土器・石器 (%)

第 4号住居 址 (第 123図 、図版32)

検出状況 本址は試掘を行なった際に、確認されたものである。なお、遺構のプラン等につい

ては攪乱が激 しく確認できなかった。

遺構 の構造  住居址のプランは攪乱等により確認できず、調査範囲も建造物等の関係より拡

張ができず、明確に本址の構造を提えることはできなかった。床面は硬い範囲が散在する礫周辺

を中心に見られた。床面上に焼土混りの褐色土の堆積する所から見られた。柱穴・周濤等の検出

に努めたが、検出されなかった。

遺物の 出土状態  遺物は、床面上より約10Cmほ どの位置に散在する礫 と一緒に出土した。多
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第123図 第4号住居址 (%)

くのものが礫に潰された様な状態で出土し、土器の上に礫がのっている状態を示すものもあった。

これらの状況より考えると、礫は土器 と一緒、又は土器を廃棄後投げ込んでいるものと考えられ

る。

出土遺物 (第 124図 )

本址よりの出土遺物は、図示した土師器類が全てで、不・小形甕 。長胴甕・甑の種類のもので

煮沸・貯蔵形態の土器が主体を占める。

図 器  種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備 考

1

郭

土師器 13.2

4.2

10.7

底部より九味を持

ち立ち上が り体都

中央で若千張 り稜

をなす、口縁は内

彎する。

内外面共に箆磨 き

されている、体部

は横位 底部 は斜

状。

焼成良好堅緻、胎

土も密である、色

調 は赤褐 色 を呈

す。

完形
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第124図 第4号住居址出土土器 (1～ 5は %、 6～ 9は %)
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図 器 種 法 量 器 形 手 法 焼成及び胎土 残存 備  考

2 土師器

lTh

13.2

4.4

11.2

底部は丸味を持ち

体部で稜をなし口

縁部は若千内彎す

る。

内外面共に箆磨 き

で内面は弧状に研

磨 される。

焼成良好堅緻、胎

土も緻密、色調は

赤褐色を呈す。

%

3 土師器

小形甕

15.5

14.8

7.0

胴部は丸味をもち

球状に脹む、口縁

は「く」字形に外反

する。器形にゆが

みがある。

内外面共に箆ナデ

されている、内部

口縁は横位の刷毛

ナデ。

焼成普通、胎土中

には若干の雲母 を

含有、色調は明褐

色。

tユ IF

完形

4 土師器

簑

15.8 口縁部は強 く「く」

字形に外反し肩都

に稜を有する。

胴部外面は指頭に

よる縦方向のナデ

で凹凸が残る、内

面は横位の刷毛ナ

デ。

焼成は普通、胎土

中に若千の雲母を

含有、色調は明褐

色を呈す。

口縁

音Б

%

5 土師器

甕

16.5 口縁音hは ゆるやか

1こ タト反し】同菩るが若

千の脹みをもつ。

胴部は横位の指頭

ナデ、口縁都は横

位の刷毛ナデ。

焼成は普通、胎上

中に若千の雲母・

石 英粒 を含 有 す

る。

%

6 土師器

甕

18.5 口縁部はゆるやか

に外反し「 く」字形

を呈す肩部に弱い

稜を持つ。

胴部外面は縦方向

の指頭ナデ、口縁

部 に軽 い刷毛 ナ

デ。

焼成普通、胎土中

に若千の雲母含

有、色調は明褐色

を呈する。

周同音Ь

完形

輪積み痕

を残す。

7 土師器

甕

19,2

35,4

7.4

口縁部はゆるやか

に外反し「く」字形

を呈す、肩部は若

千の稜をもつ。

胴部外面は縦方向

の刷毛ナデ、内面

は横位の軽い刷毛

ナデ。

焼成良好、胎土中

に長石・石英粒含

有。

完形

甕

土師器 20.0 口縁部はほば直線

的に立ち上がる、

胴部は中央で脹み

をもつ。

胴部内外面共に箆

研 きされ、口縁部

外面は横位の箆磨

きが丹念である。

焼成 。胎土共に良

好で色調は赤褐色

を呈す。

月同菩ト

9

甑

土師器 26.4

28.8

10.0

口縁部は外反し弱

い「 く」字形を呈す

る、胴部は若千の

九味をもち下半に

把手をもつ。

胴部は斜状の箆削

りが施され、内面

は口縁菩Ьが横位、

】同菩卜が縦位、 底吉Б

が横位の顕著な箆

磨 きが施さ/Lる 。

焼成は堅緻で胎土

も緻密、色調は赤

褐色を呈する。

完形
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平安時代の遺構は住居址を1軒確認したに過ぎない。

第 1号住居址 (第 125図、図版31)

第125図 第1号住居址 (%)

検 出状況  本址はP-7グ リッドを中心に黒色土層の落ち込みが確認され、その存在が明らか

となったものである。約%が道路により切 られていたが、北・西 。南側コーナーよリプランは確

認し得た。覆土は攪乱が激しく、土層状態の観察はでき得なかった。なお、2号住居址を切つて

いる状態にある。

遺構 の構造  本址は東壁ほぼ中央部にカマ ドを持つ。4.3× 4.lmの隅丸方形プランの住居址

であると思われる。残存壁高は攪舌とのために不明確であったが、西側では15cmを 計った。柱穴は、

西側コーナー部に径40cm、 深さ26cmの不整円形を呈するビットが検出された。位置等より考えて、

住居址の隅柱かと考えられる。床面は攪乱されているためか凹凸が見られる箇所がある。全体的

に床面は軟弱である。カマ ドは東壁ほぼ中央部に設けられている。石組み等は見られず、カマ ド

の断面等より粘土カマ ドであると考えられる。カマ ドは壁を75cm幅 でU字形に41cm切込み、床面

を不整形に 8 cm掘 り込んでいる。カマ ド内には、焼土粒を含む褐色上が堆積 し、底には薄 く焼土

が見られた。

Ｋ

Ｗ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

廿

＝

―

―

―

―

ド
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第127図 遺構外出土石器 (%)

遺構 外 出土石器 (第 127図 )

1は粘板岩製の打製石斧で、刃部及び基部を欠損する。 2は安山岩製の石製円盤である。板状

の素材周辺に加工を施し円盤とする。 |

→
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V 垂早 査 の成果 と課題調

第 1節 縄文時代中期後半の集落について

今回の調査区域に於いて 3軒の縄文中期後半の住居 l■が検出された。住居址内より出土 した土

器 より見ると曽利H式期～曽利Ⅲ式期に渡 るもので、この時期この沖積地が居住の場 として利用

されていたことを伺わせている。

住居 l■それぞれは出土 した土器 よりみて若千の時間差が有るように考えられ、同時に住居址が

存在 したものではな く、同一集落を構成 した住居址 として捉えることはできなかった。

調査区域が道路敷地内に限定されているために中期後半の遺構の広が りの把握には至 らなかっ

た。

(1)竪穴住居址について

検出された3軒の住居l■ を各要素にまとめると女のようになる。

住居址 プラン 住居l■ コーナーが九味をもつ隅丸方形プランが基本で 1号住居l■、20号住居

l■がこれに当たる。18号住居址はコーナー部が明確でないもので、円形に近いプランを呈する。

各住居l■の規模は、1号住居お ,5m× 5,3m、 18号住居l■6.6mバ 5,3m、 20号住居l■3,7m× 3.6m

で20号住居址は他の 2軒 と比較して非常に小規模なものである。20号住居址のような小型の住居

址は集落内に於いて数軒存在するようであり、与助尾根、与助尾根南遺跡などに同規模な住居l■

が報告されている。 (註 1)

住居址 の主軸方向 1号住居址N34° E、 20号住居址N41°Wであり若干南より西に偏向した位

置に入口があったと捉えることができよう。18号住居址については弥生時代の住居址により切 ら

れているために確認はできなかったが、恐らく1号住居址と同様の方向を向 くものと考えられる。

住居址 に設備 された施設 炉址、埋甕 を施設として上げることができる。炉址は各住居址

に一箇所中央よりやや奥に寄った位置にある」のが主体である。炉址の掘 り方は不整円形を呈す

るものが主体で、 1号住居址のものはしっか りした掘 り方を持っている。炉石はその一部または

そのほとんどが抜き去られているもので、内部に焼上の堆積が見られない。これらのことより住

居址廃棄の際に炉址内に堆積する焼土を掻き出し持ち去っているものと推定でき得る。埋甕は 1

号住居址に 2´ミ埋設されていた。埋設位置は住居l■の入口部と思われる位置で、周濤よりも住唇

内に入った位置である。埋甕は2点共正位の状態で埋設され 1点のものには石蓋を有していた。

石蓋を有するものは完形で他の一方は胴部下半を欠損している。この埋甕の新旧関係については

確認することができなかったが、両方共曽利Ⅲ式に属するものである。

第

-137-



このように今回調査された区域より検出された縄文時代中期後半の住居址は規模、構造等に於

いて他の同時期の遺跡に見られる住居址と大差なく普遍的なものとして捉えることができよう。

そのような中にあって1号住居址を出土品より見た場合三角躊形土製品と云う出土例の少ない遺

物が出土しており、住居址の持っていた性格が若千他のものとは異なっていたと想像し得る。

(2)集落立地について

今回調査された住居址はそれぞれ若千の時間差を持ち同一集落のものとして捉えることはでき

なかった。 しかし、調査が道路と云 う限定された細長い範囲のものだったために集落を構成する

住居址群 を把握することができなかったが、調査区外に存在する可能性は充分にある。

検出された住居址は調査区東側に集まり散在する形をとり重複関係は持たず、住居l■の密度は

疎の状態である。このような状態が生じた原因として、集落立地選択を自由に行なえる地形だっ

たため、居住の場として不適当な地であったため等多くのことが考えられるが、周辺には遺跡の

立地地形が異なる遺跡が数箇所ありそのような遺跡との関わりを考え合わせる必要があろう。

註 1 このような小型住居址に類似するもので、炉の設備の無い柱穴配置の不規則な小型住居址を基本

として宮沢恒之氏は「作業小屋」「女性小屋」の性格を与えている。

誰(1)宮坂英式 1957『尖石』 茅野町教育委員会

註(2)宮坂虎次 。他 1980『与助尾根南遺跡』 茅野市教育委員会

註(3)宮沢恒之 1974「竪穴状遺構の性格」一縄文時代中期にみられる―・二の事例―『長野県考古学

会誌』 第19。 20号

第 2節 弥生時代後期の集落について

今回の調査に終いて12軒の弥生時代の住居址が検出された。これらは全て後期に属するもので

ある。住居址内より出土 している土器が少ないために、住居址の時期的細分は難 しく捉えること

ができなかった。

(1)竪穴住居l■について

検出された12軒の住居址を各要素よりまとめると次のようになる。

これらを住居址の平面プランより見ると長楕円形 を呈するもの (4号住居址、12号住居址、23号
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弥生住居址

住居址 形  状
規 模

主軸方向
炉

備 考
長径 ×短径 m 面 積∬ 位  置 素 オオ

4  tと 長 楕 円 9.6× 4.9 47.04 N31° Vヽ (―
―――――

) 地床炉

8 住 隅丸方形 (―
――一一―

) (―
―――――

) (―
―――――

) (―
―――――

) 埋甕炉

12 住 長 楕 円 7.6× 5。 6 42.56 N29° E (―
―――――

)

15 住 (―

一 ― ― ― ― ―

) (―
―――――

) (―
―――――

) (―
―――――

)

16 イ主 隅丸方形 6.5× (4.8) 31.20 N51° E (―
―――――

) 地床炉

19 住 (―
―――――

) (―
―――――

) N57° E (―
―一―――

) 埋甕炉

23  4と 長 楕 円 ×3.8 (―
―――――

) N13° W (―
―――――

)

24  准主 ×4.6 (―
―――――

) N34° E (―
―――――

) 地床炉

25  4と (―
―――――

) (―
―一―――

) N48° E (―
―――――

) 地床炉

26  准主 隅丸方形 (―

― ― ― ― ―

) (―
―――――

) N47° E (―
―――――

)

36  住 7.1× 5,7 40.47 (―
―――――

) (―
―――――

)

37 住 (―
―――――

) (一 ― ) (―
―――――

) (―
――一――

)

住居址、24号住居址)I類 と、隅九長方形 を呈するもの (16号住居址、19号住居址、26号住居址、36

号住居址)II類に分類することができる。これらは大 きさにより大型のものと小型のものに分けら

れるが、 I類の場合長軸が9.6mを呈するもの (4号住居址)が最大であり長軸 と短軸の比率は約

2:1で ある。小型のものは23号住居址で長軸は住居址の半分が用地外に当たるために不明であ

るが、短軸については3.8mと 他のものが 4～ 5m位のものが中心の内にあって割合小 さいものと

して捉えることができよう。H類に於いては36号住居址が規模的には最大のものである。しかし、

他の16号住居址等をみた場合大きな差異がな くプランの規模にばらつきが少ない。なお、 I類に

分類 した12号住居址は住居址コーナー部が他のものより張る形 を呈 しH類に近い様相を呈する。

住居址の柱穴についてみた場合 4本柱になるものが主体であり、 4号住居址、12号住居址、16

号住居址、36号住居址等は顕著な例である。 しか し36号住居址を除き主柱穴間に補助的に柱が設

けられていたためか柱穴が検出されている。 また4号住居址、36号住居 l■のように住居址ほぼ中

央部に数イ回の柱穴 と思われるものが検出されてお り、住唇址中央部に屋根 を支える柱が存在 した

ものか と思われる。 このような柱穴に加えて壁に斜子しを設けている例が 4号住居址、16号住居址、

19号住居l■等に見られた。 また16号住唇址に於いては床面に径 8～ 10cm、 深 さ25cmほ どの小さな

穴が数十箇所検出された。この穴は主柱穴 と思われる柱穴に国まれる範囲を取 り囲むように分布

してお り、住居址中央部には余 り見 られない。このような小さな穴はその分布状態等より住居址

内の場のしきり等に関わるものの可能性が大 きい。

住居址内の炉址形態 と炉址の位置についてだが、今回の調査に於いて炉 l■の確認された住居llL

は 6軒で、埋甕炉 と地床炉のものが存在 し、地床炉のものが全体の%を 占めた。地床炉 を有する

住居址は 4号住居址、16号住居址、24号住居址、25号住居址であり4号住居址は 2箇所の炉址を
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第128図 弥生時代住居址の分類について (%。 )
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有していた。埋甕炉を有するものは8号住居址、19号住居址の2軒である。これらの住居址で炉

址周囲に石囲いを有するものは、地床炉では4号住居址、25号住居址で囲み方は炉址の掘り方肩

部にL字形に置いている。埋甕炉では8号住居l■にみられ埋甕周辺一方を囲むように置いている。

炉址の位置は長軸方向のどちらか、または両方に作られており、主柱穴間に位置するものが大部

分である。住居址の平面プランと炉址の形態をみた場合、I類のものは全て地床炉を有しており、

H類のものは埋甕炉または地床炉を有している。

次に住居址の埋没状態についてであるが、今回調査を行なった12軒の住居址の中で住居址履土

内に多量の礫が混入している住居址が 3軒検出された。礫は大きいものは人頭大で多くは拳大で

〇
° は

lЮ @

1 第129図  住居址内礫の散在状態 (第 16号住居址)

ある。礫の散在する範囲は住居址のほぼ中央部を中心 としている。これらの礫は一部の住居址に

しか見られない点、礫の大きさがある程度一定している点などから考えて人為的な投げ込みが考

えられる。 しかし住居址廃絶と同時に礫を投げ込んだのではなく廃絶後ある程度住居址が埋没し

た時点に終いて行なわれたのではないかと土層状態の観察等より考えられる。

このように今回調査された弥生時代後期の竪穴住居址は I類 とⅡ類とに大別できた。これを諏

訪地方に於いてみた場合H類が主体で I類についてはその検出例は稀であり志平遺跡第2号住居

恥

ヾ

ｏ

脚騨ぽ
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址が類似するものとして上げられるだけであった。

系にはみられないようであり、むしろ炉址形態等よ

ればならないであろう。

(2)集落立地について

また I類の住居址形態を持つものは天竜川水

り考慮すると千曲川水系 との関連を考えなけ

第130図  住居址長軸方向

今回の調査により12軒の住居址が検出され

たわけであるが、これらは全て同時期に存在

したものとは住居址の配置、長軸方向等より

考えられない。遺構内よりの遺物の出土が少

なかったために、時期決定をすることが難 し

く時期的変遷 を提えることはできなかった。

E  住居址は調査区のほぼ全域より検出されたが、

大雑把にその分布 をみるとほぼ 4つのグルー

プに分けることが可能であろう。Aグループ4号住居址～12号住居址で調査区の東端に分布する

もの、Bグループ15号住居址～19号住居址で調査区のほぼ中央部に分布するもの、Cグループ23

号住居址～26号住居址で調査区中央よりやや西寄 りのもの、Dグループ36号 。37号住居址で調査

区の西端に分布するものに分けることができる。これらの住居址は重複関係を持つものでなく、

それぞれが散在する形をとっている。これらのことより集落は住居址が密集する様相を呈さず、

散在する形をとっていたと考えることができよう。また住居址を長軸方向よりみた場合長軸が北

西を向 く4号、23号住居址のグループと、長軸が北東を向く12号 、16号 、19号、24号、25号、26

号住居址のグループに分けられる。

住居址が地形内においてどの様な位置に立地していたか捉えてみると、広い沖積段丘面上に散

在する形で集落は形成されていたようで、前方に広がる沖積丘を生産活動の背景 とした集落とし

て捉えることができ、永明寺山々麓のテラス状台地に立地していた一本粧遺跡の集落のあり方と

その様相を異にしている。また同遺跡周辺には、永明中学校々庭遺跡等もあり、広い範囲に渡 り

住居址が埋蔵されていると思われる。

第 3節 平安時代の出土遺物と集落

平安時代に属する住居址は22軒確認され全体の約60%を 占める。これらの住居址より、平安時

代ほぼ全期に渡る遺物が出土しているが、集落の主体は平安時代後半のものが主体となるようで

ある。

(1)土器 について

出土 した土器は、土師器・黒色土器・須恵器・灰釉陶器があり、供膳形態の上器の器種には、

-142-



郭 。挽・皿 。鉢 。長頸瓶・蓋がある。貯蔵・煮沸形態の上器には甕・小形甕がある。遺構内より

出土し図示 したもので器形の判明し得るものは144点 であり、その内供膳形態の上器が126点 で約

88%を 占める。全体で土師器は60点 (42%)、 黒色土器は41点 (28%)、 須恵器19点 (13%)、 灰釉陶

器24点 (17%)で最も土師器が多用され、次に黒色土器が分用されている。須恵器の利用は少なく

灰釉陶器の利用されている率の方が高い。

これらの上器を、製作の特徴・器種別の占有率を考慮し、第 I期 ～第V期の区分に大別するこ

とができた。なお、出土土器の点数が少なく不明な住居址も数箇所ある。

第 I期 3号住居l■・28号住居址 。30号住居址がこの時期に相当する。 しかし上器より見ると、

若干30号住居址に古い要素をもつ土器が見られる。土器は土師器と須恵器で、灰釉陶器などは見

られない。 3号住居址の場合、須恵器の占める割合が80%で ある。器種は供膳形態のものでは、

郭・坑・蓋 。長頸瓶があり、貯蔵・煮沸形態のものでは甕 。小形甕がある。不は3号住居址より

のものが中心で土師器のものと須恵器があり、須恵器のものが主体を占める。

なお、須恵器の不は器形よ_り 見ると口径 と底径がほぼ 2:1で、器高が低いものが中心 となる。

製作法はロクロ水挽きのもので、底部が回転糸切 りされるものと、回転箆削 りされるものが存在

するが、回転糸切 りのものが主体 となる。土師器のものは「甲斐型」不が出土している。坑は全て

須恵器で、年に比較 して製作法が良いものである。28号住居址より出土しているものは、底部が

回転糸切 りによるが、体部下半を箆削りにしている。30号住居址よりのものは、高台付のもので

底部は回転箆削りされている。

甕は特徴的なものが出土している。口縁部が緩やかな「コ」字形、または鋭 く「く」字形にな

るもので、胴部が球状に脹むものがある。器壁は薄 く混入物の少ない土質の粘土で仕上げている。

色調も茶褐色を呈するものが主体 となる。成形は口縁部は強い横ナデで、胴部は横・縦位の箆削

りがされている。小形甕も甕 と同様な傾向を示している。

第 ■期 14号住居址 。29号住居址がこの時期に相当する。土器は須恵器 と土師器・黒色土器が

見られる。土師器 と須恵器の割合は点数が少ないために明確に把握できなかったが、土師器のも

のが主体になるように思われる。器種は供膳形態のものではlThと 長頸瓶があり、貯蔵・煮沸形態

のものでは甕がある。不は全て黒色土器でロクロ成形による。成形による稜を割合良 く残してい

第131図 出土墨書土器片 (%)
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る。底部は回転糸切 りの後、手持の箆削 りのものがあり、また体部下半を箆削 りしたものも見ら

れる。内面は黒色手法を用い、体部が放射状、口縁部が横位の研磨が良 くなされ、暗文状に残っ

ているものが数点ある。器形は、器高が低 く浅目のものである。体部に墨書を持つものが 3点あ

る。

第 Ⅲ期  6号住居址 。10号住居址がこの時期に相当する。土器は須恵器 と灰釉陶器、土師器、

黒色土器が見られる。土師器、黒色土器が主体をなす。この傾向は特に10号住居址の場合、検出

遺物の約64%を 黒色土器が占めた。器種は供膳形態のものでは、lTh。 筑・鉢・長頸瓶があり、貯

蔵 。煮沸形態のものでは小形甕がある。供膳形態のものが90%を 占めて遺物の主体をなす。中で

も特にlThが 多い。lThは 第H期 に見られた不に比較して器形に規格性が見られ、特にその傾向が10

号住のものには見られる。器形は体部がやや九味をもち、口縁部にて外反するものが主体となっ

ている。黒色土器のものとそうでないものとの比率は6:1で黒色土器が主体をなす。黒色土器

は全て内面のみが黒色手法によるもので、第H期にみられた様な暗文状の研磨が施されたものは

残るが、その研磨は雑な感を受け、磨 き作業に用いている工具も第H期 のものに比べ幅広いもの

となっている。JThは 全てロクロ成形による。底部は回転糸切 りにより処理される。この様な不の

他に高台を貼 り付けた高台付筑が見られる。また灰釉陶器皿の影響を受けたと思われる高台付皿

が見られる。これらも全て黒色土器である。これらの黒色土器の不、皿等には墨書を有するもの

が多く、特に10号住居址については顕著であり、6点検出されている。須恵器の不も若千見られ

るが主流でない。この他に、新たに灰釉陶器が見られる。灰釉陶器は全て供膳形態のもので皿、

坑がある。製作方法は丹念で焼成も堅緻なものであり、底部は回転箆削りされた後高台部を貼 り

付けたものである。器形は休部が若干の丸味をもつもので、口唇部が若千外反する。高台部は方

形断面を呈するものが主体である。また施釉も良好で刷毛によりなされたと思われる。発色は淡

緑色を呈するものが主体 となる。これら灰釉陶器は一般的な雑器 とは一線を画するものとして捉

えられよう。

第 Ⅳ期 11号住居址、13号住居址、22号住居址がこの時期に相当する。上器は、土師器・黒色

土器・須恵器 。灰釉陶器がある。これらの占有率は、土師器45′点 (17%)、 黒色土器 3′ミ(7%)、

須恵器 1点 (3%)、 灰釉陶器17点 (45%)で ある。第Ⅲ期に比較して、黒色土器、須恵器の占める

割合が非常に低 くなり、灰釉陶器の占める害J合が高 くなってくる。器種は依然として供膳形態の

ものが主体である。この時期になると新たに土師器のlThに 高台をもつものが現われ、その高台が

高い「足高高台付不形土器」と呼ばれるものも見られる。また貯蔵・煮沸形態のものの中に羽釜

が現われてくる。

lThは 全てロクロ成形によるもので、底部は回転糸切 りによって処理されるが、その処理のし方

は雑なものである。器形は体部がほぼ直線的に立ち上がるものが主体で、13号住居址を見た場合、

規格性の強い感を受ける。高台付のものは、その高台が高 く、高台端がゆるく外反するものもあ

る。(第 74図 18、 第81図 9)胎土や焼成は粗質なものが多くなり、色調が橙褐色を呈するものが分く
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第132図  第Ⅲ期供膳形態分布図

第133図 第Ⅳ期供膳形態分布図
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器高 (Om)

10    H    12   13    14    15   16   17    18   19   日径

第134図 第V期供膳形態分布図           (Cm)
＼

●土師器邪 ▲土師器黒色土器不 ▼土師器高台付不

▽土師器皿 》土師器黒色土器高台付邦 困土師器高台付婉

△須恵器郭 ◇灰釉陶器耳皿 □灰釉陶器段皿

■灰釉陶器皿 ○灰釉陶器高台付筑

なる。

灰釉陶器は、第Ⅲ期のものに比べ製作技法が簡略されるもので、焼成がやや軟質のものが見ら

れ、釉などもツケガケによるもので、発色の悪いものも見られる。これらは、その製作技法・焼

成等より、折戸53号窯期に比定されると思われるものである。

第 V期 27号住居址、38号住居址がこの時期に相当する。土器は全て土師器で、供膳形態の

皿・年である。皿は所謂カワラケの様相を呈するもので、器形は体部が直線的に大きく開き、外

形指数も98～ 144と 大きい。口径 と底径比は 2:1の割合で、規格隆が強いものである。ロクロ成

形で、底部は回転糸切 りである。また底部器肉を厚 く切 り離しており、切 り高台状を呈する。lTh

は第Ⅳ期 と比較して若千小振 りである。須恵器、灰釉陶器などは見られない。

以上、各期の上器群については特徴等について述べてきたが、これらの年代については、検出

された遺物の点数が少なく不明確な部分が分々あり、時期の位置付けをすることは大変難かしい。

しかし上器の概要より第Ⅲ期は10世紀後半、第Ⅳ期は11世紀後半、第V期 は12世紀代に想定でき

ようか、今後の検当が必要であろう。

(2)八稜鏡について

今回の調査に於いて特異な遺物として八稜鏡を上げることができる。八稜鏡は全て瑞花双鳥八

稜鏡の類である。現在、県内に於いて12例が確認されているが、一遺跡より4点 もの八稜鏡が検

出された例は初めてであろう。市域に於いては姥塚古墳、判ノ木山西遺跡14号住居址より検出さ
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れている。鏡の鋳造、文様等より考えると、濤 2内 よりのものが初鋳のものに近いものかと思わ

れ、文様も他の二枚に比べて優れており、形状等も整 うことから、古い様相を呈するものかと思

われる。他の二枚のものは踏返によるもので、形状・文様も簡略化され、新 しい要素があり、こ

の二つのもの→門には時間差があろうか。

出土状態については遺構説明内に於いて記述したが、 1点のものは濤内より、もう1点は住居

址覆土上よりで、板の上に帝状の敷物を敷きその上に 3枚重ね置いた状態で検出されている。濤

内よりのものも、単に廃棄行為によるものではなく、その出土状態より考えると明らかに濤の埋

め戻しに伴ない、埋設されたと捉えられるものであった。このような和鏡は、経塚埋納、祭戸E奉

斎等との関わりが強いとされ、その様な遺跡よりの出上が分い。これらのことより考えると、濤

の埋め戻しに供なう祭昴Eに 和鏡が利用されたと理解でき得るのではないだろうか。また、 3枚重

なったものについても、濤に近い付近よりの出上であるので濤に関わるものとして提えて妥当で

あり、濤周辺で祭祀を行ない、置いたのではないかと推定される。また、濤が水路としての役割

を持っていたならば、水路が使用されなくなったことに関わる濤の礫の埋め戻しと、和鏡の埋設

祭祀 と云う事が、何らかの関連があるように思われる。

平安住居址

住居址 形   状
規 模

主軸方向
カ  マ  ト

備 考
長径X短径 m 面積m2(坪 ) 位  置 素   材

2   tと 隅丸方形 (  ×4.7 N37° Vヽ 耳ヒ  旦と 石組

3   ri・ 3.8× 3.6 13.68(4,1) N63° E 東  壁
Ａ

Ｂ
粘土
石組粘土

5 住 (―

― ― ― ― 一 ― ― ― ―

) (―
一―――――――――――

) (―
――――――――

) (―

― ― 一 ― ―

) (―
――一――

)

6   4と 隅丸方形 ×4.3 (―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

) N65° E 東 壁
組
組

石
石

Ａ
Ｂ

7   tと 4.5× 4.7 21.15(6.4) N51° E 東 壁 石 組

9   tと (―

― ― ― ― ― ― 一 ― ―

) (―
―――――一――――――

) (―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

) (―
―――――

) 東 壁 石 組

10 住 隅九方形 5,4× 5。 7 30.78(9,3) N51° E 東 壁 石組粘土 耳皿出土

11 住 4.0× 4.6 18.40(5.6) N52° E 東 壁 石組粘土

13 住 (4.9× 4.6) 22.54(6.8) (― 東  壁 石組粘土

14 住 (4.2× 4.6) 19.32(5。 9) (―
――一――

(―

― 一 ― ― ―

)

17 住 (4.7× 2.9) 13.63(4.1) (―
―――一―

(―
―――一―

)

21 住 3.3× (― (―
―――――

(―

― ― ― ― ―

)

22  4主 3.3× (―
―――――――― N73° E 東 壁 石組 (?)

27  准と (―
――一―――――――――

) (― (―
―――――

) 東 壁 石組 (?)

28  tと (―
――――――一――――

) (―

一 ― ― ― ― ― ― ― ―

(―
――一――

) 東 壁 粘 土

29  4と (――――――――) (―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(―
―――――

) ヨヒ  垣と 石組粘土

30  4と 3.6× 3.8 13.68(4.1) N75° E 東 壁 石組粘土 覆土上より八稜鏡
3面が出土

31 住 (一
――――――――――一―

) (―

―

) (―
―――――

) (―
―――――

)

32  4主 3.6× 3.8 13.68(4.1) N71° E 東  壁 石組粘土

33  4主 3.0× (―
――――――――

) N74° E 東 壁 石組米占土

34  4と 4.0× 3.8 15。 20(4.6) N27°ヽヽ「 】ヒ  Eと 石組粘土

35  fi_ ×2.5 (―

― ― ― ― 一 ― ― ― ―

) (―
―――――

) (―
―――――

)
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和鏡の所有者等についてであるが、これについて直接的な資料は得られなかったが、当時とし

ては貴重品である和鏡を所有できるだけの経済力等を持っていた者の存在がうかがわれ、この様

な者が中世の有力者層に発展していく可能性が充分にあるであろう。

(3)竪穴住層上について

土器より第 I期 ～第V期 までの区分を行なったが、これを住居址の形状、カマ ドの形態につい

てみてみよう。

第 I期 に於いては住居址は 3号住居址 。28号住居址、30号住号址がある。住居址の平面プラン

は全て隅丸方形のもので、 3号住居址と30号住居上の規模は同じであり、害」谷
`1ヽ

型の住居址であ

る。これらは全て東壁ほぼ中央部にカマ ドを持つもので、粘土カマ ドのものと石組粘土カマ ドの

ものがある。カマ ドの構築はしっか りしている。

第H期の住居址は14号住居l■・29号住居址であるが、住層址プランはやはり隅丸方形である。

規模は第 I期 に比べ大きめとなる。カマ ドは29号住居址でしか確認できなかったが、北壁ほぼ中

央部に石組み粘土カマ ドか構築されていた。構築は第 I期同様にしっか りしている。     ´

第III期 の住居址は6号住居址 。10号住居址であるが、 6号住居l■については、プラン等が不明

確であり規模等について不明である。10号住居址は隅丸方形を呈すが、やや横長の感をもつもの

である。規模は、今回調査された住居址の中で最 も大きくしっか りしていた。10号住居址の場合

は耳皿の出土、黒色土器不の多用、墨書の多用等により、若千他の住居址とは異なっている要素

があり、住居址の規模等について一般的な例 として取 り扱うのには問題があろうか。

第Ⅳ期はH号住居址・13号住居址・22号住居址がある。プランは隅九方形のもので、その規模

も若千ではあるが第 I期のものよりは大型になってくる。しかし、構造等は簡略的で、周濤等は

見られない。カマ ドは石組み粘土カマ ドで、住居址の東壁のやや片寄った位置に構築されている6

第V期は27号住居址・33号住居址で、住居址の平面プランは27号住居址では確認できなかった

が、33号住居址の場合、隅丸長方形に近い形を呈するもので、その規模も小さなものであるカマ

ドは石組粘土カマ ドで、位置が33号住居址の場合住居址右側コーナー部にある。

建築址についてみた場合、遺物の出上が見られず、相当する時期は不明であるが、住居址の重

複関係より見て、建築l■ 3は 第 I期の住居址の覆土内に柱が掘 り込まれている点などを考え合わ

せると、第I期以降に属するものであろう。また柱穴列については、その重複関係より第Ⅳ期以

降に属するものと思われる。

また住居址の施設をみると11号住居址 。30号住居址・32号住唇址 ,34号住居址のカマ ド右脇に

河原礫を円形等に配置したものがある。このような配石については新井北遺跡、新井南遺跡、判

ノ木山西遺跡等の住居上に見られ、調理台・物置台などの勝手用具台的な用をなしたもの、作業台

的な′
l■格などが与えられている。今回の調査に終いては性格を示す積極的な根拠はないが、その

置き方等より台的な要素が強いものとして捉えられよう。
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14)集落立地について

今回調査された住居址は22軒 で、検出された住居址の約60%を 占める。前項で述べたが、これ

らは出土した土器 より第 I期～第V期 まで分けることができた。この分類に基き、住居址分布に

ついてみた場合、まとまった集中といった程の分布は見 られず、散在する形のものである。

重複関係をもつ ものは13号住居址・14居住居址のみである。大きく住居址の分布について捉え

た場合、ほぼ 2つのグループに分けられる。調査区東側に位置するグループ (2・ 3・ 5・ 6。 7・

9。 10。 11・ 13・ 14。 17・ 21・ 22・ 27・ 28号住居址)と 調査区西側に位置するグループ(30・ 31・ 32・

33・ 34号住居址)に 大別できる。この 2グループの中央部に集石 を伴なう濤が走 り、その範囲には

住居址が設けられておらず、大きな空白地区となっている。

建築址・柱穴列の分布はへる程度の一定性 をもってお り、調査区東側を中心 とした一箇所に集

中して検出され、建築址の構造も2間 × 2間 と、同一のもので、その配列は一定性のあるもので

あった。柱穴列の性格については不明であるが、そのあり方より柵 としてのあ り方、または建築

址が考えられる。適確な根拠を見い出すことはできなかったが、建築址 との配列関係 を見た場合、

柱穴の並び方はほぼ直交する形をとり、何 らかの関連がある様に考えられる。
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今回の調査が、道路敷 と云う縦長の限定された調査区で、集落の広が りの把握には至らなかっ

たが、住居址の配置等を考えると、等高線上に沿った形で横に広がる集落が想定されよう。本遺

跡に於いては第Ш期～第V期の住居址が主体であり、これらのことより平安時代後半に、割合、

規模の大きな集落があつたと捉えることができる。この集落の生活基盤としては、集落が立地す

る地形より沖積段丘面、または氾濫原を中心 とした水田耕作等が考えられるが、実証でき得る資

料は見られなかった。また、単に沖積段丘面を背景にした集落としてのあり方の他に、山鹿牧等

との関わり方等を考慮する必要性があり、今後の課題 としたい。

註(1)桐原 健 1968「平安期にみられる山地居住人の遺跡」『信濃28-1』 信濃史学会

註(2)百瀬長秀、他 1981「判ノ木山西遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―茅

野市・原村その 3-』 長野県教育委員会

註(3)宮坂光昭 1970「諏訪湖盆東縁の終末期古墳群の考察一茅野市姥塚古墳の検討から一」『信濃

22-4』 信濃史学会

註(4)山 田瑞穂、他 1976「新井北 。新井南遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

一岡谷市その 3-』 長野県教育委員会

-150-



第Ⅵ章 結

今回の構井・阿弥堂遺跡の発掘は、茅野市において低位段丘面に立地する遺跡 としては初めて

のことであり、前年の予備調査の結果から、道路建設予定地 という限定された緊急発掘ではあち

たもののその成果は大いに期待されるところであった。これは、この一帯やまた永明寺山腹から

山裾にかけて多くの古墳群があり、諏訪の上代史究明の上に重要な位置を占める遺跡 と推定され

たからである。

諏訪史第一巻によると、塚原・上原・横内にかけて′点々と縄文・弥生・奈良平安時代の遺物の

発見地が記録されている。当時はまだ畑地 として耕作されていた場所 も多く、表面採集 も容易で

あったが、その後次第に水田化され、八ヶ岳山麓台地の遺跡のように発掘調査 されることな く今

日に及んだ。一方、宅地化や工場建設等開発も急速に進み、その過程において遺構や遺物の検出

も見られたが、規模、性格等を窺知するまでには至らなかった。

阿弥陀堂遺跡から縄文時代中期後半の住居址 3基 と後期の土器片が出土 した。この期の遺物は

上川に更に近い地点 (原地・ダイラク屋敷・横内家下・助ヶ端・光明寺・大町・葛井平 。地蔵堂)か ら

も採集され、また中央高速道路建設に伴 う発掘調査では、これらより低位の現上川河床に接する

御射宮司遺跡か らは、縄文後晩期の良好な資料が出上 したことから、縄文時代後半にはすでに一

応安定 した地形 となり上川の流路 もほぼ現在の位置に定着 したことを示す ものであろう。 もとも

と遺跡の所在する塚原一帯は、永明寺山裾から続 く緩傾斜の地であ り、原地形は湧水の浸蝕によ

る起伏があったものであろうが、水田耕作や開発工事により改変された。住居址は原地形の徴高

地 を選定 して立地するものであろうが、限定された発掘のため集落規模等を究明するには至らな

かった。山裾のテラス状台地に立地する遺跡 と、生活手段等に相違があるのか どうか。 また住居

址床面より出上 した三角端形土製品の意義等検討されるべ き問題が分い。

弥生時代後期の住居址が阿弥陀堂遺跡から12基 、構井遺跡から1基発見され、土器片は発掘区

全域から出土 した。弥生式土器片は上原 (高井平・光明寺遺跡他)か ら横内 (家下他)に かけて広

い範囲から採集されてお り、一帯が稲作の適地 としてまた居住の場 として利用されていたことを

示すものである。予備調査によれば構井遺跡では弥生中期の上器片が検出されているから、天青言

川を遡上 した弥生文化は岡谷の諸遺跡に定着 して間もなくここまで波及したことが窺われる。阿

弥陀堂遺跡から上川沖積地までの距離は約400mあ り、当時の稲作技術では氾濫の多い上川流域で

の農耕は不可能であったと思われるから、稲作は段丘面の汚水に伴 う低湿地において行なわれた

ものであろう。現在の変容された地形からは推定できないが水田址の発見される可能性 も極めて

大 きい。農耕具 としての石器の出土が殆んど見 られず、土器の出上の少ないことと共に水田耕作

等の後世の攪乱によるものであろうか。

五
日

“〓
ロ
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平安時代の住居址は発掘区の全域から22基が発見された。また、ほぼ同時期 とみられる建築址。

柱穴・濤状遺構・土墳等があり、平安時代の後半にはかなり安定した「むら」が成立していたこ

とを示すもので、周辺の古墳群の存在や八稜鏡の出土から、諏訪における政治や生産活動の中心

地の一つであったことが推定される。

広い遺跡の中央に一本の トレンチを設定した如き今回の調査では、その複雑性重要性の一端を

垣間見た思いで、今後の調査や保護活用等について残された問題は極めて大きい。

5月 24日 に開始された発掘調査は、水田地帯の中での田植から稲の生育期 と重なり、降 り続い

た梅雨と共に出水に悩まされ続けた。

幸い県道路公社・諏訪建設事務所や調査委員会・事務局等の温かい理解により、はじめての試み

の航空測量等も導入されて9月 28日 無事現場での作業を完了することができた。改めてこの発掘

に関わった多くの方々に心からお礼申し上げる次第である。

註(1)鳥 居龍蔵 1924「諏訪史」 第 1巻 信濃教育会諏訪部会

誰(2)小林秀夫、他 1982「御社宮司遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―茅野

市その 5-』 長野県教育委員会
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